
穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

三
七

解
題

１
．
本
稿
は
、
穂
積
陳
重
博
士
（
１
）
の
帝
国
大
学
法
科
大
学
に
お
け
る

ロ
ー
マ
法
講
義
に
関
す
る
筆
記
録
の
う
ち
、
主
と
し
て
国
立
国

会
図
書
館
所
蔵
の
穂
積
陳
重
講
述
『
羅
馬
法
講
義
筆
記
』

（info:ndljp/pid/18797609

に
よ
り
つ
つ
、
そ
の
後
半
に
あ
た

る
第
二
編
　
羅
馬
法
正
編
第
一
巻
人
事
法
及
び
第
二
巻
物
件

［
権
］
法
の
部
分
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
資
料
の
意
義

に
つ
い
て
は
、
吉
原
達
也
「
穂
積
陳
重
の
ロ
ー
マ
法
講
義
に
つ

い
て
」『
日
本
法
学
』
第
八
四
巻
一
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
─

五
一
頁
及
び
吉
原
達
也
編
「
穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』

総
論
及
び
第
一
編
　
羅
馬
法
律
史
」『
日
本
法
学
』
第
八
五
巻

三
号
（
二
〇
二
〇
年
）
一
四
七
─
二
一
五
頁
に
付
し
た
解
題
を

参
照
さ
れ
た
い
。

２
．
穂
積
博
士
の
「
羅
馬
法
」
に
関
す
る
造
詣
に
つ
い
て
、
原
田

慶
吉
教
授
は
、「
穂
積
陳
重
は
、
過
去
の
学
歴
に
於
て
も
明
治

十
九
年
度
よ
り
二
十
二
年
度
迄
帝
国
大
学
に
於
て
羅
馬
法
を
担

当
し
、
其
比
較
法
的
進
化
論
論
述
中
に
散
在
す
る
羅
馬
法
に
関

穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　

羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻

吉

　原

　達

　也

　
　編

資

　料

）
七
三
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

三
八

316￨￨￨￨1￨￨

三
高
和200021826680

）、
東
京
大
学
総
合
図
書

館
所
蔵
本
（L

11:1940005733191

）
の
ほ
か
、
国
立
国
会
図

書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
、
不
破
彦
蔵
手
写
『
穂
積
陳
重 

講
述
』

一
八
八
九
（
明
治
二
二
年
）、
冊
子
体
、
一
六
一
丁
（
請
求
記

号322.315-H
734r2

　

国

立

国

会

図

書

館

書

誌

ID
000000904794:info:ndljp/pid/1880330

）
及
び
穂
積
陳

重
講
述
『
羅
馬
法
講
義
筆
記
』info:ndljp/pid/1879760

な
ど
。

後
者
に
つ
い
て
、
と
く
に
吉
原
・
前
掲
「
穂
積
陳
重
の
ロ
ー
マ

法
講
義
」『
日
本
法
学
』
第
八
四
巻
一
号
三
六
頁
以
下
注
二
五

を
参
照
。
京
都
大
学
法
学
部
図
書
室
所
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
京

都
大
学
・
佐
々
木
健
教
授
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

５
．
翻
刻
に
当
た
り
、
次
の
よ
う
な
方
針
を
採
っ
た
。

・
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
、
片
仮
名
遣
い
を
平
仮
名
遣
い
に
し

た
ほ
か
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
濁
点
、
句
読
点
と
送
り
仮

名
を
増
や
し
た
。
編
者
の
補
っ
た
部
分
は
［
　
］
で
く
く
っ
て
、

本
文
と
区
別
し
た
。

・
本
文
は
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ラ
テ
ン
語
が
混
在
し
て
お
り
、

綴
り
の
誤
り
を
訂
正
し
た
ほ
か
は
、
可
能
な
限
り
そ
の
ま
ま
の

形
で
残
す
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
固
有
名
詞
以
外
は
、
各
単

す
る
事
項
の
外
、
其
早
期
の
「
万
法
帰
一
論
」
や
「
羅
馬
法
を

講
ず
る
の
必
要
」
と
等
の
全
部
又
は
大
部
分
羅
馬
法
に
関
す
る

論
文
に
於
て
、
其
学
力
の
片
鱗
を
覗
か
せ
て
ゐ
る
」、
と
記
さ

れ
て
お
ら
れ
る
（
２
）
。

３
．
明
治
初
年
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
の
ロ
ー
マ
法
講
義
の
変

遷
に
つ
い
て
は
、
吉
原
達
也
・
前
掲
「
穂
積
陳
重
の
ロ
ー
マ
法

講
義
に
つ
い
て
」『
日
本
法
学
』
第
八
四
巻
一
号
二
頁
以
下
、

「
宮
崎
道
三
郎
博
士
の
講
述
『
比
較
法
制
史
』
に
つ
い
て
」
同

第
八
四
巻
三
号
（
二
〇
一
八
年
）
四
二
三
頁
以
下
、「
宮
崎
道

三
郎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
に
つ
い
て
」
同
第
八
五
巻
二
号

（
二
〇
一
九
年
）
一
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
（
３
）
。

４
．
穂
積
博
士
の
ロ
ー
マ
法
講
義
に
つ
い
て
は
、
講
述
筆
記
録
が

い
く
つ
か
知
ら
れ
て
い
る
。
安
達
峰
一
郎
氏
の
講
義
筆
記
録
に

関
し
て
は
、
森
征
一
・
岩
谷
十
郎
／
監
修
　
法
文
化
研
究
会

「
帝
大
生
・
安
達
峰
一
郎
の
「
法
学
」
ノ
ー
ト
　

─
『
法
律

講
義
案
集
』
の
伝
え
る
明
治
中
期
法
学
教
育

─
『
法
学
研

究
』
第
七
三
巻
一
〇
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
七
三
─
一
二
〇
頁
　

『
羅
馬
法
』（JR

19 654 13

）
清
水
裕
樹
筆
　
一
〇
六
─

一
一
〇
頁
。
京
都
大
学
法
学
部
図
書
室
所
蔵
本
（319￨￨H

o￨￨

和
装
本714532

）、
同
吉
田
南
総
合
図
書
館
所
蔵
本
（
図

）
七
三
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

三
九

時
・
日
本
大
学
法
学
部
学
生
）
に
は
、
第
一
編
、
第
二
編
を
通

じ
て
、
複
雑
な
入
力
作
業
の
ご
協
力
を
得
ま
し
た
。
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
1
） 

穂
積
陳
重
に
関
す
る
研
究
文
献
は
多
岐
に
わ
た
る
。
松
尾
敬

一
「
穂
積
陳
重
」（
潮
見
俊
隆
、
利
谷
信
義
編 

『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増

刊 

日
本
の
法
学
者
』 

日
本
評
論
社
、
一
九
七
四
年
）
五
五
頁
。
長

尾
龍
一
『
法
思
想
史
研
究
』
創
文
社
、
一
九
八
一
年
。
穂
積
重
行

「
明
治
十
年
代
に
お
け
る
ド
イ
ツ
法
の
受
容
─
東
京
大
学
法
学
部
と

穂
積
陳
重｣

（
家
永
三
郎
編
『
明
治
国
家
の
法
と
思
想
』
御
茶
の
水

書
房
、
一
九
六
六
年
、
五
三
八
頁
。
穂
積
重
行
『
明
治
一
法
学
者

の
出
発 : 

穂
積
陳
重
を
め
ぐ
っ
て
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
。

『
法
学
者
・
穂
積
陳
重
と
妻
・
歌
子
の
物
語
』 

公
益
財
団
法
人 

渋

沢
栄
一
記
念
財
団 

渋
沢
資
料
館
。
堅
田
剛
『
独
逸
法
学
の
受
容
過

程 : 

加
藤
弘
之
・
穂
積
陳
重
・
牧
野
英
一
』 

御
茶
の
水
書
房
、

二
〇
一
〇
年
。

（
2
） 

原
田
慶
吉
「
我
が
国
に
於
け
る
外
国
法
史
学
の
発
達
」『
東
京

帝
国
大
学
学
術
大
観
　
法
学
部
・
経
済
学
部
』（
一
九
四
二
年
）

二
九
四
頁
。

（
3
） 

矢
田
一
男
「
明
治
時
代
の
ロ
ー
マ
法
教
育
（
１
）（
２
）」『
法

学
新
報
』
第
四
四
巻
三
、
四
号
（
一
九
三
四
年
）、「
需
斯
知
尼
安

法
典
」
同
誌
四
八
巻
五
号
、「
明
治
以
来
ロ
ー
マ
法
源
邦
訳
事
歴
」

同
誌
四
九
巻
六
号
─
一
二
号
。
原
田
慶
吉
「
我
が
国
に
於
け
る
外

語
を
小
文
字
表
記
と
し
て
全
体
を
統
一
し
た
。
例
え
ば
、

Justinian; com
itia curiata

な
ど
。

・
原
典
と
の
対
応
を
容
易
に
す
る
た
め
、
丁
数
を
［
一
丁
表
］

［
一
丁
裏
］
の
よ
う
に
、
各
丁
の
冒
頭
部
分
に
挿
入
し
て
記
述

し
た
。

・
正
編
第
二
巻
の
標
題
「
物
件
法
」
と
い
う
用
字
に
つ
い
て
、
査

読
者
か
ら
「
物
権
法
」
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
い
う
ご
指
摘
を

い
た
だ
い
た
。
こ
の
点
で
本
文
中
「
物
件
」
は
三
六
例
、「
物

権
」
は
八
例
が
確
認
さ
れ
る
。「
物
件
」
に
つ
い
て
文
意
か
ら

明
ら
か
に
物
自
体
を
意
味
す
る
場
合
と
、
そ
う
で
な
い
場
合
が

区
別
さ
れ
る
。
因
み
に
先
の
京
大
本
で
は
、
正
編
第
二
巻
標
題

は
「
物
之
法
」、
第
二
章
標
題
に
「
物
権
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら

の
こ
と
を
勘
案
し
て
、
後
者
の
場
合
に
つ
い
て
は
本
文
に
お
い

て
「
物
件
［
権
］］
と
表
記
し
て
区
別
す
る
こ
と
と
し
た
。

６
．
本
稿
は
、
二
〇
一
四
―
二
〇
一
八
年
度
東
京
大
学
大
学
院
人

文
社
会
系
研
究
科
多
分
野
交
流
演
習
「
東
京
大
学
草
創
期
の
授

業
再
現
」
報
告
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
資
料
の
一
部
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
ら
れ
た
葛
西
康
徳
教
授
、
さ
ま
ざ
ま

な
ご
教
示
を
た
ま
わ
っ
た
関
係
各
位
に
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
（
４
）
。
ま
た
、
片
柳
七
重
さ
ん
（
当

）
七
三
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

四
〇

穂
積
陳
重
講
述
　
羅
馬
法
講
義
筆
記

羅
馬
法
講
義
総
論
及
び
第
一
編
　
羅
馬
法
律
史
（
以
上
本
誌
八
五
巻

三
号
）

羅
馬
法
講
義
第
二
編
　
羅
馬
法
正
編
　
目
次

第
二
編
　
羅
馬
法
正
編

総
論

第
一
章
　
法
学
［jurisprudentia

］
……
…
…
…
…
…
…
…
…
四
二

第
二
章
　［justice

］
公
義

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
五

第
三
章
　［jus

］
法
律

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四
六

第
四
章
　
法
律
の
種
類
　jus

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
二

第
一
　
公
法
及
私
法

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
二

第
二
　
自
然
法
、
普
通
法
、
国
法
［
の
区
別
］…
…
…
…
…
五
四

第
三
　
成
文
法
及
［
び
］
不
文
法

………
…
…
…
…
…
…
…
五
八

　
不
文
法
の
起
源

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
九

第
四
　
人
事
法
、
物
権
法
、
訴
訟
法

………
…
…
…
…
…
…
六
一

第
五
章
　
法
律
の
淵
源

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
一

羅
馬
法
正
編 

第
一
巻

人
事
法

第
一
章
　
古
代
の
法
律
に
於
る
人
事
法
の
位
地

………
…
…
…
六
二

第
二
章
　
人
［persona

］
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
四

国
法
史
学
の
発
達
」『
東
京
帝
国
大
学
学
術
大
観
　
法
学
部
・
経
済

学
部
』（
一
九
四
二
年
）
二
九
四
頁
。
佐
藤
篤
士
「
日
本
に
お
け
る

ロ
ー
マ
法
学
の
役
割
─
日
本
に
お
け
る
ロ
ー
マ
法
研
究
の
歩
み
に

た
い
す
る
一
つ
の
反
省
─
」『
早
稲
田
法
学
』
第
四
〇
巻
第
一
号

（
昭
和
四
〇
年
一
月
二
〇
日
刊
）
五
三
─
九
九
頁
、
と
く
に
五
九
、

六
三
頁
、
同
『
古
代
ロ
ー
マ
法
の
研
究
』
敬
文
堂
出
版
部
、
昭
和

五
〇
年
四
月
二
五
日
刊
に
、
第
一
章
「
日
本
に
お
け
る
ロ
ー
マ
法

学
の
発
達
─
日
本
に
お
け
る
ロ
ー
マ
法
研
究
の
歩
み
に
た
い
す
る

一
反
省
─
」
と
改
題
し
て
再
録
、
一
─
四
六
頁
。『
東
京
帝
国
大
学

五
十
年
史
　
上
冊
』
一
一
一
七
─
一
一
四
八
頁
を
参
照
。
岩
野
英

夫
「
わ
が
国
に
お
け
る
法
史
学
の
歩
み
（
１
８
７
３
～
１
９
４
５
） 

：
法
制
史
関
連
科
目
担
任
者
の
変
遷
」『
同
志
社
大
学
法
学
』
第

三
九
巻
第
一
・
二
号
（
一
九
八
七
年
）、
二
二
五
─
三
一
二
頁
。

〈https://doors.doshisha.ac.jp/duar/repository/ir/11524/
kj00000658370.pdf

〉

（
4
） 

吉
原
達
也
「
東
京
大
学
草
創
期
に
お
け
る
ロ
ー
マ
法
講
義

─
穂
積
陳
重
博
士
・
宮
崎
道
三
郎
博
士
・
戸
水
寛
人
博
士
の
場

合

─
」
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
『
二
〇
一
四
─

二
〇
一
八
年
度
多
分
野
交
流
演
習
「
東
京
大
学
草
創
期
の
授
業
再

現
」
報
告
集
』
二
〇
一
九
年
三
月
刊
二
一
九
─
二
六
二
頁
を
参
照
。

）
〇
四
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

四
一

　
使
用
［usus

］

　
収
実
［usus fructus

］

　
消
滅
［abusus

］

第
四
章
　
占
有possessio

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
〇
九

第
一
　
定
義

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
〇
九

第
二
　
占
有
の
保
護

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
一
一

第
一
　
意
思
自
由
［
を
］
保
護
［
す
る
］
の
説

第
二
　
人
身
平
等
の
権
の
保
護
す
る
の
説

第
三
　
人
身
保
護
の
説

第
四
　
財
産
保
護
の
説

第
三
　
占
有
の
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］
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］
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日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

四
二

ち
法
律
の
智
識
を
以
て
一
種
特
別
な
る
研
究
物
な
り
と
す
る
の
初

め
な
り
。

其
後
社
会
益
進
み
人
事
繁
忙
に
赴
く
に
従
ひ
分
業
協
力
の
道

段
々
開
け
行
は
れ
遂
に
法
律
の
智
識
及
び
其
の
法
律
の
取
扱
ひ
は

一
種
の
専
門
家
に
委
す
る
に
至
れ
り
。
殆
も
百
ヶ
条
を
読
む
と
き

は
分
明
な
る
も
今
日
の
刑
法
は
只
読
む
の
み
に
て
は
分
明
な
ら
ざ

る
が
如
し
。

抑
も
法
律
学
に
し
て
欧
州
に
起
り
た
る
は
ギ
リ
シ
ヤ
の
時
代
な

り
。
昔
し
同
国
の
盛
な
り
し
と
き
学
者
概
ね
天
文
、
美
術
、
数
理

其
他
宇
宙
に
関
す
る
学
を
研
究
せ
る
が
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
出
で
し

よ
り
初
め
てP

roper study of m
en is m

en

な
る
原
則
を
唱
へ

而
し
て
同
氏
以
来
は
宗
教
、
政
治
及
び
法
律
等
の
人
事
を
研
究
す

る
に
至
り
し
な
り
。
氏
は
常
に
子
弟
に
解
く
に
正
不
正
の
区
別
等

の
［
九
十
八
丁
表
］
事
を
以
て
せ
り
。
其
徒
弟
プ
ラ
ト
ー
に
至
り

初
め
て
国
家
論
及
び
法
律
論
の
二
書
を
著
は
せ
り
。P

lato ’s 

［D
e

］ R
epublica

（
国
家
論
）or L

egibus

（
法
理
）
之
れ
な
り
。

且
つ
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル
も
諸
々
の
書
を
著
は
し
政
治
学
の
法
律
に

関
す
る
こ
と
を
攻
究
せ
り
。

而
し
て
ギ
リ
シ
ヤ
時
代
の
哲
学
者
（
未
だ
法
律
家
と
称
す
可
か

ら
ず
）
は
主
と
し
て
正
義justice

は
如
何
な
る
も
の
な
る
や
人

第
一
　［
無
］
遺
嘱
相
続

第
二
　
遺
嘱
相
続

第
三
　
戸
主
収
養
［adrogatio

］

第
四
　
才
［
裁
］
判
の
宣
告

第
五
　
身
代
限

第
六
　
元
老
院
令
の
没
収 

［
九
十
七
丁
表
］

［
第
二
編
］　
羅
馬
法
正
編

総

　論

［
第
一
章

　法
学
］

　

jurisprudentia

抑
も
法
律
は
進
化
の
規
則
に
従
ひ
簡
単
よ
り
複
雑
に
進
む
も
の

な
り
。

社
会
の
幼
稚
な
り
と
き
は
其
組
織
も
簡
単
な
る
が
故
に
其
法
律

も
亦
簡
単
な
り
。
十
二
銅
表
、
三
章
の
法
の
如
し
。

然
れ
ど
も
社
会
の
組
織
段
々
複
雑
な
る
に
従
ひ
法
律
も
段
々
万

巻
と
な
る
な
り
。

故
に
譬
ひ
其
法
律
の
正
条
を
読
み
得
る
も
の
と
雖
ど
も
其
真
意

を
子
解
す
る
能
［
九
十
七
丁
裏
］
は
ざ
る
に
至
る
な
り
。
此
に
於

て
か
常
通
人
民
と
特
別
な
る
法
律
家
と
の
区
別
を
生
ず
る
な
り
。

之
れ
イ
エ
リ
ン
グ
巻
三
、
三
百
十
三
枚
に
在
り
。
而
し
て
之
れ
則

）
〇
四
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

四
三

は
か
な
る
論
に
し
て
能
く
進
化
の
定
義
に
よ
り
法
律
学
を
研
究
す

る
と
き
は
羅
馬
［
九
十
九
丁
表
］
の
時
代
に
於
て
斯
の
如
き
定
義

の
あ
り
し
は
決
し
て
怪
む
に
足
ら
ざ
る
な
り
。（
之
を
以
て
見
る

も
法
律
学
者
と
は
実
に
歴
史
上
の
研
究
の
足
ら
ざ
る
を
知
る
べ
き

也
。）
抑
も
法
律
の
最
大
原
則
は
万
世
不
易
の
も
の
な
れ
ど
も
社

会
に
顕
は
る
る
現
象
は
時
と
共
に
進
化
す
る
も
の
な
り
。
左
れ
ば

現
今
の
法
律
の
有
様
に
適
せ
ざ
る
を
以
て
古
代
の
定
義
学
説
等
を

迫
撃
す
る
は
酷
に
過
ぐ
る
と
云
ふ
可
し
。

法
律
も
他
の
一
切
の
万
物
と
同
じ
く
進
化
の
大
則
に
支
配
さ
る

る
も
の
に
し
て
段
々
進
歩
す
る
に
従
ひ
分
化differentiate

す
る

も
の
な
り
。
初
め
は
動
物
も
同
じ
も
の
な
り
し
が
遂
に
猿
と
か
犬

と
か
に
分
化
せ
し
な
り
。

古
代
の
法
律
は
未
だ
宗
教
と
分
化
せ
ず
し
て
法
律
の
禁
令
は
屡

宗
教
の
教
文
中
に
掲
げ
た
る
な
り
。
又
立
法
権
を
直
接
間
接
に
神

に
帰
せ
し
時
代
あ
り
。
ヌ
マ
　
ラ
イ
カ
ー
ガ
ス
［
リ
ュ
ク
ル
ゴ

ス
］
メ
ニ
ュ
ー
［
マ
ヌ
］
モ
ゼ
ス
法
典
等
の
如
し
。
又
法
律
の
学

識
も
中
世
迄
は
僧
侶
に
帰
せ
り
。
加の

み之
な
ら
ず
古
代
の
法
律
は
祖

先
の
［
九
十
九
丁
裏
］
祭
り
の
制
度
に
基
き
之
を
作
り
し
も
の
に

し
て
家
長
姻
婚
等
の
制
度
た
り
と
も
皆
祖
先
の
祭
祀
を
絶
た
ざ
る

が
為
め
な
り
。

と
人
と
の
法
律
上
の
関
係
は
如
何
な
る
基
礎
に
基
く
可
き
も
の
な

る
や
等
の
如
き
問
題
を
研
究
せ
り
。

然
る
に
羅
馬
の
時
代
に
至
り
て
は
ギ
リ
シ
ヤ
の
思
想
像
的

（abstruct
）
の
研
究
追
々
変
じ
て
実
形
的
（concrete

）
の
研
究

と
な
れ
り
。
即
ち
実
際
其
国
に
行
れ
た
る
法
律
を
研
究
了
解
す
る

の
主
義
原
則
は
如
何
な
る
も
の
な
る
や
を
研
究
す
る
に
至
れ
り
。

之
れ
羅
馬
人
民
の
実
用
を
尊
ぶ
の
思
想
に
冨
み
［
九
十
八
丁
裏
］

た
り
し
を
以
て
想
像
的
を
実
形
論
と
せ
し
な
り
。
而
し
て
羅
馬
法

英
国
に
渡
り
て
又
実
用
的
の
も
の
と
な
り
た
り
し
な
り
。

（
正
編
は
主
と
し
て
ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
の
イ
ン
ス
チ
チ
ユ
ー
ト

に
根
拠
を
取
れ
り
と
知
る
べ
し
。）

ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
　
イ
ン
ス
チ
チ
ュ
ー
ト
第
一
巻
第
一
章
第
一

節
（Just. Inst l.1,T

1,1

（lib

［er

］ or book
））
に
於
て
ウ
ル

ピ
ヤ
ン
氏
の
法
律
家
の
定
義
を
載
せ
た
り
。
曰
く
法
学

Jurisprudence

は
神
事
人
事
の
規
則
に
し
て
正
及
び
不
正
の
他

学
な
り
。（
又
は
学
問
な
り
。）
之
れ
実
に
有
名
な
る
定
義
な
り
。

右
の
定
義
を
見
て
近
世
の
法
律
家
は
頗
る
宗
教
法
律
を
混
同
せ

る
考
な
り
と
非
常
に
攻
撃
せ
る
人
あ
り
。
ヲ
ー
ス
チ
ン
［John 

A
ustin, 1790-1859

］
氏
の
如
き
は
尤
も
甚
し
き
人
の
一
人
な
り
。

然
れ
ど
も
之
れ
近
世
法
律
の
考
を
以
て
古
代
を
判
断
せ
る
実
に
浅

）
〇
七
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

四
四

り
や
り
に
之
を
弁
護
し
て
曰
く
此
定
義
中
の
第
二
段
は
正
と
不
正

と
を
見
分
る
学
問
な
り
と
の
意
に
し
て
、
上
段
はconnecting

に
あ
ら
ず
し
てdiscrim

inating

に
し
て
神
事
と
人
事
と
を
区
別

す
る
の
学
問
な
り
と
大
に
無
理
な
る
弁
護
を
為
せ
り
。

此
の
定
義
の
原
文
は
左
の
如
し
。Jurisprudentia est 

divinarum
 atque hum

anarum
 rerum

 notitia.

之
れ
定
義
の
上

部
［
百
丁
裏
］
な
り
。（P

ollock

の
右
の
議
論
は
十
一
月
の

L
aw

 M
agazine

に
在
り
（
２
）
。）

ギ
リ
シ
ヤ
哲
学
家
の
議
論
に
よ
り
て
見
る
も
羅
馬
法
律
学
者
の

定
義
に
よ
り
て
之
を
見
る
も
古
代
は
法
律
学
は
正
義
即
ち

justice

の
学
問
な
り
。
而
し
て
近
世
の
法
律
学
は
正
義
の
如
何

を
攻
究
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
権
利
の
性
質
を
研
究
す
る
学
問

と
な
れ
り
。
左
れ
ば
法
律
はjustice

の
学
問
よ
りright

の
学

問
に
進
歩
す
る
も
の
な
り
。

十
六
世
期
の
学
者
は
正
義
権
利
両
説
の
中
間
の
説
を
抱
き
た
り

し
が
初
め
て
権
利
の
学
問
と
云
ひ
し
は
独
逸
国
の
ラ
イ
プ
ニ
ン
グ

［
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
］
な
り
。

抑
もjurisprudence

な
る
言
葉
は
ラ
テ
ン
のjuris

、
法jus

（
法
）
の
第
二
格
な
るjuris

、
法
の
と
云
ふ
言
葉
とprudence

［prudentia
］、
智
識
又
は
熟
練
と
云
ふ
言
葉
よ
り
来
り
し
故
に

羅
馬
に
て
も
十
二
銅
表
発
布
の
時
迄
は
法
律
の
智
識
は
貴
族
の

占
有
す
る
所
た
り
。
而
し
て
貴
族
な
る
も
の
は
宗
教
儀
式
等
に
尤

も
通
ぜ
し
も
の
な
り
。
羅
馬
の
公
法
私
法
は
皆
祖
先
を
祭
る
と
云

ふ
こ
と
よ
り
出
で
し
な
り
。

斯
の
如
き
有
様
な
り
し
が
故
に
ウ
ル
ピ
ヤ
ン
の
時
代
に
於
て
も

宗
教
法
律
の
区
別
未
だ
全
く
立
た
ざ
り
し
な
り
。
之
れ
法
学

［
律
］
学
の
学
者
の
罪
に
あ
ら
ず
し
て
法
律
其
れ
自
身
の
然
る
に

由
れ
り
。
故
に
此
時
代
の
法
律
学
は
必
要
上
神
事
及
び
人
事
の
智

識
と
な
る
所
以
な
り
。
左
れ
ど
も
只
神
事
人
事
と
云
ふ
の
み
に
て

は
広
き
に
失
す
る
が
故
に
定
義
の
下
半
に
於
て
正
不
正
の
学
即
ち

適
法
不
適
法
を
知
る
の
智
識
と
せ
る
は
頗
る
穏
当
な
り
。

独
逸
学
者

G
lück 

［, C
hristian F

riedrich von, 1755-
1831

］ （P
andektan I （１

）
）
の
説
に
由
れ
ば
ウ
ル
ピ
ヤ
ン
［
百
丁

表
］
の
神
事
と
云
へ
る
は
即
ち
宗
教
法
を
指
せ
る
も
の
な
り
と
。

（com
m

on law

）
而
し
て
人
事
と
云
へ
る
は
通
常
の
法
律
を
指
せ

り
と
云
へ
り
。
之
れ
或
は
然
ら
ん
。
左
れ
ど
も
余
は
ウ
ル
ピ
ヤ
ン

の
説
を
解
し
て
前
述
の
如
く
之
を
見
ん
と
欲
す
る
な
り
。

前
の
ウ
ル
ピ
ヤ
ン
の
定
義
は
非
常
に
有
名
な
る
も
の
な
り
。

ウ
ル
ピ
ヤ
ン
の
定
義
の
弁
護
人
中
に
笑
ふ
可
き
は
ポ
ロ
ッ
ク

［S
ir F

rederick P
ollock, 1845-1937

］
の
説
な
り
。
氏
は
む

）
〇
〇
（



穂
積
陳
重
博
士
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羅
馬
法
講
義
』
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二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

四
五

上
よ
り
他
人
に
対
し
て
適
当
に
行
ふ
べ
き
こ
と
を
実
行
す
る
も

ジ
ャ
ス
チ
ス
と
云
ふ
。
即
ち
其
行
ひ
を
も
ジ
ャ
ス
チ
ス
と
云
ひ
し

な
り
。
然
れ
ど
も
今
一
層
之
を
狭
く
解
き
法
律
上
の
み
に
て
各
人

に
対
し
て
其
分
を
得
せ
し
む
る
を
も
ジ
ャ
ス
チ
ス
と
云
ふ
こ
と
も

あ
り
。
此
よ
り
し
て
此
字
の
用
法
は
益
々
実
形
的concrete

に

な
り
、
後
に
は
裁
判
を
も
ジ
ャ
ス
チ
ス
と
云
ひ
其
裁
判
所
も

C
ourt of Justice

と
云
ひ
英
国
な
ぞ
に
て
は
上
等
裁
判
所
の
裁

判
官
を
も
ジ
ャ
ス
チ
ス
と
云
ふ
に
至
れ
り
。

斯
の
如
く
法
律
の
基
礎
は
勿
論
法
律
を
実
行
す
る
処
［
の
］
者

又
は
之
を
制
裁
す
る
裁
判
所
迄
を
も
ジ
ャ
ス
チ
ス
と
云
ふ
に
至
り

し
処
を
以
て
見
る
も
古
代
法
律
学
の
基
礎
た
り
し
こ
と
明
な
り
。

［
百
二
丁
表
］
斯
の
如
く
ジ
ャ
ス
チ
ス
を
法
律
の
基
礎
と
せ
る

は
如
何
な
る
理
由
あ
る
や
。

古
代
学
者
の
説
に
よ
り
て
見
る
に
ジ
ャ
ス
チ
ス
な
る
言
葉
の
内

に
は
公
平
及
び
正
直
な
る
意
味
を
含
み
し
も
の
な
り
。
法
律
の
徳

義
上
尤
も
尊
ぶ
べ
き
観
念
を
此
内
に
存
せ
り
と
の
考
を
出
せ
し
に

よ
る
な
り
。

然
る
に
ジ
ャ
ス
チ
ス
な
る
考
が
近
世
に
至
り
追
々
変
化
変
遷
し

て
或
は
ジ
ャ
ス
チ
ス
に
あ
ら
ざ
る
も
の
を
法
律
の
基
礎
と
し
て
論

ず
る
に
至
れ
り
。
一
例
を
挙
げ
ん
に
ベ
ン
サ
ム
［Jerem

y 

法
律
学
と
云
ふ
意
な
り
。 

［
百
一
丁
表
］

近
世
に
来
りjurisprudence

を
法
律
と
同
字
義
に
用
い
る
こ

と
あ
り
。E

nglish jurisprudence

の
如
し
。
而
し
て
仏
独
等
に

て
は
之
を
判
決
例
の
意
に
用
い
る
こ
と
あ
り
。

第
二
章

　

justice
　公
義

前
章
に
論
ぜ
し
如
く
古
代
の
法
律
は
公
義
を
実
行
す
る
法
律
に

し
て
又
ジ
ャ
ス
チ
ス
の
学
問
な
り
。
故
に
ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
の
イ

ン
ス
チ
チ
ュ
ー
ト
の
初
め
に
ジ
ャ
ス
チ
ス
の
定
義
を
掲
げ
た
り
。

Justitia est constans et perpetua voluntas jus suum
 

cuique tribuendi, i.e. justice is constant and perpetual 
w

ill to render every one his due.

即
ち
公
義
と
は
各
人
を
し
て
其
分
を
得
せ
し
め
ん
と
す
る
恒
久

の
意
思
な
り
。

イ
ン
ス
チ
チ
ュ
ー
ト
の
初
め
に
あ
る
ジ
ャ
ス
チ
ス
の
定
義
は
全

く
心
の
有
様
を
評
せ
る
も
の
［
百
一
丁
裏
］
な
り
。
而
し
て
法
律

又
は
道
理
上
に
於
て
常
に
他
人
に
対
し
て
為
す
べ
き
の
所
為
為
す

べ
か
ら
ざ
る
の
所
為
を
常
に
久
し
く
守
ら
ん
と
す
る
の
心
を
指
せ

し
も
の
に
し
て
の
全
く
心
を
虚
形
的
に
解
き
し
な
り
。
然
れ
ど
も

時
と
し
て
は
ジ
ャ
ス
チ
ス
を
実
形
的
に
解
け
り
。
法
律
又
は
道
徳

）
〇
四
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

四
六

羅
馬
に
て
も
建
国
の
際
マ
ヌ
王
の
立
て
た
る
法
律
の
如
き
は
上

帝
よ
り
受
け
た
る
も
の
な
り
と
伝
言
せ
り
。 

［
百
三
丁
表
］

其
後
社
会
追
々
進
歩
す
る
に
従
ひ
法
律
は
神
の
神
意
の
間
接
に

顕
は
し
た
る
も
の
な
り
と
す
る
に
至
れ
り
。（
之
れ
古
代
人
民
を

し
て
服
従
せ
し
め
ん
と
な
れ
ば
只
に
腕
力
の
み
に
て
は
不
足
に
し

て
神
意
な
り
と
称
し
恐
畏
の
念
を
発
せ
し
め
し
所
為
な
り
。）

且
又
一
国
に
君
臨
す
る
君
主
は
皆
神
命
を
受
け
て
其
国
に
君
臨

す
る
と
云
ひ
又
は
君
臨
す
る
も
の
は
神
の
子
孫
な
り
と
云
へ
る
国

も
あ
り
た
り
。
斯
る
故
を
以
て
後
に
至
り
法
律
は
天
の
命
を
受
け

て
君
臨
す
る
も
の
又
は
神
の
子
孫
た
る
君
主
の
命
令
即
ち
神
意
の

間
接
に
顕
は
し
た
る
も
の
な
り
と
云
へ
り
。

其
後
法
律
宗
教
分
化
す
る
に
従
ひ
法
律
は
神
意
の
直
接
間
接
に

顕
は
し
た
る
も
の
な
り
と
の
説
追
々
勢
力
を
失
ふ
に
至
れ
り
。

近
世
に
至
り
尚
ほ
法
律
の
基
礎
は
神
意
に
在
り
と
云
ふ
学
者
は

独
逸
宗
教
法
理
学
者
な
る
ス
タ
ー
ル
ス
［F

riedrich Julius 
S

tahl, 1802-1861

］
氏
の
派
に
属
す
る
人
々
な
り
。

 

［
百
三
丁
裏
］

社
会
猶
ほ
一
層
進
歩
し
て
一
国
の
君
主
は
只
独
り
上
帝
の
威
厳

を
借
り
て
其
位
置
を
堅
く
し
法
律
を
作
る
な
ぞ
の
説
を
止
め
る
に

至
れ
り
。
兵
力
を
以
て
人
民
を
統
御
す
る
に
至
る
。
即
ち
宗
教
よ

B
entham

, 1748-1832

］
氏
の
如
き
は
最
大
幸
福
を
以
て
法
律
の

基
礎
と
な
し
古
来
唱
へ
来
り
し
ジ
ャ
ス
チ
ス
な
る
字
は
道
理
も
何

も
な
く
只
人
々
が
善
し
と
思
ひ
を
之
を
用
い
し
に
し
て
学
理
的
の

言
葉
に
あ
ら
ず
。
即
ちim

passioned term

な
り
と
云
へ
り
。

又
ジ
ョ
ン 

ス
チ
ア
ー
ト 

ミ
ル
［John S

tuart M
ill, 1806-

1873

］
の
実
理
主
義
の
哲
学
の
一
番
終
り
の
第
五
章
に
古
来
ジ
ャ

ス
チ
ス
と
唱
へ
来
り
し
も
の
は
実
際
最
大
幸
福
を
指
す
も
の
な
り

と
云
へ
り
。［
百
二
丁
裏
］
近
世
に
至
り
法
律
の
基
礎
は
ジ
ャ
ス

チ
ス
に
在
ら
ず
し
て
実
利
な
り
と
云
ふ
新
し
き
学
派
起
れ
り
。

今
後
学
問
の
進
む
に
従
ひ
、
法
律
の
基
礎
は
社
会
進
歩
に
帰
す

る
に
在
り
と
云
ふ
に
至
る
可
し
。

第
三
章

　

jus

　法
律

法
律
の
本
質
に
関
す
る
思
想
は
古
代
よ
り
社
会
の
変
遷
と
共
に

変
は
れ
り
。

太
古
の
法
律
未
だ
宗
教
と
分
化
せ
ざ
る
と
き
に
当
り
法
律
は
神

の
意
思
を
直
接
に
顕
は
し
た
る
も
の
な
り
と
せ
り
。
即
ち
法
律
は

人
民
の
行
為
（civil conduct

）
に
関
す
る
神
の
命
令
な
り
と
せ

り
。
彼
の
世
界
中
尤
も
旧
き
メ
ニ
ュ
ー
、
モ
ゼ
ス
法
典
な
ぞ
は
皆

神
授
な
り
と
伝
言
せ
る
法
律
な
り
。

）
〇
四
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

四
七

第
二
　
総
意
説
　
一
般
の
意
思

之
れ
独
逸
歴
史
法
律
家
サ
ビ
ニ
ー
［F

riedrich C
arl von 

Savigny, 1779-1861

］
プ
フ
タ
ー
（P

uchta

［, G
eorg F

riedrich, 
1798-1846

］）
等
の
称
す
る
所
た
り
。
即
ち
法
律
は
人
民
一
般
の

意
思
の
外
に
顕
は
れ
た
る
も
の
な
り
と
［
百
四
丁
裏
］
せ
り
。
而

し
て
主
権
者
若
く
は
君
主
の
制
定
せ
し
も
の
に
あ
ら
ず
。
又
人
民

が
一
時
協
議
を
以も
つ
て而

制
定
せ
し
も
の
に
も
あ
ら
ず
し
て
一
国
に
法

律
あ
る
は
殆
も
一
国
に
国
語
の
あ
る
が
如
く
決
し
て
事
更
ら
に
之

れ
を
制
作
せ
し
も
の
に
あ
ら
ず
と
の
説
な
り
。
近
世
に
至
り
人
類

学
、
生
理
学
、
社
会
学
等
の
進
歩
に
よ
り
法
律
に
関
す
る
観
念
も

亦
一
変
せ
ん
と
す
る
の
傾
き
あ
り
。
即
ち
法
律
は
人
類
進
化
の
結

果
な
り
と
の
事
逐
々
明
か
に
な
る
に
至
れ
り
。
之
を
要
す
る
に
古

代
法
律
に
関
す
る
思
想
を
大
別
し
て

他
主
主
義

自
主
主
義

の
二
つ
に
分
つ
を
得
べ
し
。

他
主
主
義
は
法
律
は
他
よ
り
人
民
に
与
へ
た
る
も
の
な
り
と
の

思
想
に
基
け
る
も
の
に
し
て
此
他
主
主
義
も
亦
別
ち
て
二
つ
と
な

す
。
即
ち 

［
百
五
丁
表
］

他
主
々
義
　
神
授
主
義
（
神
意
の
顕
は
れ
た
る
も
の
。）　
　
　

り
兵
力
に
移
れ
り
。

此
に
於
て
法
律
に
関
す
る
思
想
又
一
変
せ
り
。
即
ち
法
律
は
君

主
の
意
思
の
外
に
顕
は
し
た
る
も
の
に
し
て
即
ち
国
民
の
行
為
に

関
す
る
君
主
の
命
令
な
り
と
す
る
に
至
れ
り
。

之
れ
第
二
段
な
り
。
始
め
は
神
、
次
は
君
主
の
命
な
り
と
せ
り
。

法
律
は
君
主
の
命
な
り
と
云
ふ
時
代
に
て
も
三
段
の
変
遷
あ
り
。

初
め
に
於
て
は
神
授
君
権
論
（divine right of king

）
に
よ

り
法
律
は
君
主
が
天
の
命
を
受
け
て
人
民
を
統
御
す
る
の
具
な
り

と
せ
り
。
第
二
段
に
於
て
は
族
長
政
治
（patriarchal system

）

に
よ
り
て
君
主
は
其
族
長
の
首
長
た
る
の
資
格
を
以
て
法
律
を
敷

く
も
の
な
り
と
せ
り
。 

［
百
四
丁
表
］

近
世
の
分
析
法
理
学
派
の
法
律
は
（
ヲ
ー
ス
チ
ン
等
の
如
し
。）

主
権
者
の
命
令
な
り
と
の
説
の
如
き
は
即
ち
此
君
主
の
意
思
な
り

と
云
ふ
主
意
の
発
達
せ
し
も
の
な
り
と
云
は
ざ
る
可
か
ら
ず
。

社
会
猶
ほ
一
層
進
歩
す
る
に
従
ひ
法
律
の
基
礎
は
人
民
に
あ
り

と
云
ふ
に
至
る
な
り
。
而
し
て
法
律
は
民
意
の
外
に
顕
は
れ
た
る

も
の
な
り
と
云
ふ
説
に
も
亦
三
種
あ
り
。

第
一
　
民
約
説
　
ソ
シ
ヤ
ル
　
コ
ン
ト
ラ
ク
ト

一
国
の
人
民
或
る
時
代
に
於
て
契
約
を
以
て
法
律
を
制
定
せ
し

も
の
な
り
と
云
ふ
。

）
〇
三
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

四
八

り
て
建
て
し
か
を
研
究
す
可
し
。

羅
馬
法
に
於
て
法
律
な
る
こ
と
はjus

な
る
語
な
り
。

抑
も
言
葉
文
字
は
其
時
代
の
思
想
を
表
す
る
も
の
な
る
が
故
に

jus

な
る
文
字
を
研
究
し
た
れ
ば
当
時
の
羅
馬
人
は
法
律
に
付
て

如
何
な
る
考
へ
を
持
ち
た
り
し
や
を
明
か
に
す
る
を
得
べ
し
。

（
言
語
は
当
時
人
民
の
思
想
の
結
晶
し
よ
お

［
百
六
丁
表
］
な
り
。）

抑
もjus

な
る
語
の
字
義
に
付
き
て
は
二
説
あ
り
。

第
一
説
に
よ
る
にjus

はjubeo

な
る
（
余
命
ずI com

m
and

）

な
る
動
詞
の
過
去
分
詞
な
る

jussum

（that w
hich is 

com
m

anded

命
ぜ
ら
れ
た
る
も
の
。）
な
る
言
葉
の
上
半
よ
り
来

れ
り
と
云
へ
り
。
即
ち
命
令
と
云
ふ
事
な
り
。
即
ち
命
令
主
義
に

よ
り
た
る
も
の
な
り
。
英
法
理
学
者
ヲ
ー
ス
チ
ン
又
は
ヲ
ル
ト
ラ

ン
［Joseph L

ouis E
lzéar O

rtolan, 1802-1873

］（
第
二
巻

第
十
七
枚
）
等
皆
此
説
を
採
用
せ
り
。

左
れ
ば
之
れ
命
令
と
云
ふ
こ
と
に
し
て
君
主
主
義
又
は
神
授
主

義
に
基
け
り
と
云
へ
り
。

第
二
説
に
よ
る
にjus

の
字
は
其
固
と
をS

anscrit

に
発
せ
り
。

即
ちjus

はju or yu

［yūsh

］
な
る
語
に
発
せ
り
。ju

又
はyu

は
シ
バ
ル
［
縛
る
］
と
云
ふ
こ
と
に
し
て
物
を
束
縛
す
る
の
意
味

な
り
。
即
ち
法
律
は
人
民
の
行
為
を
束
縛
す
る
も
の
な
り
［
百
六

君
主
々
義
（
又
は
君
権
主
義
。
即
ち
法
は
君
主
の
命
令
。）

而
し
て
自
主
々
義
は
法
律
は
他
よ
り
与
へ
た
る
も
の
に
あ
ら
ず

し
て
人
民
自
ら
之
を
建
て
た
る
も
の
な
り
と
の
説
な
り
。
自
主
々

義
も
亦
二
派
に
分
る
な
り
。

自
主
主
義 
民
制
主
義 

進
化
主
義 

之
れ
な
り
。

即
ち
民
制
主
義
と
は
民
約
説
又
は
歴
史
家
の
総
意
説
に
よ
る
法

理
論
等
な
り
。

進
化
主
義
は
社
会
生
存
競
の
結
果
な
り
。
即
ち
法
律
は
人
類
の

内
に
存
ず
る
一
種
の
勢
力
な
り
と
云
ふ
な
り
。

人
民
総
意
の
説
を
解
か
ん
に
之
れ
は
固
と
サ
ビ
ニ
ー
氏
と
チ

ボ
ー
［A

nton F
riedrich Justus T

hibaut, 1772-1840

］
氏

と
の
［
百
五
丁
裏
］
有
名
な
る
争
の
時
即
ち
独
逸
連
邦
を
し
て
一

変
せ
し
め
ん
と
な
れ
ば
先
づ
法
律
を
し
て
一
致
せ
し
め
ざ
る
可
か

ら
ず
。
故
に
チ
ボ
ー
氏
は
諸
邦
の
法
典
をcodify

せ
ざ
る
可
か

ら
ず
と
云
ひ
た
り
し
が
其
時
伯
林
に
居
た
り
し
サ
ビ
ニ
ー
氏
は
法

典
を
編
纂
す
る
に
及
ば
ず
一
国
法
律
は
自
然
に
出
来
る
も
の
な
り
。

殆
も
国
語
の
如
し
と
争
ひ
遂
に
サ
ビ
ニ
ー
勝
を
制
し
た
り
し
。

法
律
の
本
質
に
関
す
る
思
想
は
概
ね
前
述
の
如
し
。

而
し
て
之
れ
よ
り
進
ん
で
羅
馬
の
法
律
は
如
何
な
る
主
義
に
よ

）
〇
三
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

四
九

羅
馬
法
の
沿
革
を
見
る
に
羅
馬
法
は
全
く
自
主
民
制
主
義
の
法

律
な
り
し
こ
と
明
な
り
。
十
二
銅
表
制
定
以
前
、
ヌ
マ
、
ロ
ミ
ラ

ス
等
の
発
し
た
る
法
令
は
其
本
源
を
神
に
帰
し
た
り
と
の
伝
説
あ

り
と
の
事
な
れ
ど
も
（S

pencer ’s S
ociolgy （５

）
）、
十
二
銅
表
以
来

は
全
く
民
制
主
義
に
よ
り
た
る
こ
と
明
に
し
て
疑
ふ
可
か
ら
ざ
る

こ
と
な
り
と
信
ず
。
譬
へ
ばlex

の
如
き
はpopulus

即
ち
羅
馬

豪
族
の
発
し
た
る
法
律
な
り
。plebiscita

は
人
民
の
発
し
た
る

法
。
又praetor ’s edict

、
学
士
の
答
案responsa prudeutium

の
如
き
皆
民
制
主
義
に
依
ら
ざ
る
も
の
な
し
。

［
百
七
丁
裏
］
第
四
期
に
至
り
初
め
て
君
授
主
義
に
よ
り
て
法

律
を
制
定
せ
り
。
即
ち
帝
憲
の
お
も
な
る
法
源
と
な
り
た
る
時
代

な
り
。

然
れ
ど
も
羅
馬
皇
帝
即
位
の
初
め
に
はlex regia

な
る
法
律

を
布
告
し
て
人
民
よ
り
権
力
を
皇
帝
に
譲
る
の
儀
式
を
行
ふ
な
り
。

其
時
右
の
法
律
を
発
せ
し
な
り
。

左
れ
ば
第
四
期
に
て
も
実
際
は
君
主
々
義
な
り
し
か
ど
外
形
猶

ほ
民
制
主
義
に
よ
れ
り
と
云
ふ
も
過
ち
に
は
非
ら
ざ
る
可
し
。

而
し
て
此
の
自
主
々
義
が
之
れ
羅
馬
法
の
他
に
優
り
た
る
原
因

な
り
。

羅
馬
法
律
は
民
制
主
義
に
よ
れ
る
事
を
前
述
せ
り
。

丁
裏
］
な
り
と
の
考
よ
り
来
れ
り
と
云
ふ
。

第
二
説
の
字
義
は
近
世
の
博
言
学
士
は
概
ね
之
を
賛
成
せ
り
。

イ
エ
リ
ン
グ
［R

udolf von Jhering, 1818-1892

］
氏
の
如
き

も
此
説
を
採
用
せ
り
。（S

pirit of R
om

an L
aw

 vol 1, page 
219 （３

）
）
コ
ル
セ
ン
、
ポ
ッ
ト
（
４
）［A

ugust F
riedrich P

ott, 1802-
1877

］
皆
然
り
。

第
二
説
の
方authority
のw

eight

重
し
と
云
ふ
可
し
。
イ
エ

リ
ン
グ
氏
の
説
に
よ
る
にjus
な
る
言
葉
が
時
と
し
て
は
法
律
を

意
味
し
又
時
と
し
て
は
権
利
を
意
味
す
る
も
皆
前
の
束
縛
な
る
言

葉
に
意
味
す
る
な
り
。
即
ち
此
語
を
一
般
の
人
民
を
束
縛
す
る
と

云
ふ
と
き
は
法
律
と
も
な
り
又
定
ま
り
た
る
人
即
ち
義
務
者
を
束

縛
す
る
と
き
は
権
利
と
な
る
な
り
。

博
言
学
者
又
曰
く
第
一
説
は
全
く
語
源
の
本
末
を
誤
ま
り
し
も

の
な
り
。
即
ちjus

がjubeo

よ
り
来
り
し
に
非
ら
ず
し
て

jubeo

がjus

よ
り
来
れ
る
な
り
。
即
ちjubeo

な
る
文
字
はjus 

hibeo

（I hold as law

）［
百
七
丁
表
］
即
ち
法
律
と
見
俲
な
す

と
云
ふ
こ
と
に
し
て
法
と
し
て
寄
る
可
し
と
云
ふ
意
味
な
り
と
云

へ
り
。

近
世
の
諸
学
士
に
て
第
二
説
を
賛
成
す
る
も
の
多
し
。

此jus

の
議
論
に
も
長
き
論
文
あ
れ
ど
も
大
意
に
止
む
る
可
し
。

）
〇
三
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

五
〇

た
る
と
き
は
往
々
之
を
改
正
せ
り
。
併
し
人
民
之
を
改
良
す
る
の

権
な
か
り
し
故
社
会
の
需
要
に
従
ふ
を
之
れ
を
改
正
す
る
こ
と
甚

だ
困
難
な
り
し
。
之
れ
支
那
法
族
の
進
歩
の
ち
へ
た
る
所
以
な
ら

ん
。羅

馬
法
族
は
之
に
反
し
て
十
二
銅
表
以
来
法
律
は
人
民
の
制
作

せ
る
も
の
。
故
に
社
会
の
変
遷
に
従
ひ
人
民
の
需
要
に
従
ひ
之
れ

を
改
正
増
補
す
る
こ
と
を
少
し
も
憚
か
ら
ざ
り
し
。
之
れ
羅
馬
法

族
及
び
ア
ン
グ
ロ
　
サ
ク
ソ
ン
法
に
基
き
た
る
英
法
の
進
歩
せ
る

理
由
な
ら
ん
。

羅
馬
法
族
の
民
主
々
義
な
り
し
こ
と
は
実
に
大
切
な
る
こ
と
な

り
。メ

ー
ン
氏
曰
く
、
社
会
の
幼
き
と
き
に
完
全
な
る
法
律
の
出
来

る
は
其
国
の
不
幸
な
り
。
羅
馬
は
十
二
銅
表
の
如
き
不
完
全
な
る

も
の
な
り
し
故
、
直
に
之
を
［
百
九
丁
表
］
改
正
補
増
せ
り
。
然

る
に
メ
ニ
ュ
ー
の
如
き
数
千
条
も
あ
る
完
全
な
る
法
律
あ
り
し
故
、

人
民
之
を
改
正
し
之
れ
を
論
ず
る
等
の
こ
と
を
敢
て
せ
ざ
り
し
な

り
と
。

然
し
予
の
考
ふ
所
に
よ
れ
ば
其
然
る
所
以
の
も
の
は
寧
ろ
只
神

授
な
り
し
故
を
以
て
之
を
改
正
せ
ざ
り
し
が
真
の
理
由
な
ら
ん
。

羅
馬
法
律
書
中jus

のdefinition

を
与
へ
た
る
は
甚
だ
少
な

予
が
比
較
法
理
学
を
研
究
す
る
に
当
り
万
国
の
法
を
分
つ
て
五

大
族
と
せ
り
。
即
ち
印
度
法
族
、
支
那
法
族
、
回
々
法
族
、
羅
馬

法
族
、
英
国
法
族
之
れ
な
り
。 

［
百
八
丁
表
］

右
の
五
大
法
族
中
印
度
、
回
々
両
法
族
は
全
く
静
止
の
有
様
な

り
。
支
那
法
族
は
数
百
年
の
間
に
極
ま
る
や
か
な
り
進
歩
を
為
せ

り
。羅

馬
及
び
英
法
族
は
之
に
反
し
て
昔
よ
り
し
て
其
の
進
歩
著
し

く
就
中
羅
馬
法
の
如
き
近
世
文
明
諸
国
の
模
範
と
な
り
万
国
の
法

悉
く
之
の
法
族
に
帰
す
る
の
勢
あ
る
位
な
り
。

斯
の
如
く
諸
国
の
法
律
に
進
歩
の
差
を
生
ぜ
し
所
以
の
も
の
は

全
く
其
法
律
の
基
礎
と
な
る
主
意
に
差
異
あ
り
し
を
以
て
の
故
な

り
。
印
度
法
族
は
メ
ニ
ュ
ー
の
法
典
に
基
き
し
も
の
回
々
法
族
は

コ
ラ
ン
の
法
典
に
基
き
た
る
も
の
に
し
て
此
等
の
皆
神
授
主
義
に

よ
り
た
る
も
の
な
り
。
故
に
人
民
は
其
法
律
を
尊
重
し
之
れ
を
恐

懼
し
而
し
て
之
に
服
従
す
る
こ
と
は
知
り
た
れ
ど
も
社
会
の
遷
変

と
共
に
之
れ
を
改
良
せ
ん
な
ど
と
は
中
々
思
ひ
も
寄
ら
ざ
り
し
故
、

数
千
年
の
間
基
本
文
に
至
り
て
は
少
し
も
之
を
改
良
す
る
こ
と
な

く
僅
に
時
代
に
適
当
な
る
様
［
百
八
丁
裏
］
な
る
解
釈
の
為
せ
る

に
止
ま
れ
り
。

支
那
法
族
は
純
然
た
る
君
主
主
義
に
基
き
賢
明
な
る
君
主
出
で

）
四
四
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

五
一

ぎ
ず
し
て
決
し
て
学
問
上
に
定
義
を
下
せ
し
も
の
に
は
あ
ら
ざ
る

可
し
。

jus

と
云
ふ
字
を
権
利
の
意
味
に
用
い
る
こ
と
あ
り
羅
馬
の
法

典
に
於
て
はjus

［
百
十
丁
表
］
な
る
字
は
先
づ
法
律
と
用
い
た

る
場
合
十
に
八
九
に
し
て
之
れ
を
権
利
の
意
に
用
い
た
る
こ
と
は

誠
に
少
な
し
。
併
し
な
が
ら
固
と
法
律
な
る
意
味
を
有
す
るjus

な
る
言
葉
を
権
利
と
云
ふ
事
に
用
い
し
は
之
れ
自
然
の
こ
と
に
し

て
敢
て
怪
む
も
足
ら
ず
即
ち
権
利
は
法
律
に
よ
り
て
保
護
さ
れ
た

る
利
益
な
る
故
に
外
形
上
よ
り
云
へ
ば
権
利
は
法
律
の
結
果
な
り
。

故
に
其
原
因
な
る
権
利
な
る
字
義
に
用
い
し
な
り
。
即
ち
イ
エ
リ

ン
グ
氏
の
権
利
の
定
義
に
曰
くright is the interest protected 

by law

と
あ
る
な
り
。

之
れ
即
ち
近
世
欧
州
に
於
て
法
律
及
び
権
利
に
同
じ
語
を
用
い

る
原
因
な
り
。
譬
へ
ばdroit, R

echt, diritto

（Italy

）, derecho 

（S
pain

）, jus

之
れ
等
皆
同
じ
く
法
律
と
も
権
利
と
も
云
ふ
な
り
。

然
る
に
英
法
律
学
者
は
自
国
に
斯
る
便
利
な
る
言
語
な
く
法
律
に

はlaw

あ
り
。
権
利
に
はright

な
る
字
あ
る
が
故
に
斯
く
大
陸

諸
国
に
用
い
る
［
百
十
丁
裏
］
文
字
に
し
て
権
利
と
法
律
と
の
間

に
親
密
な
る
関
係
を
保
つ
こ
と
を
知
ら
ず
し
て
し
き
り
に
大
陸
諸

国
が
同
一
の
言
語
を
用
い
る
を
以
て
思
想
の
混
雑
を
来
す
の
弊
あ

し
。
只
後
世
に
伝
は
り
て
尤
も
有
名
な
る
も
の
は
ヂ
ゼ
ス
タ
の
第

一
巻
第
一
章
に
在
る
な
り
。
即
ち
学
士C

elsus

（U
lpian

の
言

葉
に
セ
ル
サ
ス
曰
く
と
あ
り
。）
の
定
義
に
よ
る
にjus est ars 

boni et aequi
即
ち
法
律
は
善
良
及
び
公
平
の
技
術
也
。（L

aw
 

is the art of that w
hich is good &

 equal.

）
ヲ
ル
ト
ラ
ン
氏

之
を
解
釈
し
て
曰
く
ア
ー
ス
即
ち
ア
ー
ト
な
る
こ
と
は
法
律
の
全

体
を
指
し
示
す
も
の
な
り
。
故
に
此
定
義
に
よ
れ
ば
、
法
律
は
善

良
及
び
公
平
を
規
定
す
る
規
則
の
全
体
な
り
と
の
解
釈
な
り
。

［
百
九
丁
裏
］
英
国
ポ
ロ
ッ
ク
氏
の
解
す
る
所
に
よ
れ
ば
此
所
に

あ
るboni

と
は
道
徳
分
部
を
指
し
、aequi

公
平
と
は
法
律
に
属

す
。
而
し
てet

な
る
字
はconnective conjunction

に
非あ

ら
ず

し
てdisjunctive conjunction

な
り
。
故
にC

elsus

氏
の
定
義

は
法
律
は
善
良
な
る
こ
と
と
公
平
な
る
こ
と
を
分
別
す
る
の
技
術

な
り
と
云
ふ
こ
と
な
り
と
云
へ
り
。

ポ
ロ
ッ
ク
氏
の
説
は
固
よ
り
附
会
の
説
な
り
と
し
、
人
々
の
之

れ
を
受
け
取
ら
ざ
る
所
な
り
。
又
ヲ
ル
ト
ラ
ン
氏
のars

な
る
語

を
規
則
の
全
体
と
解
せ
し
は
如
何
な
る
処
あ
る
や
予
之
れ
を
知
ら

ず
。予

の
解
す
所
に
よ
れ
ば
、
此
有
名
な
る
セ
ル
サ
ス
氏
の
定
義
は

只
法
律
は
善
良
な
り
法
律
は
公
平
な
り
と
云
ふ
称
賛
の
言
葉
に
過

）
四
四
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

五
二

　
　
不
文
法
　jus non scriptum

第
四
　
人
事
法
　jus quod ad personas pertinet

　
　
物
権
法
　jus quod ad res pertinet

 

［
百
十
一
丁
裏
］

　
　
訴
訟
法
　jus quod ad actiones pertinet

之
の
区
別
は
已
に
古
し
の
羅
馬
法
よ
り
あ
る
区
別
に
し
て
現
世

迄
も
伝
は
れ
る
な
り
。

第
一
　
公
法
及
私
法

公
法
私
法
の
区
別
は
羅
馬
法
に
初
ま
り
し
も
の
な
り
。
ジ
ヤ
ス

チ
ニ
ヤ
ン
　
ジ
ゼ
ス
ト
第
一
巻
第
一
編
第
一
章
に
已
に
之
の
区
別

を
掲
た
り
。

イ
ン
ス
チ
チ
ュ
ー
ト
法
典
第
一
巻
第
一
編
第
四
章
に
よ
る
に
公

法
は
羅
馬
政
府
の
事
を
規
定
し
私
法
は
一
己
人
に
関
す
る
こ
と
を

規
定
す
る
も
の
な
り
と
云
へ
り
。

之
の
公
法
私
法
の
区
別
の
大
本
は
実
に
有
名
に
し
て
尚
も
法
律

家
た
れ
ば
此
両
法
の
区
別
の
基
く
処
の
羅
馬
の
有
名
な
る
原
文
を

暗
記
せ
り
。
即
ち 

［
百
十
二
丁
表
］

Jus publicum
 est quod ad statum

 rei R
om

anae 
spectat, jus privitum

 est quod ad statum
 sigulorum

 
utilitatum

 spectat.

［U
lp. D

. 1, 1, 1, 2

］

り
と
て
之
を
迫
撃
せ
り
。

成
程
英
法
学
者
の
云
ふ
如
き
弊
あ
れ
ど
も
然
れ
ど
も
法
律
と
権

利
と
の
関
係
を
示
す
の
利
益
に
至
り
て
は
又
英
語
の
及
ば
ざ
る
所

と
云
わ
ざ
る
可
か
ら
ず
。

羅
馬
に
於
て
何
故
に
此
同
一
な
るjus

な
る
語
を
以
て
法
律
権

利
の
両
意
味
に
用
い
る
様
に
な
り
し
や
と
尋
ね
る
に
抑
も
羅
馬
法

は
民
制
主
義
に
基
き
し
を
以
て
法
律
は
国
民
の
利
益
を
保
護
す
る

と
云
ふ
考
へ
が
已
に
早
く
よ
り
行
は
れ
た
る
故
を
以
て
な
り
。

而
し
て
欧
州
諸
国
に
同
字
を
用
い
る
は
之
れ
羅
馬
国
の
風
に
基

き
し
も
の
な
り
。 

［
百
十
一
丁
表
］

第
四
章

　法
律
の
種
類
［jus

］

ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
法
典
に
よ
れ
ば
法
律
を
分
ち
て
左
の
四
種
と

為
す
。

第
一
　
公
法
　jus publicum

　
　
私
法
　jus privatum

第
二
　
自
然
法
　jus naturale

　
　
普
通
法
　jus gentium

　
　
国
法
　jus civile

第
三
　
成
文
法
　jus scriptum

）
四
四
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

五
三

て
曰
く
、
公
法
は
国
と
民
と
の
間
の
関
係
を
規
定
し
私
法
は
人
民

と
人
民
と
の
相
互
の
関
係
を
規
定
す
る
も
の
な
り
と
云
へ
り
。

（
ホ
ラ
ン
ド
（
６
）［S

ir T
hom

as E
rskine H

olland, 1835-1929

］

［『
法
理
学
汎
論
』］
第
四
章
［
人
定
法
］）

故
に
公
法
中
に
は
憲
法
、
行
政
法
、
刑
法
、
治
罪
法
、
訴
訟
法
。

私
法
中
に
は
［
百
十
三
丁
表
］
民
法
、
商
法
、
海
上
法
等
を
編
入

せ
り
。

ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
の
イ
ン
ス
チ
チ
ュ
ー
ト
に
於
て
は
訴
訟
法
を

私
法
の
一
分
部
と
為
せ
る
を
以
て
近
世
に
至
る
迄
学
者
皆
之
れ
を

私
法
と
せ
り
。
然
る
に
近
来
独
逸
法
理
学
者
は
訴
訟
法
を
公
法
の

一
部
と
す
る
も
の
多
し
。
其
理
由
は
訴
訟
法
は
国
家
司
法
の
大
権

を
行
ふ
手
続
き
を
示
せ
る
も
の
に
し
て
云
は
ば
官や
く

職
し
ょ
く

の
規
則
裁

判
官
の
職
制
の
如
き
も
の
な
り
。
決
し
て
人
民
相
互
の
間
の
関
係

を
規
定
せ
る
も
の
に
非
ら
ず
。
訟
訴
人
と
裁
判
所
と
の
間
の
関
係

を
規
定
せ
る
も
の
な
り
と
云
へ
り
。
此
説
近
来
大
に
勢
力
を
得
た

る
様
に
見
ゆ
。

ヲ
ー
ス
チ
ン
氏
は
公
法
私
法
の
区
別
を
排
撃
し
て
其
区
別
な
し

と
せ
り
。

其
説
に
曰
く
公
益
は
私
益
の
集
合
す
る
も
の
な
り
。
左
れ
ば
公

益
に
関
す
る
法
も
私
益
に
関
す
る
法
も
均
し
く
之
れ
同
一
の
目
的

（P
ublic law

 is that w
hich relates to the public 

affairs of R
om

e, private law
 is that w

hich relates to 
the interest of individual

）［
公
法
は
ロ
ー
マ
公
共
体
（
国

家
）
の
存
立
に
関
し
、
私
法
は
個
人
の
利
益
に
関
す
る
も
の
で

あ
る
。］

近
世
の
法
理
学
者
、
公
法
私
法
の
区
別
を
解
て
曰
く
、
公
法
は

公
益
に
関
す
る
規
則
の
全
体
を
規
定
し
私
法
は
一
己
人
に
関
す
る

規
則
な
り
と
云
へ
り
。
之
れ
等
も
皆
前
述
の
羅
馬
法
よ
り
来
り
し

な
り
。

仮
令
へ
ば
羅
馬
に
て
公
法
と
称
す
る
も
の
は
コ
ミ
シ
ヤ
　
セ

ネ
ー
タ
ス
等
の
組
織
［
百
十
二
丁
裏
］
権
限
、
豪
族
平
民
の
区
別
、

ツ
リ
ビ
ュ
ー
ン
　
エ
ダ
イ
ル
　
セ
ン
ソ
ル
　
プ
レ
ー
ト
ル
を
初
め

諸
官
吏
の
職
制
及
び
宗
教
、
礼
拝
、
僧
職
等
に
関
す
る
一
切
の
法

は
皆
羅
馬
国
事
に
関
す
る
を
以
て
公
法
と
せ
り
。

ジ
ゼ
ス
タ
第
一
巻
第
一
章
に
於
て
公
法
を
分
つ
て
宗
教
の
法
僧

侶
の
法
及
び
官
吏
の
法
の
三
つ
に
分
て
り
。
而
し
て
家
長
権
、
姻

婚
、
後
見
、
財
産
等
は
皆
主
と
し
て
一
己
人
の
利
益
に
関
す
る
を

以
て
之
れ
を
私
法
の
部
に
編
入
せ
り
。

之
れ
羅
馬
法
の
解
く
所
の
公
法
私
法
の
区
別
な
り
。

近
世
の
分
析
法
理
学
者
は
外
形
よ
り
公
法
私
法
の
区
別
を
分
け

）
四
七
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

五
四

の
利
益
を
増
進
す
る
を
以
て
其
主
た
る
目
的
と
為
す
も
の
な
り
。

（
ヲ
ー
ス
チ
ン
氏
は
極
細
密
の
議
論
を
為
す
の
人
な
り
。）

法
律
進
化
の
順
序
よ
り
論
ず
れ
ば
一
国
の
法
律
は
公
法
よ
り
私

法
に
進
む
と
云
ふ
を
得
べ
し
。
古
代
の
法
律
は
殆
ど
皆
公
法
の
分

部
に
属
す
べ
き
も
の
に
し
て
近
世
の
民
法
の
制
則
の
如
き
は
甚
だ

少
な
か
り
し
。
即
ち
太
古
の
法
律
は
族
制
に
関
す
る
も
の
尤
も
多

く
就
中
祭
祀
又
は
軍
事
に
関
す
る
こ
と
其
過
半
を
占
め
た
り
し
。

而
し
て
中
世
法
律
は
家
族
に
関
す
る
こ
と
尤
も
多
か
り
し
。
就
中

家
長
の
権
利
に
関
す
る
こ
と
其
過
半
を
占
め
［
百
十
四
丁
裏
］
た

り
。
然
る
に
近
世
一
己
人
の
発
達
す
る
に
従
ひ
一
己
人
の
権
利
義

務
を
規
定
す
る
法
令
尤
も
多
く
な
れ
り
。
即
ち
民
法
商
法
の
如
き

私
法
初
め
て
法
律
の
大
分
部
を
占
む
る
に
至
れ
り
。

第
二
　
自
然
法
、
普
通
法
、
国
法
の
区
別

自
然
法
の
考
は
ギ
リ
シ
ャ
の
ス
ト
イ
ッ
ク
哲
学
に
起
れ
る
も
の

な
り
。
而
し
て
羅
馬
法
律
者
は
概
ね
哲
学
を
学
び
し
故
に
遂
に
自

然
法
な
る
語
が
法
律
学
上
の
語
と
な
る
に
至
れ
り
。

ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
の
イ
ン
ス
チ
チ
ュ
ー
ト
第
一
巻
第
二
章
の
初

め
に
於
て
ウ
ル
ピ
ヤ
ン
の
定
義
を
掲
げ
り
。
即
ち
自
然
法
と
は
自

然
が
凡
て
の
一
切
の
動
物
に
附
与
し
た
る
法
則
な
り
と
あ
り
。

其
後
の
学
者
は
自
然
法
な
る
言
葉
を
種
々
の
意
味
に
使
用
し
近

を
持
て
る
も
の
な
り
と
せ
り
。［
百
十
三
丁
裏
］（
ヲ
ー
ス
チ
ン
　

レ
ク
チ
ァ
ー
［L

ectures on Jurisprudence, 1875

］
十
七
を

見
よ
。）
又
公
法
は
純
然
た
る
法
律
に
あ
ら
ず
。
例
へ
ば
憲
法
の

如
き
は
主
権
者
の
権
限
を
定
め
た
る
も
の
に
し
て
同
氏
の
所
謂

positive m
orality

成
霊
［
精
励
］
道
徳
に
属
す
る
も
の
な
り
。

故
に
公
法
私
法
の
区
別
は
当と
お

底て
い

用
い
る
可
か
ら
ず
と
云
へ
り
。

成
程
同
氏
の
説
の
如
く
民
法
商
法
の
如
き
私
法
と
雖
ど
も
公
益

に
関
す
る
規
則
な
り
。
又
憲
法
行
政
法
の
規
則
た
り
と
も
一
己
人

の
利
益
に
関
す
る
こ
と
は
固
よ
り
論
を
俟
た
ざ
る
こ
と
な
れ
ど
も

然
れ
ど
も
公
法
は
直
接
に
一
般
の
利
益
を
計
り
間
接
に
一
己
人
の

利
益
を
保
護
す
る
も
の
な
り
。
又
私
法
は
直
接
に
一
己
人
の
利
益

を
計
り
間
接
に
一
般
の
利
益
を
生
ず
る
も
の
な
り
。
然
る
に
ヲ
ー

ス
チ
ン
氏
は
其
主
た
る
目
的
に
よ
り
て
公
法
私
法
の
区
別
は
立
て

た
り
と
の
こ
と
を
忘
れ
其
区
別
な
き
も
の
と
す
る
は
抑
も
誤
れ
る

も
の
な
り
と
云
ふ
べ
し
。
故
に
予
は
公
法
私
法
の
定
義
を
下
す
に

当
り
羅
馬
法
及
び
近
世
法
理
学
者
［
百
十
四
丁
表
］
の
主
義
と
の

合
せ
て
之
れ
に
定
義
を
下
す
可
し
。

公
法
は
国
家
と
人
民
と
の
間
の
権
利
義
務
の
関
係
を
規
定
し
公

益
を
増
進
す
る
を
以
て
其
主
た
る
目
的
と
為
す
も
の
な
り
。

私
法
は
人
民
相
互
の
間
の
権
利
義
務
の
関
係
を
規
定
し
一
己
人

）
四
〇
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

五
五

譬
へ
ば
独
逸
ア
レ
ン
［
ス
（
８
）
］［H

einrich A
hrens, 1808-1874

］

氏
の
曰
く
、
人
の
人
類
の
理
想
に
よ
り
て
知
り
得
べ
き
智
識
を
自

然
法
と
云
へ
る
な
ぞ
の
如
し
。
其
他
近
世
に
自
然
法
と
起
せ
る
書

物
は
皆
此
意
味
に
用
い
た
る
な
り
。（
法
律
哲
学
を
指
す
。）

第
五
　
自
然
法
と
は
人
の
本
性
よ
り
し
て
推
究
し
得
べ
き
法
律

の
原
理
な
り
と
云
へ
る
学
者
も
あ
り
。
譬
へ
ば
ド
イ
ツ
国
有
名
な

る
ク
ラ
ー
ゼ
ー
（
９
）［K

arl C
hristian F

riedrich K
rause, 1781-

1832

］
氏
及
び
其
学
派
に
属
せ
る
ア
レ
ン
［
ス
］
氏
の
如
き
即
ち

之
れ
な
り
。（
之
の
説
尤
も
近
来
に
勢
力
あ
り
。）
之
の
意
味
な
れ

ば
自
然
法
を
性
法
と
訳
す
る
も
可
な
り
。
然
し
民
約
説
の
意
味
に

取
る
と
き
は
必
ず
自
然
法
と
釈
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。

右
に
述
べ
た
る
所
、
之
れ
従
来
の
学
者
の
自
然
法
な
る
字
を
用

い
た
る
意
味
の
大
略
な
り
。
然
る
に
近
世
に
至
り
理
学
諸
科
の
大

進
歩
［
百
十
六
丁
表
］
あ
り
し
を
以
て
自
然
法
な
る
文
字
の
用
例

又
或
は
一
変
す
る
の
傾
き
あ
り
。

英
の
分
析
学
者
は
一
概
に
自
然
法
な
る
字
を
顰ひ
ん

蹙
し
以
て
学
者

の
玩
弄
物
な
り
と
云
へ
り
。

成
程
之
れ
迄
の
用
例
に
よ
る
に
所
謂
自
然
法
な
る
字
は
少
し
も

学
問
上
の
基
礎
な
く
し
て
只
空
理
空
論
に
属
せ
る
も
の
多
か
り
し

が
近
世
理
学
的
諸
学
科
の
進
歩
す
る
に
従
ひ
或
は
自
然
法
な
る
言

世
に
至
り
て
は
殆
ど
其
真
意
を
了
解
す
る
に
苦
し
む
に
至
る
迄
に

混
雑
［
百
十
五
丁
表
］
せ
り
。
羅
馬
法
以
来
法
律
学
者
が
自
然
法

な
る
字
を
種
々
様
々
の
意
味
に
用
い
た
り
し
が
今
之
れ
を
分
類
す

れ
ば
左
の
如
し
。（
之
れ
お
も
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ミ
ラ
ー

［John M
illar, 1735-1801

］
の
法
理
哲
学
の
終
り
に
在
る
に
よ

れ
り
。）

第
一
　
或
る
学
者
は
自
然
法
と
は
神
の
法
と
同
字
意
に
取
れ
る

も
の
あ
り
。

譬
へ
ば
モ
ゼ
ス
　
メ
ニ
ュ
ー
の
法
典
は
自
然
法
な
り
と
云
へ
り
。

第
二
　
自
然
法
と
は
人
類
未
だ
国
家
を
組
織
せ
ざ
る
以
前
即
ち

state of nature

［
自
然
状
態
］（
社
会
を
組
織
せ
ざ
る
と
き
を
云

ふ
。）
に
生
活
せ
る
と
き
に
用
い
た
る
法
律
に
し
て
譬
へ
ば
英
の

パ
ー
レ
ー
（
７
）［W

iliam
 P

aley, 1743-1805

）］
の
道
徳
哲
学
に
は
此

意
味
に
用
い
た
り
。
又
民
約
説
を
導
奉
せ
る
法
理
学
者
は
皆
此
の

意
味
に
用
い
た
り
。

第
三
　
自
然
法
は
人
定
法
の
標
準
と
な
り
と
解
き
し
学
者
も
あ

り
。譬

へ
ば
仏
国
の
ヅ
ア
ン
ジ
ヤ
氏
の
如
し
。 

［
百
十
五
丁
裏
］

第
四
　
自
然
法
と
法
理
哲
学
と
同
意
味
に
用
い
た
る
こ
と
も
あ

り
。

）
四
四
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

五
六

然
法
の
説
は
古
代
法
律
の
進
歩
に
非
常
に
大
な
る
利
益
を
与
へ
た

る
こ
と
は
又
疑
ふ
可
か
ら
ざ
る
こ
と
な
り
。 

［
百
十
七
丁
表
］

即
ち
国
法
の
上
に
一
つ
の
之
れ
よ
り
優
り
た
る
標
準
あ
り
と
云

ふ
考
へ
が
大
に
諸
国
法
律
の
進
歩
を
補
ひ
た
り
。

自
然
法
の
人
定
法
に
及
ぼ
し
た
る
利
益
の
一
二
を
挙
げ
ん
に

第
一
　
羅
馬
に
於
てjus gentium

と
合
併
し
て
羅
馬
法
を
改

良
せ
り
。

第
二
　
中
世
以
来
法
律
学
者
は
犯
罪
を
分
つ
て
自
然
法
の
犯
罪

及
び
国
法
の
犯
罪
の
二
つ
と
せ
り
。
即
ち

m
ala in se

　
　
　
　
人
を
殺
し
物
を
盗
む
等
は
之
れ
を
自
然

法
の
悪
と
せ
り
。

m
ala prohibita

　
　
儀
式
服
制
其
他
一
国
の
み
に
限
り
た
る

法
律
を
犯
し
た
る
を
国
法
の
悪
と
せ
り
。
従
て
其
刑
罰
を
異
に
せ

り
。quia

［
と
い
う
の
は
］
…
…
或
る
と
き
此
字
を
入
る
こ
と
あ

り
。
之
禁
ぜ
ら
れ
し
が
故
に
悪
事
な
り
と
云
ふ
意
味
な
り
。

自
然
法
の
実
蹟
に
現
は
れ
た
る
も
の
をjus gentium

と
せ
る

こ
と
故
に
［
百
十
七
丁
裏
］［
ジ
ヤ
ス
］
ゼ
ン
シ
ヤ
ム
［gentium

］

は
実
に
大
切
な
り
。

葉
に
正
当
な
る
意
味
を
付
与
し
得
る
な
ら
ん
と
信
ず
。
抑
も
国
家

に
法
律
あ
る
は
決
し
て
人
為
に
出
で
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
天

地
間
万
物
悉
く
有
せ
る
万
有
法
の
一
部
な
り
と
の
こ
と
明
に
な
れ

り
。
譬
へ
ば
国
家
に
法
律
あ
る
は
一
の
物
体
に
凝
集
力

（cohesion

）
等
の
あ
る
が
如
し
。

国
々
に
よ
り
て
其
法
律
の
外
形
こ
そ
異
れ
ど
も
其
作
用
に
至
り

て
は
必
ず
一
定
の
法
律
の
あ
る
も
の
な
り
。
斯
の
如
く
各
種
の
法

律
に
貫
通
［
百
十
六
丁
裏
］
す
可
き
法
則
を
指
し
て
自
然
法
と
云

ふ
は
尤
も
適
当
な
る
こ
と
な
ら
ん
と
信
ず
。

学
士
ハ
ッ
ク
ス
レ
ー
氏
（
10
）［T

hom
as H

enry H
uxley, 1825-

1895

］
の
如
き
已
に
此
意
味
に
て
自
然
法
を
用
い
た
る
な
り
。
即

ち
［Introductory

］ S
cience P

rim
ers 

［1880
］
を
見
よ
。
又

ミ
ス
　
シ
ム
コ
ッ
ク
ス
（
11
）［E

dith S
im

cox, 1844-1901
］
の
自
然

法
な
る
書
に
も
此
の
新
し
き
意
味
に
用
い
た
り
。

羅
馬
に
於
て
自
然
法
の
意
味
一
変
し
て
哲
学
上
ア
ブ
ス
ラ
ク
ト

即
ち
無
形
上
の
意
味
よ
り
し
て
有
形
の
意
味
に
移
り
遂
にjus 

gentium

と
合
体
す
る
に
至
れ
り
。

自
然
法
な
る
思
想
は
固
と
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
に
出
で
其
後
種
々
の

用
例
あ
り
た
れ
ど
も
之
れ
を
要
す
る
に
皆
空
理
空
論
に
わ
た
り
た

る
も
の
に
し
て
之
れ
に
法
理
論
の
価
値
は
固
よ
り
な
し
。
然
し
自

）
四
四
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

五
七

記
せ
り
。

又
印
度
の
法
律
編
纂
委
員
の
報
告
に
よ
れ
ば
（
抑
も
印
度
法
典

は
彼
の
有
名
な
る
マ
コ
ー
レ
ー
（
12
）［T

hom
as B

abington M
acaulay, 

1800-1859

］氏
、
之
れ
が
委
員
長
た
り
し
が
其
後
に
至
り
て
常
々

有
名
な
る
法
律
家
の
み
同
地
に
て
之
れ
に
従
事
し
た
り
し
故
に
其

説
の
処
往
々
諸
国
法
典
に
未
だ
曽
て
見
ざ
る
新
説
あ
り
。）
若
し

印
度
に
於
て
法
律
の
明
文
若
く
は
慣
習
な
き
と
き
は
条
理
に
よ
り

て
裁
判
を
為
す
こ
と
尤
も
善
し
と
す
と
あ
り
。
我
国
に
於
て
も
法

律
に
明
文
あ
れ
ば
之
れ
に
寄
り
明
文
な
き
と
き
は
慣
習
に
よ
り
慣

習
な
き
と
き
は
条
理
に
よ
る
と
の
規
則
行
は
れ
り
。［
百
十
八
丁

裏
］
斯
の
如
き
基
礎
は
皆
基
本
を
自
然
法
と
国
法
と
の
区
別
に
発

せ
り
と
云
ふ
可
し
。

第
五
　
自
然
法
の
説
は
国
際
法
の
発
生
を
助
け
た
る
も
の
な
り
。

欧
州
に
卅
年
戦
争
の
後
各
国
皆
平
和
の
と
き
も
戦
時
に
て
も
各
国

交
際
の
条
規
の
大
に
必
要
な
る
こ
と
を
感
ぜ
り
。
此
際
に
当
り
グ

ロ
シ
ヤ
ス
氏
デ 

ジ
ュ
レ 

ベ
リ 

エ
ッ
ト 

パ
シ
［
ス
］de jure belli 

et pacis

平
戦
規
条
を
著
し
た
り
。
而
し
て
此
書
の
基
礎
と
せ
る

所
は
羅
馬
法
に
し
てjus gentium

 jus naturale

の
説
を
取
り

以
て
之
を
著
し
た
り
し
。

而
し
て
此
国
際
法
の
発
生
を
補
ひ
た
る
こ
と
自
然
法
の
尤
も
与

羅
馬
に
て
は
法
の
不
識
を
以
て
其
責
任
を
免
か
ら
し
め
た
る
こ

と
あ
り
。
即
ち
同
国
は
武
を
以
て
建
ち
た
る
国
柄
な
る
を
以
て
軍

人
に
は
非
常
の
特
権
を
与
へ
た
り
し
。
左
れ
ば
に
は
軍
人
（
兵

卒
）
婦
女
幼
児
に
は
法
の
不
識
を
以
て
責
弁
を
許
し
た
り
し
が
之

れ
と
て
も
只
に
国
法
の
み
に
限
り
て
自
然
法
に
は
之
を
許
さ
ざ
り

し
。第

三
　
自
然
法
と
国
法
と
矛む

盾
じ
ゅ
ん

し
た
る
と
き
は
国
法
は
効
力

な
し
と
云
ふ
説
起
れ
り
。
彼
の
グ
ロ
シ
ヤ
ス
［H

ugo G
rotius, 

1583-1645

］
氏
又
英
の
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
［W

illiam
 

B
lackstone, 1723-1780

］
氏
の
如
き
は
自
然
法
に
違
ひ
た
る
国

法
は
効
力
な
し
と
解
け
り
。
之
れ
も
法
理
学
上
よ
り
云
ふ
と
き
は

道
理
に
た
が
い
た
れ
ど
も
実
蹟
よ
り
云
ふ
と
き
は
大
に
法
律
に
進

歩
に
与
つ
て
力
あ
り
た
り
。
之
れ
国
法
の
上
に
一
の
優
り
た
る
標

準
あ
り
し
こ
と
を
知
ら
し
め
し
を
以
て
な
り
。

N
o hum

an law
 is of any validity of contrary

［
百
十
八

丁
表
］to this

（natural law
 is law

 of G
od

）.

第
四
　
国
法
に
於
て
明
文
又
は
慣
習
な
き
と
き
は
自
然
法
に
於

て
之
を
補
ふ
可
し
と
の
説
あ
り
。
現
に
ヲ
ー
ス
ト
リ
ヤ
（
一
千
八

百
十
一
年
発
布
）
民
法
第
七
条
に
於
て
は
若
し
民
法
典
に
於
て
明

文
な
き
と
き
は
自
然
法
の
原
則
に
よ
り
て
裁
判
を
為
す
可
し
と
明

）
四
三
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

五
八

之
れ
に
よ
り
て
見
る
に
ガ
イ
ヤ
ス
の
時
代
よ
り
し
て
所
謂
普
通

法
は
自
然
法
の
実
形
に
顕
は
れ
た
る
も
の
な
り
と
見
傚
せ
り
。
故

に
羅
馬
に
於
て
は
ジ
ヤ
ス
　
ゼ
ン
シ
ヤ
ム
と
ジ
ヤ
ス
　
ナ
チ
ュ

ラ
ー
ル
と
は
殆
ど
同
一
の
も
の
と
見
傚
せ
り
。
只
イ
ン
ス
チ

チ
ュ
ー
ト
の
第
三
章
第
二
節
に
於
て
奴
隷
は
普
通
法
の
制
度
に
し

て
自
然
法
に
反
せ
る
も
の
な
り
と
の
こ
と
を
挙
げ
り
。

羅
馬
法
典
中
普
通
法
と
自
然
法
と
の
異
な
り
た
る
点
は
只
前
述

の
一
ヶ
所
の
み
な
り
。

又
同
章
第
十
一
節
に
よ
る
に
自
然
法
は
神
意
に
よ
り
て
定
ま
り

た
る
も
の
な
る
を
以
て
万
世
不
易
な
り
。
然
れ
ど
も
国
法
は
人
民

の
黙
諾
若
く
は
後
に
発
布
す
る
法
令
に
よ
り
て
之
れ
を
変
更
し
得

べ
き
も
の
な
り
と
書
せ
り
。
後
世
の
学
者
自
然
法
の
本
原
は
神
の

意
に
在
り
と
か
又
は
自
然
法
は
［
百
廿
丁
表
］
万
世
不
易
の
法
則

なな

りぞ

と
云
へ
る
は
皆
此
法
則
に
拠
る
る
も
の
な
り
。

第
三
　
成
文
法
及
び
不
文
法

成
文
法
不
文
法
の
区
別
は
法
律
の
外
形
に
よ
り
て
定
め
た
る
も

の
に
し
て
文
章
に
よ
り
て
制
定
さ
れ
し
も
の
を
成
文
法
と
称
し
文

章
に
よ
り
て
制
定
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
を
不
文
法
と
云
ふ
。

羅
馬
に
於
て
成
文
法
と
称
す
る
も
の
は

1. lex or populuscita

（not custom
ary law

）

り
て
力
あ
り
た
る
こ
と
な
り
。

即
ち
羅
馬
法
にprinciple 

［of

］ universality

を
大
く
含
有

せ
り
。

ベ
ン
サ
ム
氏
よ
り
し
て
初
め
てinternational law

な
る
語
出

ず
。［

百
十
九
丁
表
］
自
然
法
の
説
の
羅
馬
法
及
び
中
世
諸
国
の
法

律
に
及
ぼ
し
た
る
影
響
は
右
の
如
し
。

抑
も
法
律
を
分
つ
て
自
然
法
、
普
通
法
、
国
法
の
三
種
と
せ
る

は
羅
馬
法
律
家
の
一
般
に
用
た
る
区
別
に
在
ら
ず
。
ガ
イ
ヤ
ス
の

イ
ン
ス
チ
チ
ュ
ー
ト
法
典
に
は
ジ
ヤ
ス
　
シ
ビ
ル
、
ジ
ヤ
ス
　
ゼ

ン
シ
ヤ
ム
の
み
と
為
せ
り
。
然
し
ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
は
イ
ン
ス
チ

チ
ュ
ー
ト
に
於
て
前
述
の
三
種
の
区
別
を
採
用
せ
り
。

イ
ン
ス
チ
チ
ュ
ー
ト
［
第
一
編
］
第
二
章
第
一
節
に
よ
れ
ば
凡

そ
一
国
の
人
民
た
る
も
の
は
其
人
民
国
有
の
法
令
及
び
人
類
共
有

の
法
に
よ
り
て
支
配
さ
る
る
も
の
な
り
。

而
し
て
各
国
人
民
の
自
ら
制
定
し
た
る
も
の
を
ジ
ヤ
ス
　
シ
ビ

ル
と
称
し
之
れ
を
其
国
民
固
有
の
も
の
と
す
。
而
し
て
自
然
の
道

理
が
人
類
一
般
に
附
与
し
た
る
法
律
は
各
国
人
民
均
し
く
之
れ
を

導
奉
す
る
も
の
に
し
て
之
れ
を
ジ
ヤ
ス
　
ゼ
ン
シ
ヤ
ム
と
称
す
。

［
百
十
九
丁
裏
］
右
の
法
律
文
の
直
訳
な
り
。

）
四
三
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

五
九

ら
れ
た
る
法
律
あ
り
と
あ
り
。

此
説
は
中
世
以
来
法
律
学
者
の
多
好
は
此
の
説
を
採
り
た
り
。

然
れ
ど
も
単
に
不
文
法
は
永
続
慣
行
に
よ
り
て
確
定
せ
ら
れ
た
る

法
律
な
り
と
云
へ
ば
一
切
の
慣
習
は
法
律
の
勢
を
有
す
る
と
云
ふ

と
同
一
な
る
を
以
て
近
世
の
法
律
家
は
之
れ
を
採
用
す
る
も
の
な

し
。
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
其
他
中
世
以
来
の
書
に
は
凡
て
斯
く
云

へ
り
。

第
二
説
　
黙
許
の
説 consentm

ent tacit

此
説
を
主
張
す
る
学
者
の
曰
く
、
凡
て
一
切
の
法
律
は
主
権
者

の
制
定
し
た
る
も
の
な
り
。
故
に
慣
習
法
は
主
権
者
人
民
の
慣
習

を
黙
許
し
て
之
れ
に
制
裁
を
付
し
た
る
も
の
な
り
と
せ
り
。
羅
馬

法
は
果
し
て
此
説
を
採
り
た
る
や
否
や
に
付
て
は
学
者
中
に
説
あ

り
。
仏
の
ヲ
ル
ト
ラ
ン
氏
は
此
説
に
よ
り
て
羅
馬
の
不
文
法
を
解

て
曰
く
不
文
法
は
主
権
者
の
黙
許
に
よ
り
て
［
百
廿
一
丁
裏
］
生

ぜ
し
も
の
な
り
と
。

ア
ッ
カ
リ
ヤ
ス
［A

ccursius

］
氏
は
之
に
反
し
て
不
文
法
は

人
民
の
意
思
よ
り
生
ぜ
し
も
の
な
り
と
云
へ
り
。

抑
も
不
文
法
は
主
権
者
の
黙
許
な
り
と
云
ふ
説
は
全
く
根
拠
な

し
。
如
何
と
な
れ
ば
羅
馬
法
は
民
制
主
義
な
り
し
を
以
て
な
り
。

此
の
説
な
り
も
寧
ろ
ア
ッ
カ
リ
ヤ
ス
氏
の
説
の
方
却
て
其
当
を
得

2. plebiscita

　
　
　
　
　
　
平
民
法

3. senatus consulta

　
　
　
元
老
院
令

4. edicta
（praetoris

）　
　
告
受
書

5. responsa prudentium

　
学
者
の
答
案

6. constitutiones
　
　
　
　
帝
憲

［
百
廿
丁
裏
］
右
六
種
羅
馬
に
て
成
文
法
と
称
す
る
も
の
な
り
。

（
羅
馬
法
は
一
国
に
偏
す
る
と
云
ふ
傾
き
他
国
法
の
如
く
多
か

ら
ず
し
てprinciple of universality

）
を
含
有
せ
る
故
に
諸
国

の
手
本
と
成
り
易
か
り
し
な
り
。）

不
文
法
と
は
文
書
に
よ
り
て
制
定
せ
ら
れ
ざ
る
法
律
な
り
。

［
不
文
法
の
起
源
］

然
し
不
文
法
の
起
原
即
ち
単
純
な
る
慣
習
が
何
れ
の
時
に
慣
習

法
に
変
ぜ
し
か
の
事
に
付
き
て
は
古
来
学
者
の
説
ま
ち
ま
ち
な
り
。

然
れ
ど
も
之
を
要
す
る
に
左
の
五
種
に
帰
す
可
し
。

第
一
説
　
永
続
慣
行
の
説 long &

 m
em

orial usage

此
説
に
よ
る
に
単
純
な
る
慣
習
が
法
律
の
勢
を
得
る
は
人
民
の

永
続
慣
行
に
由
る
と
云
ふ
。
羅
馬
法
律
は
之
の
説
に
よ
り
た
る
も

の
の
如
し
。

ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
の
イ
ン
ス
チ
チ
ュ
ー
ト
第
一
編
第
二
章
第
九

節
に
よ
る
に
不
文
法
［
百
廿
一
丁
表
］
は
慣
行
に
よ
り
て
確
定
せ

）
四
三
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日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

六
〇

 

［
百
廿
二
丁
裏
］

之
れ
独
逸
歴
史
派
の
説
。

独
逸
歴
史
派
法
律
学
者
の
説
に
よ
れ
ば
、
法
律
は
人
民
の
想
意

外
に
顕
は
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
即
ち
人
民
の
総
意
が
間
接
に
立

法
者
を
経
て
外
に
顕
は
れ
た
る
も
の
は
成
文
法
に
し
て
其
直
接
に

外
に
顕
れ
た
る
も
の
が
慣
習
法
な
り
。
故
に
人
民
の
中
に
行
は
る

る
慣
例
に
し
て
人
民
が
其
慣
例
よ
り
得
べ
き
利
益
は
即
ち
己
れ
の

権
利
な
り
と
の
感
想
を
生
ず
る
に
至
れ
ば
其
慣
習
は
即
ち
法
律
の

効
力
を
得
る
も
の
な
り
と
せ
り
。

此
説
は
サ
ビ
ニ
ー
、
プ
フ
タ
ー
其
他
諸
学
士
の
唱
ふ
る
所
な
り
。

頗
る
有
力
な
る
説
な
れ
ど
も
之
れ
に
よ
り
て
単
純
な
る
慣
習
と
慣

習
法
と
を
区
別
す
る
は
出
来
ざ
る
な
り
。

第
五
説
　
法
庭
要
件
の
説

此
説
に
よ
れ
ば
単
純
な
る
慣
習
の
慣
習
法
の
変
ず
る
は
法
律
が

予
め
［
百
廿
三
丁
表
］
慣
習
法
に
必
要
な
り
と
定
め
た
り
し
条
件

を
其
慣
習
が
充
た
し
た
る
と
き
に
よ
り
と
此
説
は
英
法
理
学
者
ホ

ラ
ン
ド
氏
の
主
張
せ
し
所
な
り
。

現
今
の
法
律
学
者
中
往
々
之
れ
を
採
用
す
る
も
の
あ
り
。
然
し

其
慣
習
法
に
必
要
な
る
条
件
は
何
に
よ
り
て
定
ま
る
か
と
云
ふ
に

矢
張
判
決
に
よ
り
て
定
ま
り
た
る
も
の
な
り
。
故
に
前
述
の
法
庭

た
る
も
の
の
様
な
り
。

然
し
主
権
者
黙
許
の
説
は
近
世
学
者
の
唱
へ
た
る
も
の
に
し
て

羅
馬
法
学
者
中
に
は
此
考
へ
は
な
か
り
し
な
り
。

第
三
説
　
法
庭
承
認
の
説
　judicial recognition

此
説
に
よ
れ
ば
単
純
な
る
慣
習
に
し
て
慣
習
法
の
効
力
を
得
る

と
き
は
其
慣
習
に
付
き
て
一
の
争
あ
り
て
之
れ
を
法
庭
に
訴
へ
法

庭
の
裁
判
を
以
て
之
を
認
め
た
る
と
き
よ
り
初
ま
る
と
云
へ
り
。

［
百
廿
二
丁
表
］
此
の
説
は
英
の
分
析
法
理
学
者
の
主
と
し
て

唱
ふ
る
所
な
り
。B

entham
, A

ustin
氏
の
如
し
。

此
の
学
者
の
云
ふ
所
に
由
れ
ば
一
国
の
法
律
を
成
定
す
る
も
の

は
独
り
立
法
官
の
み
に
非
ら
ず
し
て
司
法
官
も
矢
張
裏
面
に
於
て

法
律
を
制
定
す
る
も
の
な
り
。
慣
習
法
は
司
法
官
が
単
純
な
る
慣

習
に
制
裁
を
与
へ
た
る
も
の
に
し
て
其
之
れ
を
与
へ
た
る
と
き
よ

り
し
て
法
律
の
効
力
を
有
す
る
も
の
な
り
と
云
へ
り
。

（
古
代
は
司
法
官
よ
り
法
律
を
作
り
た
り
。）

故
にjudge m

ade law
judicially law

又
英
国
に
はcase law

を
近
来
は
右
の
文
字
に
代
ふ
る
に
至

れ
り
。

第
四
説
　
権
利
確
信
の
説
　R

echtsueberzeugung

）
四
四
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

六
一

も
の
に
し
て
挙
げ
た
り
。
猶
ほ
其
外
に
法
律
学
上
よ
り
は
法
律
を

分
類
し
て

im
perative law

　
強
行
法
又
は
命
令
法 

［
百
廿
四
丁
表
］

dispositive law

　
聴
用
法
又
許
用
法

固
有
法

継
受
法

母
法

子
法

等
の
区
別
は
あ
れ
ど
も
其
説
明
は
法
理
学
に
譲
る
可
し
。

第
五
章

　法
律
の
淵
源

法
律
の
淵
源
な
る
言
語
は
種
々
の
意
義
に
用
い
ら
る
時
と
し
て

は
法
律
を
制
定
す
る
権
力
の
淵
源
と
云
ふ
こ
と
あ
り
。
例
へ
ば
法

源
は
神
に
在
り
又
は
主
権
者
に
あ
り
と
云
ふ
と
き
の
如
し
。

又
時
と
し
て
は
法
律
の
智
識
を
得
べ
き
も
の
を
指
し
て
法
律
の

淵
源
と
云
ふ
［
百
廿
四
丁
裏
］
こ
と
あ
り
。
譬
へ
ば
学
者
の
著
書

又
は
判
決
例
な
ぞ
を
斯
く
呼
ぶ
が
如
し
。
又
時
と
し
て
は
法
律
を

制
定
す
る
方
法
を
指
し
て
淵
源
と
云
ふ
こ
と
あ
り
。
譬
へ
ば
羅
馬

法
に
於
て
法
律
は
其
淵
源
よ
り
分
つ
て
成
文
法
不
文
法
と
云
ふ
が

如
く
に
。

承
諾
の
説
を
以
て
尤
も
穏
や
か
な
る
も
の
と
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。

第
四
　
人
事
法
、
物
権
法
、
訴
訟
法

私
法
を
分
つ
て
右
三
種
と
せ
る
は
ガ
イ
ヤ
ス
の
イ
ン
ス
チ

チ
ュ
ー
ト
に
初
ま
り
た
る
も
の
な
り
。
其
後
ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
帝

か
之
の
編
纂
法
を
採
用
し
た
る
も
の
な
り
。
然
る
に
近
世
欧
州
諸

国
の
民
法
は
皆
ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
帝
の
イ
ン
ス
チ
チ
ュ
ー
ト
に
よ

り
た
る
も
の
又
中
世
以
来
の
法
律
の
教
科
書
も
ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
　

イ
ン
ス
チ
チ
ュ
ー
ト
に
よ
り
た
る
も
の
な
る
が
故
に
、
プ
ロ
シ
ヤ
、

フ
ラ
ン
ス
を
初
め
と
し
て
［
百
廿
三
丁
裏
］
大
陸
諸
国
の
民
法
の

編
纂
法
は
皆
此
区
別
を
採
用
せ
り
。
今
を
去
る
こ
と
百
年
以
前
独

逸
国
の
ヒ
ュ
ー
ゴ
［G

ustav H
ugo, 1764-1844

］
な
る
人
私
法

の
全
体
を
分
つ
て
親
族
法
、
財
産
法
、
義
務
法
、
相
続
法
及
び
訴

訟
法
の
五
つ
に
区
別
せ
り
。

此
の
区
別
は
甚
だ
便
利
な
り
し
故
、
其
後
の
学
者
往
々
之
れ
を

採
用
せ
り
。
近
世
諸
国
の
民
法
も
亦
多
少
此
区
別
に
よ
り
て
編
纂

す
る
に
至
れ
り
。
予
は
此
の
講
義
に
於
て
は
羅
馬
法
の
講
述
な
る

を
以
て
矢
張
り
イ
ン
ス
チ
チ
ュ
ー
ト
の
順
序
を
追
ふ
て
之
れ
を
述

べ
ん
と
す
。

此
区
別
は
諸
国
の
法
律
に
非
常
の
影
響
を
持
ち
た
る
も
の
な
り
。

右
に
掲
げ
た
る
法
律
の
区
別
は
羅
馬
法
典
に
採
用
せ
ら
れ
た
る

）
四
四
（
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年
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月
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六
二

付
て
は
云
ふ
て
居
ら
ず
。
然
し
学
者
の
説
に
は
永
続
慣
習
を
法
律

の
力
あ
り
と
す
る
位
な
れ
ば
多
分
効
力
を
失
ふ
様
に
な
り
た
る
な

ら
ん
と
云
へ
り
。

近
世
欧
州
特
に
英
国
に
は
此
議
論
盛
ん
な
り
し
。

英
国
に
は
欧
州
大
陸
と
は
異
な
り
成
文
法
は
成
文
法
に
あ
ら
ざ

れ
ば
之
れ
を
取
り
［
百
廿
五
丁
裏
］
消
す
可
か
ら
ず
と
の
考
へ
あ

り
た
り
。
然
る
に
古
よ
り
何
万
と
云
ふ
程
に
も
行
は
れ
ざ
る

statute

出
で
た
る
を
以
て
近
来
国
会
に
て
一
度
に
之
れ
を
廃
止

し
た
り
と
の
事
な
り
。

即
ち
英
国
に
て
は
成
文
法
は
不
用
に
よ
り
て
無
効
た
ら
ず
と
の

説
に
し
て
大
陸
諸
国
に
て
は
羅
馬
法
の
説
行
は
る
。

之
れ
に
て
総
則
を
終
は
れ
り
。

羅
馬
法
正
編
　
第
一
巻

人
事
法

第
一
章

　古
代
の
法
律
に
於
け
る
人
事
法
の
位
地

古
代
の
法
律
に
於
て
は
近
世
の
民
法
の
人
事
編
と
云
ふ
も
の
は

法
律
［
百
廿
六
丁
表
］
の
全
部
を
占
め
た
る
程
な
る
大
切
な
る
位

地
を
持
て
り
。

然
る
に
近
世
法
律
学
者
中
一
番
普
通
に
行
は
る
る
淵
源
な
る
字

は
法
律
の
性
質
を
受
く
可
き
材
料
を
指
し
て
法
律
の
淵
源
と
云
ふ
。

譬
へ
ば
法
律
の
淵
源
は
宗
教
、
慣
習
、
判
決
、
学
説
又
は
条
理
に

在
り
と
云
ふ
が
如
し
。

羅
馬
法
に
於
て
は
法
律
の
淵
源
を
分
つ
て
慣
習
法
及
び
成
文
法

の
二
つ
と
な
す
。（
少
し
云
ひ
方
不
都
合
な
れ
ど
も
。）
又
成
文
法

の
淵
源
を
分
つ
て
第
一lex
、
第
二plebiscita

、
第
三senatus 

consulta

、
第
四edictum

 m
agistratuum

（praetorum

と
同

じ
。）、
第
五responsa prudentium
、
第
六constitutiones

［
百
廿
五
丁
表
］
之
れ
な
り
。
之
の
事
は
前
に
説
明
せ
り
。

羅
馬
法
以
来
慣
習
法
は
勿
論
効
力
あ
れ
ど
も
若
し
永
く
用
ゐ
ざ

れ
ば
其
効
力
を
失
ふ
哉
。
又
成
文
法
は
不
慣
用
に
よ
り
て
効
力
を

失
ふ
や
否
や
。

（
英
国
な
ぞ
に
て
は
成
文
法
の
不
用
と
な
り
し
も
の
千
を
以
て

数
ふ
と
云
ふ
。）

羅
馬
法
の
主
義
は
譬
ひ
成
文
法
に
て
も
永
く
用
い
ざ
れ
ば
其
効

力
を
失
ふ
と
の
説
な
り
。

然
る
に
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
帝
の
と
き
帝
憲
を
出
し
永
続
不
慣
用

は
成
文
法
を
し
て
無
効
な
ら
し
む
る
効
力
な
し
と
せ
り
。
然
る
に

ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
の
イ
ン
ス
チ
チ
ュ
ー
ト
に
は
何
ん
と
も
此
事
に

）
四
四
（
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六
三

結
果
の
道
理
を
解
す
る
に
迂
闊か

つ

な
り
し
故
に
一
国
を
建
て
ん
と
な

れ
ば
其
内
に
て
尤
も
才
識
の
卓
越
し
た
る
人
が
武
雄
絶
綸
な
る
人

が
同
社
会
の
人
の
為
め
に
一
の
行
為
の
規
則
を
一
定
せ
し
な
り
。

然
れ
ど
も
之
れ
を
定
む
る
に
当
り
一
人
々
々
に
己
れ
の
行
為
を
定

む
る
こ
と
は
出
来
ざ
る
こ
と
な
り
。
茲
に
於
て
野
蛮
時
代
の
立
法

者
は
法
律
を
作
る
に
は
人
々
を
［
百
廿
七
丁
表
］
一
の
種
類
若
く

は
階
級
に
分
ち
其
種
類
に
従
ふ
て
行
為
の
規
則
を
定
め
た
る
も
の

な
り
。
併
し
人
類
の
智
識
段
々
進
み
各
人
に
し
て
自
己
を
処
分
す

る
の
能
力
発
達
す
る
に
従
ひ
法
律
は
其
行
為
規
則
の
範
囲
を
示
す

の
み
に
し
て
其
範
囲
内
に
於
て
は
各
人
の
意
思
に
従
ひ
事
を
処
分

す
る
を
許
す
る
至
れ
り
。
其
故
に
法
律
は
強
行
法
（
イ
ン
ペ
ラ

チ
ー
ブ
　
ロ
ー
）
よ
り
聴
ち
ょ
を

用よ
を

法
（
ヂ
ス
ペ
ラ
チ
ー
ブ
　
ロ
ー
）

に
進
む
な
り
。

前
述
の
如
く
古
代
人
民
は
智
識
経
験
に
乏
し
く
且
つ
自
治
の
精

神
の
欠
き
た
る
も
の
な
る
が
故
に
古
代
法
律
の
皆
他
治
主
義
を
採

れ
り
。
故
に
一
国
の
法
律
は
先
づ
首
長
の
職
務
権
限
を
定
め
其
酋

族
に
属
せ
る
人
民
は
之
れ
を
首
長
の
支
配
に
任
せ
た
り
し
。
又
家

族
時
代
即
ち
族
制
時
代
に
於
て
も
法
律
は
家
長
の
権
利
義
務
の
み

を
定
め
家
内
の
人
は
之
れ
を
家
長
に
委
任
せ
り
。
其
他
親
子
の
関

係
、
後
見
人
被
後
見
人
と
の
関
係
、
夫
妻
の
関
係
［
百
廿
七
丁

然
る
に
社
会
進
歩
す
る
に
従
ひ
人
事
編
の
囲
範
逐
々
狭
く
な
り
。

他
の
財
産
編
、
義
務
編
等
の
囲
範
拡
張
せ
り
。

斯
の
如
く
古
代
の
法
律
に
於
て
人
事
法
は
法
律
全
体
を
占
め
た

る
は
如
何
な
る
所
以
な
る
や
之
れ
此
の
第
一
章
に
於
て
解
説
せ
ん

と
す
る
要
点
な
り
。

抑
も
人
類
相
集
り
て
共
同
生
活
を
営
む
と
云
ふ
に
至
る
は
其
初

め
は
必
ず
血
脈
を
同
じ
く
し
た
る
も
の
の
集
合
な
り
。

此
時
に
当
り
未
だ
定
婚
又
は
家
々
の
家
財
等
の
制
度
は
無
か
り

し
。
之
れ
人
類
が
酋
族
生
活
を
為
す
の
時
代
な
り
。
然
る
に
人
類

の
智
識
経
験
進
む
に
従
ひ
一
酋
族
中
定
婚
の
制
度
出
来
た
り
。
其

制
度
出
来
た
り
し
よ
り
酋
族
の
分
子
少
し
く
分
る
る
の
傾
き
出
来

る
な
り
。
初
め
て
［
百
廿
六
丁
裏
］
之
れ
が
為
め
家
財
も
出
来
又

酋
族
中
に
初
め
て
家
族
な
る
も
の
起
る
な
り
。
即
ち
一
家
一
酋
族

に
し
て
一
国
の
原
素
と
為
る
な
り
。
社
会
更
ら
に
進
み
家
族
制
度

衰
ふ
る
に
従
ひ
初
め
て
一
己
人
一
国
の
原
素
を
為
す
に
至
る
な
り
。

故
に
社
会
は
酋
族
時
代
よ
り
宗
族
時
代
に
移
り
家
族
時
代
よ
り
一

己
人
時
代
に
進
む
も
の
な
り
。

古
代
法
律
は
酋
族
制
又
は
家
族
制
に
在
り
し
を
以
て
法
律
は
人

の
位
地
を
定
む
る
を
以
て
尤
も
重
も
な
る
働
き
な
り
し
。
加
之
な

ら
ず
未
開
の
人
民
は
試
に
経
験
に
乏
し
く
事
物
の
道
理
及
び
原
因

）
四
七
（
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六
四

民
の
智
識
経
験
進
む
る
に
従
ひ
人
々
各
自
の
自
由
に
従
ひ
事
物
を

処
分
す
る
を
得
に
至
れ
る
を
以
て
法
律
は
自
然
に
ヂ
ス
ポ
ジ
チ
ー

ブ
即
ち
聴
ち
ょ
を

用よ
を

法
の
範
囲
を
拡
張
し
遂
に
契
約
法
が
民
法
の
主
坐

を
占
む
る
に
至
れ
り
。
加
之
な
ら
ず
古
代
の
法
律
は
人
民
の
位
地

階
級
を
定
め
を
置
き
た
る
も
の
な
る
故
に
社
会
の
進
む
る
に
従
ひ

其
位
地
階
級
漸
々
に
廃
棄
さ
れ
主
従
の
関
係
、
本
人
と
代
人
と
の

［
百
廿
八
丁
裏
］
関
係
又
夫
婦
相
互
の
財
産
上
の
関
係
等
の
如
き
、

皆
人
民
各
自
の
意
思
に
従
ひ
之
れ
を
定
む
る
様
に
な
れ
り
。
故
に

サ
ー
　
ヘ
ン
リ
ー
　
メ
ー
ン
は
有
名
な
る
著
書
古
代
法
に
於
て
法

律
は
身
分
法
よ
り
契
約
法
に
進
む
と
云
へ
り
。

第
二
章

　人

　

persona
 

Just. Inst. v.1, t.3

（
第
一
巻
第
三
章
）

抑
も
人
な
る
ラ
テ
ン
語
に
二
種
あ
り
。hom

o, persona

之
れ

な
り
。
而
し
て
ホ
モ
と
は
物
理
的
の
人
（physical person

）
ペ

ル
ソ
ナ
と
は
法
理
上
の
人
也
。（legal person

）

hom
o

と
は
一
个
の
人
間
を
指
し
（hum

an being

）
法
理
的
の

人
即
ちpersona

と
は
権
利
を
持
ち
得
べ
き
自
然
人
又
は
人
類
の

集
合
体
又
は
物
件
の
集
合
体
を
指
す
も
の
な
り
。
故
に
近
世
の
法

理
学
者
は
人
は
（
無
論
法
理
的
の
人
を
指
す
。）
権
利
の
主
格
な

裏
］
主
人
奴
隷
の
関
係
等
を
規
定
す
る
法
律
の
如
き
は
皆
他
治
主

義
な
り
。
親
は
子
を
支
配
し
後
見
人
は
幼
者
を
支
配
し
夫
は
妻
を

支
配
し
主
人
は
其
奴
隷
を
支
配
す
る
の
権
利
及
び
義
務
を
定
む
。

之
れ
等
の
事
実
に
依
れ
ば
古
代
法
律
は
他
治
主
義
の
法
律
に
し

て
現
今
の
法
律
は
自
治
主
義
な
り
。
即
ち
法
律
は
他
治
主
義
よ
り

自
治
主
義
に
進
む
な
り
。

或
る
学
者
は
人
事
法
を
指
し
て
不
同
等
者
の
法law

 of 
unequals

と
云
へ
り
。
其
心
を
問
へ
ば
古
代
の
人
事
法
は
家
長

の
家
族
に
対
し
夫
の
妻
に
対
し
後
見
人
の
幼
者
、
主
人
の
奴
隷
に

対
す
る
が
如
き
不
同
等
な
る
二
者
の
間
の
関
係
を
規
定
せ
る
も
の

な
り
と
云
ふ
人
あ
り
。
近
世
の
法
律
中
尤
も
重
な
る
位
地
を
占
め

た
る
契
約
法
財
産
法
は
皆
同
等
者
の
法
即
ちlaw

 of equals

に

し
て
契
約
者
相
互
の
関
係
に
於
て
法
律
上
敢
て
尊
卑
の
［
百
廿
八

丁
表
］
差
な
く
又
財
産
所
有
者
と
他
人
と
の
関
係
に
於
て
も
決
し

て
尊
卑
の
差
別
な
し
。
然
れ
ば
古
代
の
法
律
は
皆
人
民
に
階
級
あ

り
と
し
尊
卑
の
関
係
を
示
せ
る
な
り
。
今
日
の
法
律
は
国
中
人
民

同
等
と
見
傚
せ
し
故
に
余
は
他
の
原
則
を
授
け
法
律
は
不
同
等
者

の
法
律
よ
り
同
等
者
の
法
律
に
進
む
と
云
は
ん
と
す
。

前
述
の
如
く
古
代
の
法
律
は
予
め
人
の
位
地
を
定
め
其
位
地
に

属
し
た
る
一
定
の
権
利
義
務
を
限
れ
り
。
然
る
に
近
世
に
至
り
人

）
四
〇
（
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六
五

人
と
為
る
の
例
な
り
。
故
に
ペ
ル
ソ
ナ
は
一
方
に
於
て
は
ホ
モ
よ

り
狭
く
他
の
方
に
於
て
は
ホ
モ
よ
り
も
広
し
。
即
ち
物
の
集
り
を

も
人
と
為
す
を
以
而
な
り
。

右
に
述
べ
た
る
も
の
は
ペ
ル
ソ
ナ
の
穏
当
な
る
解
釈
な
り
と
信

ず
。
然
る
に
羅
馬
の
法
典
中
に
て
は
右
の
二
字
を
少
し
も
区
別
せ

ず
し
て
用
い
し
所
も
往
々
に
之
れ
あ
る
な
り
。

抑
も
ペ
ル
ソ
ナ
な
る
字
は
おを

多た

福ふ
く

面
）
な
る
字
義
な
り
。
故
に

羅
馬
法
に
於
て
は
時
と
し
て
は
身
分
と
同
意
味
に
用
い
た
る
こ
と

も
有
り
。
譬
へ
ば
一
人
に
し
て
父
男
及
び
後
見
人
な
ぞ
の
身
分
を

兼
有
し
た
る
と
き
は
羅
馬
法
典
に
は

U
nus hom

o plures personas sustinet. 

［
百
卅
丁
表
］

O
ne m

an sustains several persons.

即
ち
芝
居
に
は
一
人
の
も
の
面
を
被
り
数
人
の
役
を
務
む
る
が

如
し
。

第
三
章

　身
分

　

status

法
理
学
上
に
正
確
な
る
身
分
の
定
義
を
下
す
は
学
者
の
難
ん
ず

る
所
な
り
。

故
に
従
来
多
く
あ
り
し
学
説
を
斟
酌
し
て
尤
も
適
当
な
り
と
為

す
も
の
を
云
は
ん
に
、

り
と
云
へ
り
。 

［
百
廿
九
丁
表
］

ホ
ラ
ン
ド
氏
は
、
人
は
権
利
義
務
の
主
格
な
り
と
云
へ
り
。

固
よ
り
前
述
の
如
く
義
務
本
位
の
法
律
の
時
代
に
於
て
は
人
は

義
務
の
主
格
な
り
と
の
定
義
を
下
す
こ
と
も
出
来
又
義
務
本
位
よ

り
権
利
本
位
の
時
代
に
変
遷
す
る
の
時
代
に
於
て
も
人
は
権
利
義

務
の
主
格
な
り
と
云
ふ
を
得
べ
し
。
然
れ
ど
も
近
世
の
文
明
諸
国

の
法
律
は
皆
権
利
本
位
な
る
を
以
て
近
世
の
法
理
学
の
定
義
と
し

て
は
固
よ
り
人
は
権
利
の
主
格
な
り
と
云
ふ
を
以
て
穏
当
な
り
と

す
。天

然
人
た
り
と
も
権
利
を
持
つ
て
得
ざ
る
も
の
は
人
に
し
て
人

に
非
ら
ず
。
又
天
然
人
な
ら
ざ
る
も
権
利
の
主
格
た
る
を
得
る
も

の
は
ペ
ル
ソ
ナ
即
ち
人
な
り
。
而
し
て
自
然
人
に
非
ら
ざ
る
人
を
近

世
は
法
人
と
称
せ
り
。
法
人
は
通
常
之
れ
を
二
つ
と
せ
り
。
即
ち

universitas personarum

　
人
の
団
体

universitas rerum

　
　
　  

物
の
団
体

之
れ
な
り
。
人
の
集
合
体
と
は
市
町
村
の
如
き
も
の
に
て
物
の

集
合
体
と
は
無
主
遺
産
［
百
廿
九
丁
裏
］
の
如
き
も
の
を
云
ふ
。

hereditas jacens

（lying inheritance

）
人
死
し
て
遺
産
を
遺

す
、
其
全
体
は
彼
の
相
続
物
な
り
。
而
し
て
相
続
人
の
知
れ
ざ
る

と
き
は
便
利
の
為
め
に
一
介
の
人
と
為
す
。
即
ち
之
れ
物
の
集
り

）
四
四
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

六
六

 

［
百
卅
一
丁
表
］

libertas

　
自
由
よ
り
生
ず
る
身
分

tria capita
civitas

　 

民
籍
よ
り
生
ず
る
身
分

fam
ilia

　   

家
族
よ
り
生
ず
る
身
分

第
一
　
自
由
に
関
す
る
身
分
。

羅
馬
法
に
於
て
は
人
を
分
つ
て
自
由
人
及
び
奴
隷
の
二
種
と
す
。

第
二
　
民
籍
に
関
す
る
身
分
。

羅
馬
法
に
て
は
人
を
分
つ
て
国
民
及
び
外
国
人
の
二
種
と
為
す
。

第
三
　
親
族
に
関
す
る
身
分
。

羅
馬
法
に
て
は
人
を
分
つ
て
独
立
人
及
び
従
属
人
と
二
つ
と
為
す
。

1. libertas

　liber, servi 
2. civitas

　civis, peregrini 
3. fam

ilia

　sui juris, alieni juris 

［
百
卅
一
丁
裏
］

羅
馬
法
の
人
事
編
の
大
体
は
つ
ま
り
右
に
帰
す
。
即
ち
第
一
編

の
第
三
章
た
り
。
一
編
の
終
迄
ま
と
め
た
る
話
な
り
。

第
一
節
　
自
由
に
関
す
る
身
分

自
由
人
と
は
法
律
若
く
は
外
力
を
以
て
禁
ぜ
ら
る
る
に
非
ら
ざ

れ
ば
自
己
の
欲
す
る
所
に
従
ひ
自
分
を
処
分
す
る
能
力
を
云
ふ
。

Inst. 1 vol. 3 tit 1 art. 

之
れ
羅
馬
法
に
於
て
有
名
な
る
定
義
な

り
。

身
分
と
は
特
定
せ
る
権
利
義
務
の
集
合
よ
り
生
ぜ
る
人
の
法
律

上
の
位
地
な
り
。

今
右
の
定
義
を
分
析
せ
ん
に
、

第
一
に
身
分
は
法
律
上
の
位
地
な
り
。
故
に
家
長
、
夫
、
後
見

人
等
の
如
き
位
地
は
法
律
の
認
む
る
所
に
し
て
貴
賎
、
貧
富
、
長

幼
等
の
如
き
社
会
上
の
位
地
は
［
百
卅
丁
裏
］
法
律
が
之
に
特
別

な
る
権
利
義
務
の
集
合
を
与
ふ
る
迄
は
身
分
と
為
す
能
は
ず
。

第
二
　
其
位
地
は
権
利
義
務
の
集
合
よ
り
生
じ
た
る
も
の
な
り
。

譬
へ
ば
家
長
た
る
身
分
は
家
長
た
る
の
権
利
義
務
の
集
合
よ
り
生

ず
。
又
夫
た
る
の
権
利
身
分
は
夫
た
る
の
権
利
義
務
の
集
合
よ
り

生
ず
る
も
の
に
し
て
権
利
義
務
よ
り
生
じ
た
る
も
の
な
ら
ざ
れ
ば

身
分
と
云
ふ
可
か
ら
ず
。

第
三
　
其
権
利
義
務
の
集
合
は
法
律
の
予
め
特
定
せ
る
も
の
成

ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。
故
に
家
長
の
権
利
義
務
、
夫
の
権
利
義
務
等

の
如
き
は
法
律
の
定
む
る
所
に
し
て
人
々
随
意
に
之
れ
を
定
め
得

可
き
も
の
に
あ
ら
ず
。
即
ち
ヂ
ス
ポ
ジ
チ
ー
ブ
　
ロ
オ
に
非あ

ら
ず
。

故
に
或
る
学
者
は
身
分
は
契
約
よ
り
生
ぜ
ざ
る
権
利
義
務
の
集

合
に
よ
り
て
定
ま
る
人
の
位
地
な
り
と
云
へ
り
。
之
れnegative

な
り
。

羅
馬
法
に
於
て
身
分
を
大
別
し
て
三
種
と
せ
り
。

）
四
四
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

六
七

然
る
に
羅
馬
の
時
代
よ
り
已
に
法
律
は
自
由
を
推
測
す
る
と
の

元
則
あ
り
た
り
。
抑
も
此
元
則
ス
ト
イ
ッ
ク
哲
学
に
於
て
人
類
は

皆
自
由
な
る
も
の
な
り
と
の
［
百
卅
二
丁
裏
］
説
行
は
れ
た
る
を

以
て
遂
に
羅
馬
法
に
於
て
身
分
を
定
む
る
時
に
も
此
推
測
に
由
る

に
至
れ
り
。
故
に
若
し
其
母
に
し
て
［
懐
］
妊
の
と
き
に
奴
隷
た

り
と
も
出
産
の
と
き
に
自
由
人
な
れ
ば
其
子
は
自
由
人
な
り
。

之
れ
に
及
し
て
懐
妊
の
と
き
に
自
由
人
に
し
て
出
産
の
と
き
に

奴
隷
と
為
り
た
り
と
も
猶
ほ
其
子
は
自
由
人
と
為
れ
り
。

又
マ
ー
セ
ラ
ス
氏
の
説
に
よ
れ
ば
其
母
に
し
て
奴
隷
の
と
き
に

懐
妊
し
中
間
に
て
一
度
解
放
さ
れ
出
産
の
と
き
に
又
奴
隷
と
為
る

も
其
子
は
猶
ほ
自
由
人
な
り
。

純
粋
自
由
人
と
し
て
生
ぜ
し
も
の
は
譬
へ
一
時
奴
隷
と
為
り
て

其
後
解
放
せ
ら
る
る
と
き
は
解
放
自
由
人
に
非あ

ら
ず
し
て
猶
純
粋

自
由
人
な
り
。

乙
　
解
放
自
由
人
　libertinus

解
放
自
由
人
と
は
正
当
の
解
放
式m

anum
issio

に
よ
り
奴
隷

の
資
格
を
脱
し
た
る
も
の
を
云
ふ
。
近
世
に
て
は
家
長
権
を
解
放

す
る
に
も
尚
ほ
［
百
卅
三
丁
表
］m

anum
issio

と
云
ふ
。
之
れ

手
よ
り
送
り
出
し
放
す
の
意
也
。

解
放
自
由
人
が
其
解
放
式
の
完
全
な
る
と
不
完
全
な
る
と
に
依

奴
隷
と
はjus gentium

の
制
度
に
し
て
人
に
し
て
他
人
の
所

有
に
属
し
其
財
産
の
一
部
と
為
り
た
る
も
の
を
云
ふ
。

自
由
人
を
分
つ
て
純
粋
自
由
人
と
解
放
自
由
人
と
の
二
種
と
す
。

甲
　
純
粋
自
由
人
　ingenuus

純
粋
自
由
人
と
は
生
誕
の
と
き
よ
り
自
由
を
受
く
る
も
の
を
云

ふ
。
而
し
て
生
誕
の
と
き
よ
り
自
由
を
有
せ
る
も
の
に
二
種
あ
り
。

其
一
は
父
母
共
に
自
由
な
る
と
き
。
其
二
は
自
由
人
［
百
卅
二
丁

表
］
の
母
よ
り
生
じ
た
る
も
の
な
り
。

此
の
事
に
関
せ
る
グ
ロ
ッ
セ
ー
タ
ス
［glossators

］
の
議
論

大
に
各
国
の
帰
化
の
議
論
を
左
右
せ
り
。
抑
も
羅
馬
法
の
元
則
に

て
子
は
腹
に
従
ふ
と
の
事
あ
り
。（
腹
は
母
と
同
意
也
。）

partus sequitur ventrum

即
ち
子
は
法
律
上
の
性
質
身
分
は
其
母
の
身
分
及
び
性
質
に
従

ふ
事
な
り
。

抑
も
此
元
則
の
羅
馬
法
に
来
り
し
所
以
は
古
来
野
蛮
時
代
に
完

婚
の
制
度
未
だ
定
ま
ら
ざ
る
と
き
は
必
ず
其
子
の
位
地
姓
名
及
び

其
血
統
等
は
皆
母
に
従
ふ
の
定
ま
れ
る
も
の
な
る
よ
り
し
て
来
り

し
元
則
に
し
て
羅
馬
時
代
に
て
は
人
の
自
由
の
有
無
を
判
決
す
る

に
之
の
元
則
を
用
い
た
り
。
後
世
に
至
り
て
は
主
と
し
て
私
生
子

の
身
分
を
定
む
る
に
此
元
則
を
用
い
る
な
り
。

）
四
三
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

六
八

第
一
　
俘
虜

古
代
は
奴
隷
は
尤
も
貴
重
な
る
財
産
な
る
が
故
に
羅
馬
に
於
て

も
他
国
と
戦
争
し
た
る
と
き
に
分
取
物
中
に
は
俘
虜
を
以
て
第
一

と
し
之
れ
を
奴
隷
と
為
し
た
り
。

羅
馬
共
和
政
事
の
初
め
に
於
て
は
奴
隷
の
制
盛
ん
な
ら
ざ
り
し

を
成
［
勢
］
威
益
ま
す
ま
す

隆
な
る
に
従
ひ
漸
く
四
境
を
征
服
し
て
羅
馬

に
て
勝
ち
誇
り
た
る
時
軍
は
［
百
卅
四
丁
表
］
数
百
千
の
俘
虜
を

連
れ
帰
る
が
名
誉
と
な
れ
り
。

之
に
於
て
羅
馬
に
於
て
奴
隷
の
数
余
程
増
加
せ
り
。
而
し
て
此

奴
隷
は
或
は
之
れ
を
国
家
の
事
業
に
使
用
し
或
は
市
場
に
売
り
或

は
之
れ
を
敵
国
に
売
り
帰
し
其
価
を
国
庫
に
納
め
又
或
は
之
れ
を

分
取
し
た
る
も
の
に
与
へ
以
て
財
産
と
為
さ
し
む
。
抑
もslave

と
は
羅
馬
語
に
て
はservi

と
云
ひ
其
意
は
助
け
ら
れ
た
る
人
と

云
ふ
こ
と
に
て
殺
さ
る
可
き
筈
な
る
人
を
助
け
て
奴
隷
と
為
す
な

り
。第

二
　
生
産

之
れ
前
に
述
べ
た
り
。

第
三
　
刑
罰

犯
罪
人
の
自
由
を
剥
奪
し
て
之
れ
を
奴
隷
と
為
す
は
古
来
東
西

各
国
に
行
は
れ
た
る
も
の
に
し
て
羅
馬
に
て
も
刑
罰
に
於
て
奴
隷

り
て
固
と
之
れ
を
三
種
の
階
級
に
分
ち
し
も
の
な
り
。
即
ち

第
一
級
は
羅
馬
の
自
由
人
民
と
同
種
な
る
権
利
を
得
。
第
二
級

は
私
権
を
得
る
と
も
公
権
を
得
ず
。
第
三
級
に
至
つ
て
は
只
自
由

を
有
す
る
の
み
に
て
私
権
公
権
共
に
殆
ど
無
き
に
等
し
。
然
れ
ど

も
ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
帝
は
此
の
三
級
の
廃
し
自
由
は
只
一
あ
る
の

み
な
り
と
の
元
則
を
採
用
せ
り
。
第
五
章
第
三
節
。

加
之
な
ら
ず
ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
帝
は
奴
隷
解
放
の
儀
式
を
改
正

し
て
益
々
自
由
人
た
る
の
道
を
開
け
り
。

抑
も
奴
隷
制
度
は
野
蛮
時
代
の
領
奪
及
び
戦
争
の
風
に
起
り
古

来
の
社
会
を
維
持
し
古
代
の
国
家
を
盛
な
ら
し
め
ん
と
す
る
に
は

奴
隷
の
制
度
に
よ
り
益
ま
す
ま
す

分
業
協
力
の
基
礎
を
堅
く
す
る
の
必
要

あ
り
た
り
。
故
に
古
代
は
何
れ
の
国
に
［
百
卅
三
丁
裏
］
於
て
も

此
制
度
あ
り
。
而
し
て
此
制
度
を
能
く
利
用
せ
し
国
は
何
れ
も
盛

大
と
為
り
た
り
。
ス
ペ
ン
サ
ー
氏
の
社
会
学
に
曰
く
、
社
会
学
を

学
ば
ん
に
は
理
想
を
以
て
己
れ
が
法
を
制
し
定
必
平
意
に
之
れ
を

学
ば
ざ
る
可
か
ら
ず
と
論
ぜ
し
と
き
に
奴
隷
の
事
を
論
ぜ
り
。
即

ち
羅
馬
国
に
て
は
此
時
に
は
已
に
社
会
漸
く
進
歩
し
奴
隷
の
必
要

を
感
じ
た
る
な
り
。

羅
馬
法
に
て
は
人
々
の
奴
隷
の
身
分
を
得
る
に
三
つ
の
原
因
あ

り
た
り
。

）
四
三
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

六
九

く
は
放
逐
刑
と
定
め
し
な
り
。
之
れ
羅
馬
法
に
て
初
め
て
奴
隷
の

人
格
を
定
め
し
例
な
り
。

其
後
ア
ン
ト
ニ
ー
ナ
ス
　
ガ
イ
ヤ
ス
は
自
己
の
奴
隷
を
擅
殺
す

る
も
の
も
亦
然
り
と
せ
り
。
ハ
ド
リ
ヤ
ン
帝
は
自
己
の
奴
隷
を
殺

さ
ん
と
す
る
も
の
は
予
め
相
当
官
吏
の
特
許
を
受
け
ざ
る
可
か
ら

ず
と
せ
り
。 

　［
百
卅
五
丁
裏
］

此
等
の
勅
令
に
よ
り
て
奴
隷
の
生
命
初
め
て
法
律
の
保
護
を
受

け
た
り
。

次
に
奴
隷
虐
使
の
権
も
追
々
自
然
に
そ
が
れ
た
り
。

帝
国
の
初
め
に
発
布
せ
ら
れ
た
るL

ex P
etronia

な
る
法
律

に
よ
り
奴
隷
と
猛
獣
と
角
闘と
お

せ
し
む
る
事
を
止
め
た
り
。
之
れ
羅

馬
第
一
の
楽
み
た
り
し
な
り
。
其
後
は
職
業
と
為
し
た
る
人
の
み

に
限
れ
り
。

又
ア
ン
ト
ニ
ー
ナ
ス
　
パ
イ
ヤ
ス
帝
［A

ntoninus P
ius

］
の

と
き
に
サ
ビ
ナ
ス
な
る
人
の
奴
隷
其
主
人
の
苦
役
に
堪
へ
兼
て
皇

帝
の
廟
内
に
免
れ
込
み
其
暴
虐
を
県
知
事
に
訴
ふ
県
知
事
マ
ル
シ

ヤ
ナ
ス
帝
の
勅
裁
を
乞
ふ
た
り
し
と
き
帝
は
斯
の
如
き
と
き
は
奴

隷
を
公
売
附
し
代
価
を
主
人
に
返
し
主
人
を
し
て
其
所
有
権
を
全

か
ら
し
め
奴
隷
を
し
て
其
虐
使
を
免
か
ら
し
め
よ
と
命
じ
た
り
。

又
ウ
ル
ピ
ア
ン
の
説
に
よ
れ
ば
或
る
羅
馬
の
若
婦
人
（
ウ
ン
ブ

と
為
さ
れ
た
る
も
の
多
か
り
し
。 

［
百
卅
四
丁
裏
］

就
中
廉
恥
に
属
す
る
犯
罪infam

ia

等
に
よ
り
て
奴
隷
と
為
り

し
も
の
頗
る
多
し
。
奴
隷
は
助
り
た
る
人
と
云
ふ
こ
と
の
刑
罰
の

場
合
に
も
当
る
も
の
な
り
。
例た

令と

へ
ば
十
二
銅
表
に
殺
す
可
き
と

き
に
其
犯
罪
人
を
売
り
た
る
等
の
如
し
。

res m
ancipi

と
し
て
上
等
品
中
に
入
れ
り
、
以
て
奴
隷
の
価

値
あ
り
し
を
知
る
可
し
。
故
に
其
持
主
は
奴
隷
の
身
体
生
命
の
上

に
無
限
の
権
を
有
せ
り
。
即
ち
所
有
者
は
生
殺
の
権
を
有
せ
り
。

生
殺
の
み
の
権
に
し
て
与
奪
の
権
は
有
せ
ざ
り
し
。
如
何
と
な

れ
ば
奴
隷
は
身
分
が
已
に
物
品
即
ち
権
利
の
客
な
り
し
が
故
に
与

ふ
る
こ
と
も
奪
ふ
こ
と
も
出
来
ざ
り
し
を
以
て
な
り
。

 
［
百
卅
五
丁
表
］

生
殺
権
と
はjus vitae necisque

奴
隷
ガ
ラ
ス
の
コ
ッ
プ
を
破
り
と
の
故
を
以
て
池
中
に
陥
入
れ

之
れ
を
殺
せ
し
等
の
事
帝
国
時
代
に
て
あ
り
た
り
。

奴
隷
は
物
件
な
り
し
が
故
に
己
れ
の
奴
隷
を
殺
す
も
己
れ
が
犬

を
殺
す
に
等
し
く
他
人
の
奴
隷
を
殺
す
と
も
他
人
の
雞
を
殺
し
た

る
と
等
し
く
只
其
損
害
賠
償
に
止
ま
り
た
り
。
然
る
に
紀
元
前

八
十
二
年L

ex C
ornelia 

（de sicariis

） 

な
る
有
名
な
る
法
令

を
発
し
他
人
の
奴
隷
を
殺
せ
る
も
の
は
殺
人
罪
と
為
し
死
刑
若
し

）
四
三
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

七
〇

は
奴
隷
を
解
放
す
る
の
儀
式
甚
だ
簡
単
と
な
り
。
且
其
数
も
増
加

せ
る
故
法
律
が
奴
隷
に
与
ふ
る
保
護
は
身
体
生
命
に
止
ま
り
、
若

し
猶
ほ
之
れ
に
所
有
権
を
与
へ
ん
と
為
れ
ば
之
れ
を
解
放
し
て
自

由
人
と
為
せ
る
な
り
。

斯
の
如
く
法
律
上
奴
隷
の
地
位
進
歩
せ
る
こ
と
甚
だ
速
な
る
事

は
ス
ト
イ
ッ
ク
哲
学
の
勢
力
に
帰
せ
ざ
る
を
得
ず
。
其
主
義
に
よ

れ
ば
自
然
に
従
ふ
を
以
て
尤
も
宜
し
と
す
。
然
る
に
自
然
の
有
様

に
於
て
は
人
類
は
悉
く
同
等
な
り
と
の
考
へ
行
は
れ
た
り
。
故
に

ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
法
典
中
に
於
て
も
奴
隷
は
自
然
法
に
反
す
る
を

以
て
之
れ
を
解
放
す
る
事
を
奨
励
し
た
り
し
処
に
於
て
か
奴
隷
の

有
様
は
中
世
以
来
よ
り
は
羅
馬
の
有
様
の
方
却
て
宜
し
た
り
程
な

り
。

解
放
式
　m

anum
issio

（
手
権
力
）

［
百
卅
七
丁
表
］　
奴
隷
に
自
由
を
与
ふ
る
の
法
式
を
マ
ニ
ミ
ュ

シ
ヨ
オ
と
云
へ
り
。
蓋
し
マ
ニ
ス
と
は
手
若
く
は
権
力
な
る
義
に

し
て
ミ
ュ
ツ
シ
ヨ
と
は
放
送
［
放
擲
］
と
云
ふ
意
な
り
。

羅
馬
古
代
の
法
律
に
は
三
種
の
解
放
正
式
あ
り
。

第
一
　
民
籍
登
記
　census

民
籍
に
奴
隷
の
名
を
記
入
す
る
の
儀
式
に
し
て
記
入
す
れ
ば
其

奴
隷
は
自
由
人
民
と
為
る
な
り
。
併
し
此
法
は
帝
国
の
と
き
　
セ

リ
シ
ヤ
）
な
る
人
は
其
奴
隷
を
虐
使
し
た
る
が
為
め
ハ
ド
リ
ヤ
ン
帝

は
之
れ
を
五
年
の
流
刑
に
処
せ
し
と
な
り
。D

igesta 1, 

［6,

］2.

［
百
卅
六
丁
表
］
又
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ー
ン
帝
は
自
己
の
奴
隷
と
雖

ど
も
身
体
上
の
苦
痛
を
与
ふ
る
は
懲
戒
の
為
め
に
必
要
な
る
定
度

を
越
す
る
こ
と
を
禁
ぜ
り
。
其
後
ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
帝C

odex 
9,14

此
勅
令
を
採
用
せ
り
。

右
に
延
べ
た
る
処
を
以
て
見
れ
ば
帝
国
の
時
代
に
は
奴
隷
の
身

体
の
権
の
進
歩
せ
る
を
見
る
可
し
。

奴
隷
の
財
産
権
に
至
り
て
は
ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
帝
の
と
き
に
至

る
迄
は
法
律
上
に
て
は
其
進
歩
甚
だ
遅
々
た
り
し
が
事
実
上
に
は

恩
恵
と
し
て
主
人
財
産
の
幾
部
を
分
つ
て
奴
隷
の
財
産
の
如
く
せ

る
は
事
実
上
に
は
あ
れ
た
れ
ど
も
法
律
上
に
於
て
は
「
他
人
の
奴

隷
た
る
も
の
は
物
件
を
私
有
す
る
を
許
さ
ず
」
と
あ
り
。Inst. 2 

v. 9t. 3s. 

［2,9,3

］

又
「
奴
隷
の
獲
得
せ
る
一
切
の
物
件
は
主
人
の
所
有
に
帰
す
」

Inst. 1 v. 8t. 1 s. 

［1,8,1

］
等
の
原
則
行
は
れ
た
り
。

斯
の
如
く
所
有
権
に
関
す
る
奴
隷
の
地
位
は
其
進
歩
甚
だ
遅
か

り
し
。
其
然
る
所
以
は
奴
隷
は
其
［
百
卅
六
丁
裏
］
身
自
ら
財
産

の
位
地
を
占
め
た
り
し
故
之
れ
に
所
有
権
を
与
ふ
る
は
法
律
上
甚

だ
不
都
合
な
り
し
が
故
な
り
。
加
之
な
ら
ず
帝
国
の
末
に
至
つ
て

）
三
四
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

七
一

只
一
あ
る
の
み
と
の
主
義
に
よ
り
て
此
差
異
を
全
廃
せ
り
。
奴
隷

に
し
て
解
放
を
得
た
る
も
の
は
悉
く
羅
馬
［
百
卅
八
丁
表
］
市
民

の
資
格
を
得
る
と
定
め
た
り
し
。

解
放
の
制
限

奴
隷
は
主
人
の
財
産
な
り
し
故
古
代
の
法
律
に
よ
れ
ば
其
財
産

を
遺
棄
す
る
に
於
て
は
制
限
あ
ら
ざ
る
が
如
く
奴
隷
を
解
放
す
る

に
付
き
て
も
只
其
儀
式
を
踏
み
さ
へ
す
れ
ば
其
他
の
制
限
は
無
か

り
し
な
り
。
然
る
に
帝
国
の
時
代
に
当
り
奴
隷
を
解
放
す
る
の
便

利
益
々
多
く
な
り
。
又
之
れ
を
解
放
す
る
を
以
て
最
上
の
善
行
と

為
す
に
至
れ
り
。
之
れ
が
為
め
に
種
々
の
弊
害
を
生
じ
遂
に
其
制

限
を
設
く
る
必
要
を
生
ず
る
に
至
れ
り
。

第
一
　
制
限

甲
　
債
主
権
利
を
保
護
す
る
為
め
の
制
限

奴
隷
の
所
有
主
解
放
式
に
よ
り
て
己
れ
の
債
主
に
対
す
る
の
義

務
を
果
す
能
は
ざ
る
に
至
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
為
し
た
る
解
放

は
無
効
た
る
可
し
。Inst. v.1, t.6, s.3. 

［1,6,3

］

［
百
卅
八
丁
裏
］
右
の
制
限
を
定
め
た
る
は
紀
元
四
年
ヲ
ー
ガ

ス
タ
ス
帝
の
と
き

L
ex A

elia S
entia

な
る
有
名
な
る
法
律
に
依
り
て
定
ま
り
た

る
も
の
な
り
。
然
れ
ど
も
若
し
主
人
に
し
て
前
述
の
事
実
を
知
ら

ン
サ
ス
を
廃
せ
る
と
共
に
な
く
な
り
し
な
り
。

第
二
　
偽
訴
　vindicta

主
人
に
し
て
己
れ
の
奴
隷
を
解
放
せ
ん
と
す
る
と
き
は
仮
に
自

由
請
求
者
な
る
（assertor libertatis

）
原
告
を
設
け
而
し
て

原
告
は
法
庭
に
於
て
即
ちvindicta 

（
所
有
権
）
を
以
て
其
奴
隷

に
触
し
其
人
は
自
由
人
た
る
事
を
陳
述
す
。
而
し
て
主
人
即
ち
被

告
は
之
れ
に
抗
弁
せ
ず
之
に
於
て
プ
レ
ー
ト
ル
は
其
［
百
卅
七
丁

裏
］
奴
隷
の
自
由
人
た
る
こ
と
を
宣
告
す
。
之
れ
即
ち
裁
判
の
効

力
に
よ
り
て
自
由
を
受
く
る
の
法
也
。

第
三
　
遺
囑
　testam

entum

主
人
は
遺
囑
に
よ
り
て
奴
隷
に
自
由
を
与
ふ
る
事
を
得
た
り
し
。

右
三
種
の
解
放
式
を
正
式
と
称
し
古
代
に
は
此
三
種
に
限
る
も

の
と
せ
り
。
然
る
に
羅
馬
帝
国
時
代
に
至
り
奴
隷
の
位
地
漸
く
進

歩
す
る
に
従
ひ
皇
帝
は
屡
勅
令
を
発
し
解
放
式
の
数
を
増
加
せ
り
。

例
へ
ば
寺
院
に
於
て
僧
侶
の
面
前
に
解
放
を
許
し
。
又
奴
隷
解
放

状
な
る
も
の
を
与
へ
之
れ
を
解
放
し
。
其
他
は
種
々
の
新
式
を
設

け
た
り
し
な
り
。
而
し
て
解
放
正
式
に
よ
り
て
自
由
を
得
た
る
も

の
は
羅
馬
市
民
の
資
格
を
得
。
其
他
新
式
に
依
り
た
る
も
の
は
ラ

テ
ン
人
の
資
格
を
得
た
り
し
な
り
。

然
る
に
ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
帝
の
と
き
に
至
り
自
由
人
の
有
様
は

）
三
四
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

七
二

認
め
た
る
後
偽
訟
式
に
依
ら
ざ
れ
ば
解
放
す
る
能
は
ず
。
而
し
て

其
奴
隷
は
卅
歳
以
上
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。
此
法
令
は
幼
年
の
者

の
漫
り
に
自
由
の
尊
ぶ
べ
き
を
知
り
て
財
産
の
重
ん
ず
べ
き
こ
と

を
知
ら
ず
軽
率
に
奴
隷
を
解
放
す
る
を
止
む
る
為
め
に
作
り
し
法

也
。［

百
卅
九
丁
裏
］
其
後
ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
帝
は
十
七
才
以
上
の

主
人
は
遺
囑
解
放
式
を
許
し
其
後
新
法
ノ
ベ
ー
ル
［N

ovels

］
に

於
て
全
く
年
齢
に
関
す
る
制
限
を
廃
せ
り
。

前
述
の
如
く
元
老
院
に
於
て
大
く
如
何
な
る
理
由
を
正
当
な
り

と
認
め
ん
や
。
則
ち
解
放
せ
ん
と
す
る
奴
隷
に
於
て
主
人
の
父
母

親
族
な
る
と
き
は
勿
論
之
れ
を
許
せ
り
。
又
奴
隷
に
し
て
功
蹟
あ

り
し
と
か
又
は
女
奴
と
結
婚
せ
ん
と
す
る
と
き
等
な
り
。

丙
　
人
員
に
関
す
る
制
限

紀
元
八
年
の
法
令L

ex F
ufia C

aninia

な
る
法
令
に
よ
り
て

解
放
の
人
員
を
制
限
せ
り
。

其
理
由
は
主
人
の
虚
［
栄
］
癖
（vanity

）
よ
り
し
て
遺
囑
を

以
て
奴
隷
を
解
放
し
以
て
己
れ
の
葬
儀
を
盛
大
な
ら
し
め
ん
と
欲

し
（
羅
馬
人
は
非
常
に
葬
儀
の
華
美
を
尊
び
し
。）
為
め
に
相
続

人
の
失
望
を
来
す
を
顧
み
ざ
る
が
如
き
弊
を
矯
め
ん
が
為
め
な
り
。

［
百
四
十
丁
表
］
左
れ
ば
生
前
に
て
之
れ
を
為
す
は
幾
人
た
り

ず
し
て
為
し
た
る
解
放
は
之
れ
を
例
外
と
為
せ
り
。
且
つ
他
に
相

続
人
の
あ
ら
ざ
る
場
合
に
於
て
奴
隷
を
解
放
し
て
己
れ
の
必
要
相

続
人
（heres necessarius = necessary heir

）
と
為
す
が
為

め
に
は
仮
令
ひ
前
述
の
如
き
事
実
あ
る
と
も
解
放
を
為
す
を
得
可

し
。
今
爰
に
必
要
相
続
人
と
云
ふ
は
相
続
人
な
き
も
の
己
れ
の
奴

隷
を
解
放
し
自
由
人
と
為
し
以
て
之
れ
を
相
続
人
と
為
す
な
り
。

斯
の
如
き
場
合
に
は
其
相
続
人
は
其
相
続
を
拒
む
の
権
な
し
。
故

に
之
れ
を
必
要
相
続
人
と
云
ふ
な
り
。

右
のlex

は
現
今
の
［
華
士
族
平
民
］
身
代
限
条
令
［
規
則
］

と
同
一
な
る
精
神
に
出
で
債
主
を
保
護
せ
る
な
り
。

［
百
卅
九
丁
表
］
相
続
人
は
羅
馬
に
て
は
相
続
を
拒
む
を
得
る

な
り
。
只
之
れ
を
拒
む
こ
と
を
得
ざ
る
場
合
は
解
放
自
由
人
の
場

合
な
り
。

又
羅
馬
の
相
続
人
は
日
本
の
如
く
権
利
義
務
共
に
負
ふ
也
。
相

続
人
無
く
し
て
死
す
る
こ
と
は
羅
馬
人
の
大
に
恥
ず
る
所
な
る
を

以
て
必
ず
後
に
一
章
を
設
け
若
し
相
続
人
に
於
て
死
す
る
と
き
は

己
れ
の
奴
隷
を
以
て
之
れ
に
当
て
し
と
云
へ
り
。

乙
　
年
齢
に
関
す
る
制
限

L
ex A

elia S
entia

の
法
に
よ
る
に
廿
歳
以
下
の
主
人
は
予
め

解
放
の
理
由
を
元
老
院
に
提
出
し
同
院
に
於
て
其
理
由
を
正
当
と

）
三
四
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

七
三

持
て
り
。
即
ちjus patron

［at

］us

之
れ
な
り
。
譬
へ
ば
解
放
自

由
人
は
恩
主
に
対
し
て
放
礼
を
守
り
ざ
る
可
か
ら
ず
。
又
或
る
種

類
の
使
役
を
受
け
ざ
る
可
か
ら
ず
。
又
パ
ン
デ
ク
ト
の
第
三
十
七

巻
第
十
四
十
五
章
［D

.37,14.15

］
に
依
る
に
若
し
恩
主
に
し
て

貧
困
に
陥
り
た
る
と
き
は
解
放
自
由
人
は
保
養
す
る
の
義
務
あ
る

も
の
と
す
。
即
ち
恰
も
子
の
親
に
対
す
る
が
如
し
。
又
恩
主
は
解

放
自
由
人
に
対
し
相
続
権
を
有
す
。
故
に
若
し
解
放
自
由
人
に
し

て
子
な
く
遺
囑
な
く
し
て
死
せ
る
と
き
は
遺
産
の
全
部
を
相
続
し

且
つ
若
し
［
百
四
十
一
丁
表
］
相
続
人
あ
る
と
も
財
産
の
三
分
の

一
を
相
続
す
る
を
得
る
な
り
。

斯
く
羅
馬
法
の
解
放
者
に
恩
主
権
を
与
へ
た
る
は
之
れ
自
由
を

尊
び
解
放
を
奨
励
す
る
の
意
に
出
で
た
る
な
り
。

又
背
恩
の
所
為
と
て
特
別
の
罪
あ
り
た
り
為
め
に
再
び
奴
隷
為

る
こ
と
も
あ
る
可
し
。

近
世
奴
隷
の
制
度

奴
隷
の
制
度
は
近
世
に
於
て
も
亜
細
亜
、
阿
弗
利
加
、
亜
米
利

加
の
一
部
分
に
は
猶
ほ
存
在
せ
り
。
蓋
し
其
国
の
文
明
未
だ
進
歩

せ
ず
し
て
猶
ほ
奴
隷
の
必
要
を
感
ず
る
を
以
て
な
り
。

中
世
の
欧
州
諸
国
に
於
て
奴
隷
の
遺
制
と
も
称
す
可
き
も
の
は

即
ちcoloni
（
荘
僕
）
に
し
て
純
粋
の
奴
隷
に
比
す
れ
ば
其
位
地

と
も
差
支
へ
な
か
り
し
。

然
る
に
ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
帝
は
自
由
の
道
路
に
横
は
る
障
害
物

は
悉
く
之
れ
を
廃
す
可
し
と
命
令
し
て
遂
に
此
条
を
廃
せ
り
。

Inst. v

［ol
］. 1 t. 7. 

［1,7

］

解
放
の
効
果

正
式
解
放
に
依
り
て
自
由
を
得
た
る
も
の
は
羅
馬
市
民
の
資
格

を
得
た
り
。
正
式
に
依
ら
ざ
る
も
の
及
びL

ex A
elia S

entia

に
違
ふ
た
る
も
の
は
ラ
テ
ン
人
の
身
分
を
得
。

又L
ex A

elia S
entia

に
依
り
刑
罰
に
依
り
て
奴
隷
と
為
り

た
る
も
の
は
解
放
さ
る
る
と
も
降
伏
人
た
る
身
分
を
得
る
に
止
ま

れ
り
。
即
ち
命
あ
る
の
み
な
り
。

然
ら
ば
解
放
自
由
人
に
三
種
あ
り
。
羅
馬
市
民
、
ラ
テ
ン
人
、

降
伏
人
即
ち
之
れ
な
り
。

ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
帝
は
ス
ト
イ
ッ
ク
哲
学
の
平
等
主
義
に
よ
り

C
odex

第
七
巻
第
五
編
［
百
四
十
丁
裏
］
第
六
章
及
ひ
新
法
の
第

七
十
八
号
に
於
て
解
放
自
由
人
中
の
階
級
を
廃
し
自
由
人
と
少
し

も
異
な
る
こ
と
な
し
。
之
れ
を
以
て
見
る
も
羅
馬
立
法
の
自
由
を

尊
重
せ
し
を
見
る
可
き
な
り
。

恩
主
（patronus

）
と
被
解
放
人
と
の
関
係

主
人
は
解
放
の
後
と
雖
ど
も
猶
解
放
自
由
人
に
対
し
恩
主
権
を

）
三
七
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

七
四

は
南
北
戦
争
の
際
之
れ
を
廃
し
た
れ
ど
も
南
亜
米
利
加
諸
国
に
て

は
今
猶
ほ
存
在
せ
る
国
あ
り
。

第
二
節
　
民
籍
に
関
す
る
身
分

国
民
と
外
国
人
と
の
区
別

古
代
に
於
て
は
対
等
独
立
諸
国
の
交
際
な
く
し
て
会
々
外
国
と

の
交
際
あ
れ
ば
戦
争
上
の
交
際
な
り
し
。
故
に
戦
争
の
時
に
同
盟

し
た
る
諸
国
を
除
け
ば
外
国
人
の
内
国
に
来
る
等
の
事
は
甚
だ
稀

な
り
。
毎
に
羅
馬
な
る
国
は
世
界
を
統
一
す
る
事
を
建
国
の
主
義

と
せ
り
。
故
に
グ
リ
ー
キ
の
如
き
外
国
と
并
立
す
る
と
の
考
な
か

り
し
。
故
に
羅
馬
と
交
通
せ
る
諸
国
は
主
と
し
て
其
国
に
［
百

四
十
二
丁
裏
］
征
服
せ
ら
れ
た
る
属
隷
諸
国
に
し
て
対
等
の
位
地

を
有
せ
る
国
に
あ
ら
ず
。
故
に
外
国
人
の
位
地
も
近
世
諸
国
の
法

律
に
於
け
る
外
国
人
の
位
地
と
は
大
に
異
な
れ
り
。
近
世
諸
国
の

法
律
に
於
て
は
外
人
は
公
益
上
に
て
は
其
権
利
を
異
に
せ
る
と
雖

ど
も
私
法
上
に
て
は
殆
ど
其
異
な
る
所
を
見
ざ
る
程
な
り
。

然
る
に
羅
馬
法
に
於
て
は
前
述
の
如
き
歴
史
上
の
理
由
あ
り
し

を
以
て
公
法
は
勿
論
私
法
上
に
て
も
外
人
の
権
は
内
国
人
の
権
と

は
余
程
異
な
れ
り
。
羅
馬
法
に
て
は
羅
馬
国
人
に
は
特
別
の
保
護

を
与
へ
外
国
人
民
に
は
羅
馬
の
利
益
に
な
る
程
の
保
護
を
与
へ
た

り
。
即
ち
羅
馬
国
民
は
ジ
ヤ
ス
　
シ
ビ
レ
固
有
法
に
て
支
配
さ
れ

余
程
進
歩
せ
る
も
の
な
り
。
是
れ
則
ち
土
地
に
附
属
し
た
る
奴
隷

に
し
て
身
体
生
命
の
保
護
は
余
程
進
歩
せ
り
。 ［
百
四
十
一
丁
裏
］

近
世
に
至
り
奴
隷
の
制
度
を
禁
止
せ
る
主
唱
者
は
英
国
な
り
。

（
羅
馬
に
て
は
禁
止
に
あ
ら
ず
し
て
止
め
た
い
と
云
ふ
迄
な
り

し
。）
同
国
は
一
千
八
百
七
年
に
奴
隷
売
買
禁
止
の
法
令
を
布
公

せ
り
。
又
一
千
八
百
三
十
四
年
国
会
の
決
議
に
よ
り
植
民
地
の
奴

隷
所
有
主
に
二
千
万
磅
ポ
ン
ド

の
金
を
払
ひ
悉
く
奴
隷
を
解
放
せ
り
。

此
に
於
て
英
領
の
地
に
於
て
は
奴
隷
制
度
の
跡
を
絶
て
り
。

一
千
八
百
四
十
八
年
に
仏
国
に
於
て
も
巨
万
の
金
額
を
奴
隷
所

有
主
に
与
へ
以
て
之
れ
を
解
放
せ
り
。

一
千
八
百
六
十
三
年
露
国
に
於
て
は
ザ
ー
［
ツ
ァ
ー
ル
］
ア
レ

キ
サ
ン
ド
ル
第
二
世
は
荘
僕
を
解
放
し
遂
に
露
西
亜
帝
国
中
奴
隷

制
度
を
廃
せ
り
。

斯
く
十
九
世
期
に
於
て
ど
さ
々
々
と
社
会
よ
り
奴
隷
の
制
度
は

消
へ
失
せ
た
り
。
前
述
の
如
く
羅
馬
に
於
て
は
奴
隷
の
制
度
は
一

度
は
余
程
衰
へ
た
れ
ど
も
コ
ロ
ン
ブ
ス
以
来
新
世
界
発
見
が
其
制

度
を
再
び
盛
大
な
ら
し
む
る
の
原
因
と
な
れ
り
。
即
ち
［
百

四
十
二
丁
表
］
南
北
亜
米
利
加
荒
蕪
の
地
を
開
き
新
に
商
工
業
を

為
す
に
は
自
由
契
約
の
労
力
を
以
て
之
れ
を
為
す
こ
と
は
出
来
ざ

り
し
。
故
に
再
び
黒
奴
売
買
盛
ん
に
な
れ
り
。
北
米
合
衆
国
に
て

）
三
〇
（
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七
五

る
契
約
遺
囑
譲
与
等
を
為
す
の
権
を
云
ふ
。
凡
そ
羅
馬
国
民
た
る

も
の
は
参
政
権
、
栄
誉
権
、
結
婚
権
、
契
約
権
の
四
大
権
を
持
て

り
と
云
ふ
。

外
国
人
は
前
述
の
如
く
属
国
人
民
の
位
地
に
立
て
る
も
の
な
る

故
に
ジ
ヤ
ス
　
ゼ
ン
シ
ヤ
ム
に
支
配
さ
れ
た
る
も
の
な
り
。

然
れ
ど
も
予
前
に
羅
馬
法
の
歴
史
を
陳
述
せ
る
と
き
一
言
せ
し

如
く
羅
馬
国
の
範
囲
広
く
な
る
に
従
ひ
羅
馬
人
と
外
国
人
と
の
交

通
及
び
［
貿
］
易
追
々
盛
大
と
為
り
遂
に
外
人
に
契
約
権
を
許
す

の
必
要
を
感
ず
る
に
至
れ
り
。
加
之
な
ら
ず
外
人
は
独
り
羅
馬
と

交
通
す
る
の
み
な
ら
ず
商
業
の
為
め
羅
馬
若
く
は
其
近
辺
に
住
居

す
る
も
の
余
程
多
く
な
り
し
。
従
て
外
国
人
と
羅
馬
人
と
の
結
婚

す
る
事
も
屡
之
れ
見
に
至
れ
り
。
故
に
時
と
し
て
は
皇
帝
の
勅
許

を
以
て
結
婚
権
を
許
す
に
至
れ
り
。
斯
く
羅
馬
府
の
盛
大
な
る
に

従
ひ
其
近
辺
の
外
国
人
民
は
屡
［
百
四
十
四
丁
表
］
羅
馬
国
民
と

同
様
な
る
保
護
を
請
求
す
る
に
至
れ
り
。
然
る
に
羅
馬
人
は
其
請

求
を
拒
み
た
る
を
以
て
遂
に
紀
元
九
十
年
社
会
戦
争
（S

ocial 
W

ar

）
を
起
す
に
至
れ
り
。
而
し
て
其
結
果
た
る
や
遂
に
伊
太
利

全
国
の
人
民
に
羅
馬
国
民
の
資
格
を
付
与
す
る
に
至
れ
り
。
此
社

会
戦
争
は
之
を
歴
史
上
よ
り
論
ず
れ
ば
先
に
平
民
は
貴
族
に
迫
り

て
十
二
銅
表
を
作
ら
し
め
し
以
後
第
二
の
民
権
拡
張
と
も
云
ふ
可

外
人
は
諸
国
普
通
の
ジ
ヤ
ス
　
ゼ
ン
シ
ヤ
ム
の
法
を
以
て
し
た
り

し
。
故
に
内
外
人
と
は
其
支
配
さ
る
る
法
律
さ
え
も
を
異
に
せ
り
。

羅
馬
国
民

羅
馬
法
に
て
は
国
民
た
る
の
権
利
即
ち
完
全
な
る
民
権
の
共
有

は
之
れ
を
公
法
上
［
百
四
十
三
丁
表
］
私
法
上
の
権
の
二
つ
に
分

け
り
。

公
法
上
の
権
利
は
之
れ
を
参
政
権
及
び
栄
誉
権
と
の
二
つ
と
せ

り
。
即
ち

jus suffragii et honorum
之
れ
な
り
。
而
し
て
参
政
権
と
は

コ
ミ
シ
ヤ
に
於
て
投
票
す
る
の
権
な
り
。
栄
誉
権
と
は
コ
ン
サ
ル
　

プ
レ
ー
ト
ル
其
他
官
吏
た
る
の
権
を
持
つ
を
云
ふ
。

然
れ
ど
も
公
権
の
共
有
は
必
ず
し
も
羅
馬
国
民
の
要
素
に
あ
ら

ず
し
て
公
権
な
き
も
の
と
雖
ど
も
猶
ほ
完
全
な
る
私
権
を
有
す
る

も
の
な
れ
ば
国
民
た
る
を
得
た
り
し
私
法
上
の
権
は
結
婚
権
、
契

約
権
と
の
二
つ
な
り
。conubium

 et com
m

ercium

結
婚
権
と
は
ジ
ヤ
ス
　
シ
ビ
ル
に
従
つ
て
結
婚
す
る
の
権
な
り
。

而
し
て
ジ
ヤ
ス
　
シ
ビ
ル
に
よ
り
て
結
婚
せ
る
も
の
は
其
子
に
対

し
て
家
長
権
、
其
親
族
に
対
し
て
は
相
続
権
を
有
せ
り
。

 

［
百
四
十
三
丁
裏
］

契
約
権
は
羅
馬
固
有
法
に
従
つ
て
財
産
を
所
有
し
財
産
に
関
す

）
三
四
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

七
六

奴
隷
は
解
放
に
よ
り
て
民
権
を
得
る
な
り
。
初
め
羅
馬
に
て
は

解
放
に
正
式
不
正
式
の
二
つ
あ
り
て
此
区
別
に
よ
り
て
民
権
を
得

る
に
差
異
あ
り
し
が
後
に
至
り
て
此
区
別
を
廃
せ
る
を
以
て
今
茲

に
之
れ
を
詳
述
す
る
を
要
せ
ず
。

第
三
　
法
令
若
く
は
勅
許

羅
馬
皇
帝
は
勅
令
を
以
て
ラ
テ
ン
人
を
羅
馬
人
と
為
し
た
る
こ

と
も
あ
り
。
又
勅
許
を
以
て
一
個
人
を
羅
馬
国
人
民
と
為
し
た
る

こ
と
も
あ
り
。
近
世
諸
国
の
法
律
の
特
許
帰
化
に
類
す
。
而
し
て

帝
国
の
一
部
の
人
民
に
国
民
の
資
格
を
与
へ
た
る
は
ベ
ス
パ
シ
ヤ

［
ン
］
帝
の
イ
ス
パ
ニ
ヤ
全
国
民
に
羅
馬
国
民
の
資
格
を
与
へ
た

る
等
此
類
な
り
。
法
律
よ
り
論
ず
れ
ば
恰
も
近
世
の
外
国
の
一
部

を
割
き
て
本
国
に
附
属
せ
し
む
る
に
類
せ
り
。

第
四
　
民
権
喪
失
の
方
法 

［
百
四
十
六
丁
表
］

民
権
を
失
ふ
の
方
に
三
種
あ
り
。

第
一
　
自
由
の
喪
失

羅
馬
人
に
て
自
由
を
失
ふ
は
…
…

甲
　
俘
虜

但
し
俘
虜
中
は
自
由
を
停
止
さ
れ
た
る
も
の
と
見
俲
す
。
若
し

免
か
れ
て
本
国
に
帰
る
と
き
はjus postlim

inium

即
ち
帰
郷
権

に
よ
り
て
其
自
由
を
恢
復
せ
り
。
此
等
は
国
際
法
の
学
ぶ
と
き
に

き
も
の
な
り
。
其
後
の
帝
政
の
と
き
に
至
り
皇
帝
屡
々
勅
許
を
以

て
或
る
外
国
人
に
国
民
の
資
格
を
与
へ
た
る
こ
と
あ
り
。
又
羅
馬

帝
国
の
一
部
に
羅
馬
国
民
た
る
の
資
格
を
与
へ
た
る
事
も
あ
り
。

斯
く
の
如
く
羅
馬
国
民
の
資
格
を
得
る
こ
と
甚
だ
易
な
り
。
遂
に

カ
ラ
カ
ラ
帝
の
と
き
に
至
り
羅
馬
全
帝
国
の
自
由
人
民
は
悉
く
羅

馬
人
の
民
権
を
有
せ
し
む
る
様
に
布
告
せ
り
。
斯
に
於
て
羅
馬
国

民
と
外
人
と
の
区
別
全
く
跡
を
廃
せ
り
。 

［
百
四
十
四
丁
裏
］

 

［
百
四
十
五
丁
表
］
羅
馬
法
講
義
筆
記
　
四
巻

 
　
　
　
　
　
跡
静
　
遉
民

羅
馬
国
民
た
る
の
資
格
を
得
る
に
三
つ
の
方
法
あ
り
。

第
一
　
出
産

第
二
　
解
放

第
三
　
法
令
若
く
は
勅
許

第
一
　
出
産

正
婚
式
を
践
み
た
る
夫
婦
よ
り
し
て
生
れ
た
る
子
は
父
の
身
分

を
継
ぐ
。
故
に
前
述
の
自
由
の
原
則
に
よ
り
其
子
の
懐
妊
中
其
父

羅
馬
国
民
な
れ
ば
其
子
も
亦
然
り
。
又
正
婚
式
以
外
の
子
は
母
の

出
産
の
と
き
の
身
分
を
継
ぐ
。 

［
百
四
十
五
丁
裏
］

第
二
　
解
放

）
三
四
（
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七
七

相
集
る
と
か
或
は
数
人
が
一
の
共
同
の
祖
先
（
父
母
）
の
下
に
集

り
て
家
族
を
為
す
。
而
し
て
血
統
上
の
協
同
の
単
位
と
云
ふ
可
き

家
族
は
集
合
し
て
更
に
其
範
囲
を
広
め
漸
く
一
社
会
を
立
て
一
社

団
を
為
す
に
至
れ
り
。
古
代
社
会
に
於
て
は
一
家
毎
に
一
家
の
守

護
神
あ
り
一
族
に
は
一
族
一
国
に
は
一
国
の
総
拝
す
る
神

P
atron G

od

と
称
す
る
も
の
は
皆
其
協
力
団
体
の
祖
先
多
か
り

し
。
故
に
政
治
法
律
な
る
も
の
は
古
代
は
祭
祀
に
初
ま
れ
り
。
又

我
国
に
於
て
政
治
を
マ
ツ
リ
ゴ
ト
な
り
と
云
ふ
言
葉
の
あ
る
も
即

ち
其
理
由
な
り
。
又
民
法
上
相
続
の
規
則
は
祖
先
の
祭
を
絶
た
ざ

る
が
為
め
な
り
。
結
婚
を
為
し
養
子
を
為
す
も
子
無
き
去
る
の
離

婚
法
の
あ
る
の
も
皆
法
律
が
祖
先
礼
拝
に
基
き
し
一
証
也
。

 

［
百
四
十
七
丁
裏
］

斯
く
の
如
く
古
代
の
協
力
の
団
体
は
血
統
に
基
き
し
も
の
な
り
。

而
し
て
其
血
統
の
基
と
為
る
、
即
ち
団
体
の
単
位
な
る
家
族
は
即

ち
社
団
の
単
位
な
り
。
故
に
メ
ー
ン
氏
も
古
代
社
会
の
単
位
元
原

素
は
家
族
に
し
て
近
世
社
会
の
単
位
は
一
己
人
な
り
と
云
へ
り
。

左
れ
ば
祭
政
一
体
は
社
会
の
未
だ
進
歩
せ
ざ
る
の
現
象
と
謂
ふ
可

し
。上

に
述
べ
た
る
如
く
古
代
社
団
の
単
位
は
家
族
な
り
し
故
一
国

の
政
治
法
律
は
其
一
家
の
代
表
者
即
ち
家
長
に
の
み
及
び
た
る
も

出
ず
る
言
葉
に
て
国
境
を
後
に
せ
る
と
の
義
也
。
近
世
諸
国
は
之

れ
を
採
用
せ
り
。

乙
　
刑
罰
の
宣
告

刑
罰
の
宣
告
に
よ
り
て
は
民
権
を
停
止
さ
れ
る
事
も
之
れ
を
剥

奪
せ
ら
る
る
事
も
あ
り
。
然
し
刑
罰
の
奴
隷
と
為
り
て
は
全
く
民

権
を
失
ふ
即
ちslave
の
［
百
四
十
六
丁
裏
］
如
し
。

第
二
　
外
国
帰
化

外
国
に
帰
化
し
又
は
羅
馬
を
逃
亡
せ
る
も
の
は
民
権
を
放
棄
せ

る
も
の
と
見
俲
す
な
り
。

第
三
　
刑
罰
の
宣
告

例
へ
ば
流
罪
の
宣
告
を
受
け
た
る
と
き
は
民
権
の
一
部
を
剥
奪

せ
ら
る
る
が
如
し
。

之
れ
に
て
民
権
に
関
す
る
羅
馬
法
を
終
れ
り
。

第
三
節
　
族
制
上
の
身
分

原
初
社
会
に
て
人
類
協
力
の
基
礎
と
為
る
も
の
は
血
統
な
り
。

近
世
の
如
く
土
地
［
百
四
十
七
丁
表
］
を
基
と
為
し
協
力
の
団
体

を
基
礎
し
又
は
経
財
上
の
事
業
を
基
礎
と
為
し
協
力
の
団
体
を
為

し
又
は
主
義
嗜
好
等
を
以
て
之
れ
が
基
礎
と
為
す
は
極
め
て
稀
な

り
。
故
に
社
会
の
結
合
す
る
第
一
歩
は
血
統
の
結
合
に
し
て
親
族

）
三
三
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

七
八

第
三
　
主
人
権
（m

anicipium

）
に
属
す
る
も
の
之
れ
な
り
。

右
の
区
別
あ
る
は
之
れ
社
会
幼
稗
の
と
き
の
事
な
り
。
他
権
者

の
法
律
多
き
程
幼
稗
の
［
百
四
十
八
丁
裏
］
法
律
な
り
。
即
ち
世

の
進
む
る
に
従
ひ
自
権
者
の
多
く
な
り
て
他
権
少
な
く
な
る
な
り
。

家
族
字
義
　（fam

ilia

）

羅
馬
法
に
て
は
家
族
を
称
し
て
フ
ァ
ミ
リ
ヤ
と
云
ふ
。
今
爰
に

其
字
義
を
論
ず
る
は
其
字
義
の
用
例
又
は
変
遷
に
よ
り
て
法
律
の

沿
革
を
知
る
の
助
と
為
る
を
以
て
な
り
。

抑
も
フ
ァ
ミ
リ
ヤ
な
る
語
は
次
の
如
き
五
種
の
用
例
あ
り
。

第
一
用
例
…
…
家
族
と
は
一
家
の
長
及
び
之
れ
に
属
す
る
子
弟

奴
隷
等
を
総
称
す
る
も
の
な
り
。
之
れ
は
尤
も
古
き
用
例
に
し
て

族
制
時
代
に
行
は
れ
た
る
も
の
な
り
。

第
二
用
例
…
…
フ
ァ
ミ
リ
ヤ
と
は
男
系
の
親
族
を
総
称
す
。

第
三
用
例
…
…
男
女
両
系
の
血
属
を
総
称
す
。

以
上
三
つ
の
用
例
に
依
り
て
見
れ
ば
家
族
な
る
語
は
初
め
は
全

く
行
政
上
の
一
団
体
を
示
し
一
家
長
の
管
轄
内
に
あ
る
も
の
は
悉

く
フ
ァ
ミ
リ
ヤ
と
せ
り
。
然
る
に
其
後
に
［
百
四
十
九
丁
表
］
至

り
フ
ァ
ミ
リ
ヤ
な
る
語
を
家
長
の
親
族
に
迄
押
し
拡
げ
猶
其
後
に

至
り
て
は
男
女
を
論
ぜ
す
系
統
の
続
き
た
る
所
の
親
族
を
も
悉
く

此
内
に
含
む
に
至
れ
り
。

の
な
り
。
而
し
て
其
家
族
た
る
も
の
は
皆
家
長
の
管
轄
に
属
せ
り
。

故
に
家
長
と
は
一
家
の
管
轄
権
を
有
せ
る
も
の
な
り
し
。
云
は
ば

一
家
を
支
配
す
る
行
政
官
の
如
し
。
而
し
て
古
代
法
律
に
於
て
一

家
の
事
を
期
定
す
る
も
の
は
概
ね
皆
行
政
法
の
如
き
も
の
な
り
し
。

而
し
て
公
法
の
性
質
を
帯
び
た
る
も
の
な
か
り
し
。
社
会
進
歩

す
る
に
従
ひ
家
族
に
関
す
る
法
律
が
民
法
の
性
質
を
帯
び
る
に
至

る
も
の
な
り
。

族
制
上
身
分
の
区
別 

［
百
四
十
八
丁
表
］

羅
馬
法
に
て
族
制
上
人
を
区
別
し
て
自
権
者
及
び
他
権
者
の
二

つ
と
為
す
。
之
れ
は
文
字
上
の
訳
な
り
。

1. sui juris

　
　
自
権
者

2. alieni juris

　
他
権
者

自
権
者
と
は
自
己
独
立
の
権
利
を
有
す
る
も
の
な
り
。
即
ち
之

れ
家
長
な
り
。

他
権
者
と
は
家
長
に
従
属
せ
る
も
の
に
し
て
自
己
独
立
の
権
利

を
有
せ
ざ
る
も
の
を
云
ふ
。
即
ち
人
の
妻
た
り
子
た
り
奴
隷
た
る

も
の
皆
然
り
。

他
権
者
を
細
別
し
て
次
の
三
種
と
為
す
。

第
一
　
家
長
権
に
従
属
す
る
も
の
。

第
二
　
夫
権
（
メ
ー
ナ
ス
）
に
従
属
す
る
も
の
。

）
三
三
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

七
九

妻
の
関
係
を
生
ぜ
ず
。
又
男
女
両
性
の
結
合
に
て
も
共
同
の
生
存

を
営
む
為
め
の
結
合
に
あ
ら
ざ
れ
ば
以
て
婚
姻
と
為
さ
す
。
即
ち

男
女
の
組
合
職
業
の
如
し
。

抑
も
婚
姻
の
種
類
は
時
と
処
に
よ
り
て
異
な
れ
り
。
或
は
一
夫

一
婦
の
制
行
は
る
る
処
も
あ
り
。
又
一
夫
数
妻
の
法
の
行
は
る
る

所
も
あ
り
。
又
或
は
数
夫
一
妻
の
風
あ
る
処
も
あ
り
。
然
し
之
れ

を
要
す
る
に
婚
姻
は
成
文
若
く
は
慣
習
の
法
律
の
公
認
せ
る
所
な

ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。
即
ち
人
の
天
性
に
基
き
た
る
行
為
を
法
律
に

て
［
百
五
十
丁
表
］
認
め
た
る
も
の
な
り
。

右
に
掲
げ
た
る
定
義
は
尤
も
広
く
且
つ
尤
も
精
確
な
り
と
信
ず
。

然
れ
ど
も
古
来
法
律
学
に
て
婚
姻
の
性
質
を
論
ぜ
し
も
の
の
其
学

説
同
一
な
ら
ず
。
就
中
婚
姻
を
契
約
な
り
と
す
る
の
学
説
頗
る
勢

力
を
得
し
様
な
り
。
即
ち
独
逸
国
の
プ
ー
フ
ェ
ン
ド
ル
フ

［S
am

uel von P
ufendorf, 1632-1694

］
の
如
く
婚
姻
は
男
女

が
子
孫
に
益
せ
ん
為
め
に
結
び
た
る
契
約
な
り
と
せ
り
。
仏
国
の

ポ
チ
ェ
ー
［R

obert Joseph P
othier, 1699-1772

］
も
男
女

両
性
生
妻
夫
帰
た
る
の
契
約
な
り
と
せ
り
。
英
の
ヒ
ュ
ー
ム

［D
avid H

um
e, 1711-1776

］
も
亦
婚
姻
は
双
方
の
承
諾
を
以
て

結
び
た
る
契
約
に
し
て
人
種
繁
［
殖
］
を
以
て
其
目
的
と
為
す
も

の
な
り
。
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
氏
も
我
国
法
は
婚
姻
を
民
法
上
の

第
四
用
例
…
…
時
と
し
て
は
フ
ァ
ミ
リ
ヤ
な
る
文
を
一
人
の
所

有
に
属
せ
る
奴
隷
を
総
称
せ
り
。

第
五
用
例
…
…
又
時
と
し
て
は
一
家
の
財
産
な
る
意
味
に
も
用

い
た
り
。

右
二
つ
の
用
例
は
恰
も
一
家
財
産
の
全
部
を
我
国
に
て
家
督
と

称
せ
る
が
如
く
一
家
な
る
も
の
は
初
め
は
血
統
に
基
き
た
る
社
会

の
一
団
体
な
り
し
か
ど
後
に
至
り
て
は
一
家
の
財
産
即
ち
家
産
な

る
も
の
を
生
じ
其
れ
に
基
き
一
家
を
継
続
す
る
一
の
基
と
為
り
し

事
な
ら
ん
と
信
ず
。
而
し
第
四
例
の
如
く
一
人
の
所
有
に
か
か
る

奴
隷
を
総
称
し
て
フ
ァ
ミ
リ
ヤ
と
云
ひ
し
は
古
代
は
奴
隷
が
財
産

の
尤
も
価
値
あ
り
且
つ
大
部
分
を
占
め
た
り
し
を
以
て
な
ら
ん
。

 
［
百
四
十
九
丁
裏
］

次
に
家
長
権
の
基
を
述
べ
ん
と
す
れ
ど
も
便
利
の
為
め
結
婚
離

婚
の
事
を
先
に
す
可
し
。

第
四
章

　結
婚
法

第
一
　
婚
姻
の
性
質

広
く
婚
姻
な
る
事
を
解
せ
ば
婚
姻
と
は
法
律
に
於
て
公
認
し
た

る
男
女
両
性
の
生
存
結
合
を
云
ふ
。

男
女
両
性
の
結
合
に
て
も
法
律
に
於
て
公
認
せ
ざ
る
と
き
は
夫

）
三
三
（
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本
法
学
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八
十
六
巻
第
一
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（
二
〇
二
〇
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六
月
）

八
〇

 

［
百
五
十
一
丁
表
］

第
二
　
婚
姻
を
以
て
契
約
と
為
す
は
沿
革
法
理
学
上
よ
り
も
其

不
当
な
る
事
を
証
明
す
る
に
足
る
可
し
。
下
に
も
述
ぶ
る
が
如
く

男
女
相
互
の
承
諾
を
以
て
婚
姻
と
為
す
は
婚
姻
進
化
の
末
段
に
於

て
初
め
て
顕
は
る
る
も
の
に
し
て
現
今
諸
国
に
於
て
十
分
之
れ
を

認
め
た
る
は
地
上
の
一
少
部
分
に
止
ま
る
な
り
。

第
三
　
契
約
は
双
方
の
共
諾
に
属
す
る
も
の
な
り
。
然
し
な
が

ら
羅
馬
法
其
他
法
律
歴
史
に
実
例
の
あ
る
如
く
古
来
法
律
上
の
婚

姻
と
云
ふ
も
の
は
其
結
婚
者
の
両
親
若
く
は
其
家
長
の
意
に
出
ず

る
も
の
多
く
自
身
の
承
諾
に
出
ず
る
も
の
は
却
て
少
な
か
り
し
。

故
に
婚
姻
を
契
約
と
為
す
は
当
ら
ざ
る
事
な
り
。

第
四
　
通
常
契
約
に
於
て
は
相
方
の
協
議
に
由
り
相
互
の
権
利

義
務
を
定
め
得
る
も
の
な
り
。
然
る
に
婚
姻
に
於
て
は
法
律
が
予

め
夫
婦
［
百
五
十
一
丁
裏
］
間
相
互
の
権
利
義
務
を
確
定
し
相
方

の
意
思
に
よ
り
て
之
れ
を
変
更
す
る
を
許
さ
ず
。
之
れ
契
約
と
婚

姻
と
異
な
る
一
証
な
り
。

第
五
　
古
来
諸
国
の
法
典
に
於
て
婚
姻
は
人
事
編
に
編
入
し
て

契
約
篇
に
入
れ
ず
以
て
古
来
立
法
者
の
之
れ
を
契
約
と
見
俲
さ
そ

く
し
を
知
る
に
足
る
可
し
。

斯
く
婚
姻
を
契
約
と
為
す
は
法
律
歴
史
上
若
く
は
純
粋
の
法
理

契
約
と
見
俲
す
も
の
な
り
と
云
へ
り
。（
シ
ビ
ル
　
コ
ン
ツ
ラ
ク

ト
）
又
亜
米
利
加
の
ス
ト
ー
リ
ー
［Joseph S

tory, 1779-
1845

］
氏
も
婚
姻
を
契
約
と
し
て
且
つ
自
ら
之
れ
に
註
し
て
曰
く

婚
姻
は
双
方
の
承
諾
に
基
き
た
る
社
会
の
制
度
と
称
す
る
も
の
可

な
ら
ん
か
と
云
へ
り
。

［
百
五
十
丁
裏
］
斯
の
何
れ
の
国
に
て
も
婚
姻
を
契
約
と
見
俲

す
る
論
者
頗
る
多
し
。
然
れ
ど
も
之
れ
は
羅
馬
法
に
徴
す
る
も
亦

純
粋
の
法
理
論
に
照
す
も
決
し
て
其
当
を
得
た
る
も
の
に
非
ら
ず
。

次
に
其
理
由
を
述
べ
ん
。

第
一
　
結
婚
は
契
約
な
り
と
云
ふ
と
云
ふ
説
は
蓋
し
其
基
を
羅

馬
法
の
誤
解
に
発
し
た
る
も
の
な
ら
ん
と
信
ず
。
羅
馬
の
法
語
に

婚
姻
は
共
諾
に
よ
り
て
成
り
共
臥
に
よ
り
て
成
ら
ず
と
の
語
あ
り
。

C
onsensus facit m

atrim
onium

, non concubitus.

之
の
法
語
の
意
味
は
男
女
共
臥
は
未
だ
以
て
婚
姻
と
為
す
に
足

ら
ず
必
ず
法
律
上
一
定
の
共
諾
を
経
て
婚
姻
と
為
す
可
し
と
の
意

な
り
。
而
し
てconsensus

即
ち
共
諾
な
る
字
あ
り
し
故
直
に
真

に
之
れ
よ
り
結
婚
は
契
約
な
り
と
の
説
を
生
じ
た
る
も
の
な
ら
ん

と
信
ず
。
然
し
共
諾
あ
る
も
の
は
必
ず
契
約
な
り
と
は
余
り
広
き

に
過
ぎ
た
る
事
な
ら
ん
。

右
法
語
の
あ
る
は
羅
馬
法
の
発
達
せ
し
の
語
な
り
。

）
三
四
（



穂
積
陳
重
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士
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馬
法
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編
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巻
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第
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巻
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八
一

の
み
行
は
る
る
可
き
筈
な
り
。
其
れ
よ
り
一
夫
一
婦
の
制
と
為
る

こ
と
に
て
之
れ
尤
も
進
歩
発
達
せ
る
と
き
に
起
る
な
り
。

　
…
…
…
…
…
…
… 

［
百
五
十
二
丁
裏
］

第
二
　
婚
姻
の
種
類

羅
馬
法
に
て
は
婚
姻
を
分
つ
て
正
式
不
正
式
の
二
種
と
す
。
即
ち

justa nuptia
injusta nuptia

正
式
の
婚
姻
は
コ
ン
ニ
ュ
ビ
ヤ
ム
即
ち
交
婚
権
を
有
せ
る
も
の

の
間
に
取
り
結
べ
る
婚
姻
な
り
。
此
式
に
由
り
た
る
と
き
は
夫
は

妻
の
上
に
家
長
権
を
有
せ
り
。

不
正
式
婚
姻
は
コ
ン
ニ
ュ
ビ
ヤ
ム
交
婚
権
を
有
せ
ざ
る
も
の
の

間
に
取
結
ば
れ
し
も
の
に
し
て
例
へ
は
ラ
テ
ン
人
と
外
国
人
と
の

間
の
結
婚
又
は
羅
馬
人
と
他
国
人
と
の
間
の
結
婚
の
如
し
。
而
し

て
此
式
に
由
る
と
き
は
夫
は
其
妻
の
上
に
家
長
権
を
有
せ
ず
。
抑

も
交
婚
権
即
ち
コ
ン
ニ
ュ
ビ
ヤ
ム
は
其
初
め
は
羅
馬
市
民
特
有
の

権
利
に
し
て
外
国
人
若
く
は
帰
化
人
は
其
権
利
を
有
す
る
こ
と
能

は
ざ
り
し
。
故
に
前
述
の
如
く
コ
ン
ニ
ュ
ビ
ヤ
ム
は
豪
族
の
み
之

れ
を
有
せ
り
。
而
し
て
平
民
は
豪
族
と
結
婚
す
る
事
を
［
百

五
十
三
丁
表
］
得
ざ
り
し
。

抑
も
交
婚
権
を
豪
族
中
に
の
み
限
り
た
る
基
は
酋
族
共
同
婚
の

論
に
て
当
を
得
た
る
も
の
な
ら
ず
。
然
ら
ば
羅
馬
法
に
於
て
は
婚

姻
を
如
何
な
る
も
の
と
見
俲
せ
し
や
と
云
ふ
に
羅
馬
法
上
の
沿
革

上
に
於
て
婚
姻
の
性
質
種
々
に
変
遷
せ
る
こ
と
を
知
る
を
得
可
し
。

之
れ
次
に
述
べ
ん
と
す
る
羅
馬
婚
姻
の
種
類
に
依
り
其
変
遷
の
大

様
を
見
る
に
足
る
可
し
。

第
二
　
婚
姻
の
種
類

一
般
の
国
の
婚
姻
歴
史
よ
り
見
る
に
第
一
に
起
り
し
は

 

［
百
五
十
二
丁
表
］

酋
族
共
同
婚
　
　com

m
unal m

arriage

掠
奪
婚
　
　
　
　
即
ち
之
れ
よ
り
一
人
占
有
の
も
の
と
為
す
。

売
買
婚
　
　
　
　 

之
れ
少
し
く
他
酋
族
と
交
通
す
る
に
来
り
た

る
也
。
之
れ
は
余
程
進
み
た
る
な
り
。

贈
与
婚
　
　
　
　 

之
れ
双
方
の
親
が
嫁
に
な
ら
ん
と
夫
に
取
ら

ん
と
約
す
る
也
。

右
の
四
段
を
経
る
も
の
な
り
。
抑
も
原
社
会
に
於
て
は
人
々
自

立
の
力
に
乏
し
く
故
に
水
草
を
遂
ひ
漸
く
生
を
繋
ぐ
の
時
代
に
は

女
の
数
は
必
定
減
少
な
り
し
。
之
に
於
て
か
数
夫
一
妻
の
制
と
為

り
た
る
な
り
。
之
れ
の
制
は
余
程
広
く
行
は
れ
し
に
は
相
違
な
し
。

其
後
稍
進
ん
で
秀
で
た
る
人
々
は
一
夫
数
妻
の
制
を
経
り
た
る
等

の
事
も
あ
り
た
る
可
し
。
然
れ
ど
も
之
れ
少
数
の
富
強
者
の
間
に

）
三
四
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

八
二

近
世
諸
国
の
法
に
由
れ
ば
結
婚
の
効
果
は
其
妻
を
夫
と
同
一
体

と
為
す
も
の
な
り
。
羅
馬
法
に
於
て
夫
権
を
生
ず
る
結
婚
の
効
果

は
之
れ
に
異
な
り
其
効
果
は
其
妻
を
し
て
夫
の
家
族
た
ら
し
む
る

の
効
果
を
有
し
た
る
も
の
な
り
。
故
に
之
れ
を
法
律
上
よ
り
論
ず

れ
ば
妻
は
殆
ど
夫
の
娘
の
如
し
。
其
権
利
に
至
り
て
も
初
め
は
他

の
家
族
と
少
し
も
異
な
る
こ
と
な
か
り
し
。
蓋
し
夫
権
を
生
ず
る

結
婚
は
古
代
の
掠
奪
売
買
贈
与
婚
の
遺
習
に
し
て
羅
馬
法
に
於
て

は
夫
権
を
生
ず
る
正
式
の
結
婚
は
左
の
三
種
な
り
。［
百
五
十
四

丁
表
］

1. confarreatio
2. coem

ptio
3. usus

第
一
　
コ
ン
フ
ァ
ラ
シ
ヨ

コ
ン
フ
ァ
ラ
シ
ヨ
と
は
宗
教
上
の
結
婚
式
に
し
て
新
夫
婦
は
十

人
の
立
会
人
の
面
前
に
於
て
牛
を
殺
し
て
之
れ
を
犠
牲
と
為
し
神

を
祭
り
、
其
後
僧
侶
は
一
つ
の
パ
ン
を
二
つ
に
分
ち
之
れ
を
新
夫

婦
に
分
与
し
夫
婦
は
共
に
之
れ
を
食
ひ
生
涯
生
活
を
共
に
す
る
の

事
と
為
す
な
り
。

第
二
　
コ
エ
ン
プ
シ
ヨ

之
れ
蓋
し
売
買
婚
の
遺
［
習
］
に
し
て
其
儀
式
に
至
り
て
は
財

風
俗
に
起
り
し
も
の
な
り
。
而
し
て
後
に
至
り
て
は
政
治
上
の
理

由
に
由
り
一
統
の
血
統
を
保
存
せ
ん
が
為
め
に
此
制
を
守
り
し
も

の
な
ら
ん
。

蓋
し
古
代
に
於
て
交
婚
権
コ
ン
ニ
ュ
ビ
ヤ
ム
を
豪
族
の
内
に
の

み
限
り
平
民
に
之
れ
を
許
さ
た
り
し
は
近
世
諸
国
の
同
族
婚
と
殆

ぼ
其
赴
き
を
一
に
せ
り
。

然
る
に
後
に
至
り
て
は
豪
族
平
民
間
に
結
婚
権
を
許
し
又
解
放

自
由
人
と
自
由
人
と
の
間
に
も
結
婚
権
を
許
せ
り
。
然
る
に
此
時

に
至
り
て
も
猶
ほ
元
老
院
議
員
の
親
族
は
解
放
自
由
人
と
結
婚
す

る
事
を
禁
ぜ
り
。
ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
帝
の
新
法
第
百
四
十
七
号
に

於
て
初
め
て
此
禁
を
解
け
り
。
又
初
め
は
結
婚
権
は
豪
族
に
限
り

た
れ
ど
も
後
に
は
之
れ
を
平
民
に
も
与
へ
た
り
。
其
後
は
又
ラ
テ

ン
人
に
も
此
権
を
与
へ
た
り
し
。
然
る
に
カ
ラ
カ
ラ
帝
の
と
き
に

至
り
羅
馬
全
帝
国
人
民
に
羅
馬
市
民
の
［
百
五
十
三
丁
裏
］
資
格

を
与
へ
し
。
故
に
遂
に
羅
馬
帝
国
内
の
人
民
は
皆
正
式
に
由
り
結

婚
す
る
を
得
る
に
至
れ
り
。

又
羅
馬
法
に
て
はm

anus

即
ち
夫
権
を
生
ず
る
結
婚
と
之
れ

を
生
ぜ
ざ
る
結
婚
と
の
二
つ
に
結
婚
を
分
て
り
。
夫
権
を
生
ず
る

結
婚
を
取
結
ぶ
と
き
は
其
妻
と
為
る
も
の
は
其
生
家
の
家
長
権
内

よ
り
脱
し
て
其
夫
の
家
長
権
内
に
入
る
。

）
三
四
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

八
三

供
し
て
之
れ
を
祖
先
に
告
げ
た
る
も
の
な
ら
ん
と
考
ふ
。
中
世
以

来
は
欧
州
諸
国
に
て
結
婚
法
を
お
お
む
ね
皆
宗
教
法
の
一
部
に
属

し
た
り
し
。
之
れ
を
民
法
の
一
部
と
為
せ
し
も
の
は
第
十
八
世
期

下
半
以
来
に
か
か
る
も
の
多
か
り
し
。

斯
の
如
く
結
婚
法
の
以
て
宗
教
法
の
一
部
と
為
る
は
耶
蘇
教
に

基
づ
き
た
る
も
の
に
相
違
な
け
れ
ど
も
其
歴
史
上
の
起
り
は
羅
馬

法
に
於
て
祖
先
祭
祀
の
結
婚
式
を
以
て
尤
も
重
ん
じ
た
る
が
故
な

ら
ん
と
信
ず
。

右
三
種
の
正
婚
式
はm

anus

夫
権
を
生
ず
る
も
の
な
る
故
に

其
妻
た
る
も
の
は
全
く
法
律
上
独
立
の
資
格
を
失
ひ
妻
の
財
産
は

悉
く
夫
の
所
有
に
帰
せ
り
。
然
る
に
羅
馬
法
の
如
く
新
婚
の
自
由

な
り
し
と
き
は
屡
貧
窮
の
男
子
富
有
の
女
子
を
娶
り
後
に
之
れ
を

離
別
す
る
が
如
き
不
都
合
あ
り
た
り
。［
百
五
十
五
丁
裏
］
其
他

正
式
の
結
婚
に
て
は
種
々
の
弊
害
及
び
不
便
を
生
ぜ
し
を
以
て
遂

に
非
正
式
（
帝
国
の
末
に
流
行
せ
り
。）
の
婚
姻
を
為
し
夫
は
妻

の
上
に
夫
権
を
有
せ
ざ
る
結
婚
を
為
さ
ん
こ
と
を
試
む
る
に
至
れ

り
。
而
し
て
羅
馬
人
が
正
式
結
婚
の
例
外
を
用
い
ん
と
す
る
に
当

り
正
式
婚
の
一
な
る
ユ
ー
サ
ス
の
儀
式
に
依
り
其
妻
を
し
て
一
年

以
内
に
三
夜
の
外
泊
を
為
さ
し
め
之
れ
に
よ
り
て
夫
権
の
時
効
を

生
ず
る
こ
と
を
妨
げ
た
る
も
の
な
り
。
斯
く
如
く
非
正
式
の
結
婚

産
の
売
買
と
殆
ど
同
一
な
り
。
此
儀
式
に
於
て
は
五
人
の
立
会
人

あ
り
て
其
外
にlibripens

即
ち
衡

は
か
り

を
持
つ
人
あ
り
て
新
夫
は
其

計
り
の
皿
に
銅
貨
を
載
せ
以
て
結
婚
［
百
五
十
四
丁
裏
］
の

［
証
］
と
せ
り
と
云
ふ
。

第
三
　
ユ
ー
サ
ス

此
結
婚
式
は
恰
も
婦
女
の
プ
レ
ス
ク
リ
プ
シ
ヨ
ン
の
如
き
も
の

に
し
て
男
子
が
婦
人
と
一
年
間cohabit

同
住
し
其
間
に
其
婦
人

に
し
て
引
続
き
三
夜
間
外
泊
す
る
事
な
き
と
き
は
法
律
上
夫
妻
の

関
係
を
生
ず
る
な
り
。
蓋
し
此
の
ユ
ー
サ
ス
の
結
婚
式
は
古
代
の

マ
リ
エ
ー
ジ
　
バ
イ
　
キ
ャ
プ
チ
ュ
ア
ー
即
ち
掠
奪
婚
［
に
］
帰

因
せ
る
事
は
疑
も
な
し
。

前
述
の
三
種
の
正
婚
中
コ
ン
フ
ァ
ラ
シ
ヨ
を
以
て
尤
も
重
し
と

為
し
。
コ
エ
ン
プ
シ
ヨ
之
れ
に
次
ぎ
ユ
ー
サ
ス
尤
も
下
位
に
あ
り

た
り
。
然
れ
ど
も
若
し
之
れ
を
結
婚
沿
革
の
順
序
よ
り
云
ふ
と
き

は
ユ
ー
サ
ス
尤
も
古
し
。
コ
エ
ン
プ
シ
ヨ
即
ち
売
買
婚
と
も
云
ふ

可
き
も
の
は
其
後
に
起
り
た
る
も
の
な
り
。
而
し
て
コ
ン
フ
ァ
ラ

シ
ヨ
即
ち
宗
教
上
の
結
婚
式
を
或
は
最
後
に
発
達
せ
し
も
の
な
ら

ん
と
思
は
る
。
蓋
し
其
起
源
は
［
百
五
十
五
丁
表
］
祖
先
祭
祀
の

風
よ
り
来
り
し
も
の
な
り
。

其
故
は
妻
を
娶
る
は
新
に
一
人
の
家
族
を
増
す
事
故
に
犠
牲
を

）
三
七
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

八
四

後
に
至
りC

onsensus non concubitas facit m
atrim

onium

な
る
原
則
行
は
る
る
に
至
れ
り
。［
百
五
十
六
丁
裏
］
斯
く
の
如

く
羅
馬
法
に
て
は
結
婚
者
双
方
の
共
諾
必
要
な
り
と
為
す
に
至
り
。

外
形
上
の
法
式
は
凡
て
之
れ
を
用
い
ざ
る
に
至
れ
り
。
遇
た
ま
た

ま
婚

姻
の
際
に
結
婚
証
書
を
用
い
た
る
慣
例
も
あ
れ
ど
も
之
れ
は
法
律

が
必
要
の
も
の
と
為
せ
し
に
在
ら
ず
只
結
婚
者
の
身
分
非
常
に
相

違
し
た
る
等
の
場
合
に
於
て
は
或
は
人
が
其
妻
を
認
め
て
妾
と
為

す
の
嫌
疑
を
避
け
ん
が
為
め
之
れ
を
用
い
た
り
し
と
云
ふ
。

ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
帝
の
と
き
に
至
り
譬
へ
身
分
の
異
な
り
た
る

も
の
の
結
婚
に
於
て
も
証
書
を
用
い
る
の
慣
例
一
旦
頽
れ
た
れ
ど

も
新
法
第
七
十
四
号
及
百
十
四
号
に
於
て
高
位
高
官
の
者
に
限
り

結
婚
証
書
を
用
い
る
の
規
則
を
定
め
た
り
し
。
ヲ
ル
ト
ラ
ン
氏
の

説
に
由
れ
ば
羅
馬
法
に
於
て
は
婚
姻
は
決
し
て
共
諾
の
み
に
て
為

る
も
の
に
あ
ら
ず
。
恰
も
物
品
引
渡
に
よ
り
て
所
有
権
異
転
す
る

如
く
其
妻
に
し
て
夫
に
引
渡
さ
れ
る
迄
は
婚
姻
の
効
果
を
生
ぜ
ず

と
云
へ
り
。（
第
八
版
第
八
十
枚
） 

［
百
五
十
七
丁
表
］

然
れ
ど
も
予
の
考
ふ
る
所
に
て
は
妻
は
本
も
と
も

と
家
長
の
財
産
な

り
し
。
故
に
何
れ
の
国
に
於
て
も
古
代
の
法
律
に
於
て
は
結
婚
を

物
品
売
買
若
く
は
譲
与
と
同
一
の
も
の
に
見
俲
し
て
其
婦
人
が
新

夫
の
手
に
引
渡
さ
る
る
と
き
を
以
て
婚
姻
の
効
果
と
為
せ
る
は
明

に
よ
り
た
る
と
き
は
其
妻
た
る
も
の
は
生
家
の
管
轄
を
離
れ
ず
夫

の
家
長
権
内
に
帰
せ
ざ
る
も
の
な
り
。

且
つ
妻
は
自
己
の
財
産
を
有
し
夫
の
干
渉
な
く
し
て
之
れ
を
処

分
す
る
の
権
を
有
せ
り
。
故
に
其
夫
妻
の
間
に
於
て
は
只
生
活
上

の
共
同
あ
り
し
の
み
に
し
て
法
律
上
に
於
て
は
殆
ど
別
人
の
如
く

な
り
し
。
只
其
間
に
生
れ
た
る
子
は
其
夫
の
家
長
権
に
属
せ
り
。

野
合
即
ち
私
生
の
子
と
は
異
な
れ
り
。
後
に
至
り
て
は
非
正
式
結

婚
の
便
を
覚
る
へ
た
り
し
故
に
羅
馬
に
て
は
通
常
之
に
依
る
に
至

れ
り
。
併
し
［
百
五
十
六
丁
表
］
之
れ
一
時
の
反
動
に
出
で
し
も

の
に
し
て
其
後
中
世
以
来
は
法
律
は
結
婚
の
効
果
は
夫
婦
を
し
て

同
一
体
と
為
ら
し
む
る
も
の
な
り
と
見
俲
せ
り
。
現
今
に
至
り
て

法
律
は
漸
く
夫
妻
の
法
律
上
の
独
立
の
別
人
と
認
む
る
の
傾
向
を

顕
は
す
に
至
れ
り
。
之
れ
を
要
す
る
に
古
代
の
法
律
は
妻
を
夫
の

家
族
と
為
し
中
世
の
法
律
は
妻
を
夫
と
同
一
体
と
為
し
近
世
の
法

律
は
夫
妻
の
独
立
存
在
を
認
む
る
の
方
向
に
向
ひ
た
り
。

斯
く
俄
に
夫
妻
に
独
立
を
与
へ
た
れ
ど
も
之
れ
一
時
の
反
動
と

見
ざ
る
可
か
ら
ず
。

第
三
　
羅
馬
法
結
婚
の
法
式

前
述
の
如
く
羅
馬
の
正
婚
式
は
後
に
至
り
漸
々
に
勢
力
を
失
ひ

遂
に
結
婚
者
の
共
議
を
以
て
婚
姻
の
要
素
と
為
す
に
至
れ
り
。
其

）
三
〇
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

八
五

る
主
義
を
採
れ
り
。

第
一
　
結
婚
の
予
約
を
独
立
の
一
の
契
約
と
見
俲
せ
り
。
而
し

て
之
れ
に
違
背
せ
る
と
き
は
実
際
の
損
害
な
し
と
雖
ど
も
違
約
の

訴
を
起
し
賠
償
を
要
求
す
る
の
法
あ
り
。
即
ち
英
国
の
法
律
の
如

き
即
ち
之
れ
な
り
。

第
二
　
結
婚
の
予
約
を
以
て
独
立
の
契
約
と
見
俲
さ
ず
し
て
之

れ
を
破
り
［
百
五
十
八
丁
表
］
た
る
が
為
め
の
実
際
の
損
害
を
醸

し
た
る
場
合
の
み
に
限
り
出
訴
を
許
す
の
法
律
あ
り
。
ヲ
ー
ス
ト

リ
ヤ
　
フ
ラ
ン
ス
の
民
法
の
如
き
之
れ
な
り
。

第
三
　
結
婚
［
の
］
予
約
は
之
れ
を
契
約
と
見
俲
さ
ず
し
て
譬

ひ
之
れ
を
破
る
と
も
出
訴
の
許
さ
ざ
る
国
あ
り
。
伊
太
利
の
如
き

之
れ
な
り
。

第
五
　
結
婚
の
資
格
［（
独
居
蓄
妾
の
制
）］

羅
馬
法
に
於
て
は
次
に
掲
ぐ
る
資
格
を
有
し
た
る
人
に
あ
ら
ざ

れ
ば
結
婚
を
為
す
を
得
ず
。

第
一
　
年
齢
に
関
し
た
る
資
格

羅
馬
古
代
の
法
律
に
於
て
は
年
齢
に
関
す
る
制
限
は
な
か
り
し

様
な
り
。

然
る
に
進
歩
派
な
る
プ
ロ
キ
ュ
リ
ヤ
［
ン
］
派
の
諸
学
士
は
結

白
な
る
事
な
り
。
然
し
な
が
ら
又
何
れ
の
国
に
於
て
も
斯
く
婦
人

を
物
件
と
見
俲
す
る
の
時
代
よ
り
し
て
漸
く
婦
人
の
人
格
を
認
む

る
様
に
な
り
遂
に
承
諾
の
み
を
以
て
結
婚
の
要
素
と
為
す
に
至
る

は
沿
革
法
理
学
上
の
一
原
則
と
も
云
ふ
可
き
な
り
。
故
に
羅
馬
法

に
於
て
も
帝
国
の
末
に
至
り
て
は
承
諾
は
結
婚
を
為
す
の
原
則
に

依
り
て
婦
人
の
引
渡
を
待
た
ず
し
て
婚
姻
の
効
果
を
生
ぜ
ん
と

［
の
］
見
解
を
下
せ
る
方
正
当
な
り
と
信
ず
。

第
四
　
結
婚
の
約
束

羅
馬
の
法
律
漸
く
進
歩
し
て
遂
に
婚
姻
は
共
諾
を
以
て
其
要
素

と
す
る
に
至
る
の
時
代
に
至
り
て
は
結
婚
の
予
約sponsalia

を

結
ぶ
の
風
行
は
る
る
に
至
れ
り
。［
百
五
十
七
丁
裏
］
然
し
な
が

ら
之
れ
必
ず
結
婚
に
必
要
な
る
手
続
に
在
ら
ず
し
て
予
約
な
く
し

て
結
婚
せ
し
も
の
も
亦
多
か
り
し
。
而
し
若
し
此
の
予
約
に
背
き

た
る
と
き
は
之
れ
を
裁
判
所
に
訴
へ
て
執
行
を
請
求
す
る
こ
と
は

出
来
ざ
り
し
も
の
な
り
。

之
の
予
約
と
云
ふ
は
贈
与
婚
時
代
の
言
［
ひ
］
名
づ
け
と
は
其

性
質
を
異
に
せ
り
。
何
れ
と
な
れ
ば
予
約
は
双
方
の
承
諾
な
れ
ば

承
諾
婚
の
時
代
に
非
ら
ざ
れ
ば
之
れ
無
き
事
な
り
。
言
ひ
名
づ
け

は
只
彼
を
此
に
嫁め
あ

は
せ
ん
と
を
当
て
に
せ
し
に
止
ま
れ
り
。

近
世
諸
国
の
法
律
に
は
結
婚
予
約
に
関
し
て
三
種
の
異
な
り
た

）
三
四
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

八
六

て
は
親
た
る
の
位
地
（in loca parentis

）
を
占
む
る
を
以
て
其

結
婚
を
許
さ
ず
。

傍
系
親
の
間
に
て
は
兄
弟
姉
妹
の
関
係
あ
る
も
の
は
互
に
結
婚

を
許
さ
ず
。
其
関
係
養
子
よ
り
来
る
も
亦
同
じ
。
然
れ
ど
も
一
旦

離
別
を
為
し
た
る
後
は
前
に
養
子
に
由
り
て
兄
弟
姉
妹
の
関
係
あ

り
た
る
も
の
と
結
婚
す
る
も
妨
な
し
。

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
帝
の
と
き
に
死
し
た
る
兄
弟
の
妻
若
く
は
死

し
た
る
妻
の
姉
妹
を
娶
る
事
を
禁
ぜ
り
。

又
従
兄
弟
姉
妹
間
の
結
婚
は
一
時
禁
止
し
た
れ
ど
も
、
ア
ー
ガ

チ
ヤ
ス
及
び
ヲ
ノ
リ
ヤ
ス
帝
の
と
き
に
至
り
此
禁
令
を
解
け
り
。

此
時
よ
り
以
来
羅
馬
帝
国
に
於
て
は
傍
系
血
統
親
及
び
其
以
外
の

者
は
相
互
に
結
婚
す
る
を
許
せ
し
。 

［
百
五
十
九
丁
裏
］

近
時
諸
国
の
民
法
に
も
此
に
俲
ひ
四
等
親
を
以
て
結
婚
を
許
す

の
最
近
親
と
せ
り
。

第
四
　
公
益
上
結
婚
の
制
限

羅
馬
法
に
於
て
は
一
州
の
知
事
は
其
管
内
の
婦
女
を
娶
り
以
て

妻
と
為
す
を
禁
ぜ
り
。D

igest

第
二
編
第
八
十
二
章
二
十
三
条

［
第
廿
三
編
第
二
章
卅
八
条
、D

.23,2,38

］。

又
後
見
人
た
る
も
の
は
自
ら
其
被
後
見
人
と
結
婚
し
又
は
己
れ

の
子
に
其
被
後
見
人
を
嫁
す
を
禁
ぜ
り
。
ジ
ゼ
ス
ト
第
二
編
第
廿

婚
年
齢
を
一
定
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
と
の
議
論
を
主
張
せ
り
。
而
し

て
サ
ビ
ニ
ヤ
ン
派
の
人
は
之
れ
に
反
し
て
曰
く
、
若
し
結
婚
年
齢

に
付
て
の
争
の
生
ぜ
る
と
き
は
各
己
人
身
体
の
定
度
［
百
五
十
八

丁
裏
］
に
従
ひ
之
れ
を
定
む
可
し
と
主
張
せ
り
。
然
る
に
サ
ビ
ニ

ヤ
ン
の
説
は
之
れ
を
実
行
す
る
こ
と
甚
困
難
な
り
し
。
故
に
ジ
ヤ

ス
チ
ニ
ヤ
ン
帝
の
と
き
に
遂
に
プ
ロ
キ
ュ
リ
ヤ
ン
派
の
説
を
採
用

せ
り
。
即
ち
男
子
の
適
婚
年
齢
（pubertas

）
を
十
四
年
と
し
女

子
の
適
齢
を
十
二
歳
と
定
め
た
り
。

第
二
　
結
婚
者
の
数

羅
馬
に
於
て
は
十
二
銅
表
の
古
に
よ
り
一
夫
一
婦
の
制
已
に
に

行
は
れ
た
り
。
男
女
一
度
結
婚
し
た
る
と
き
は
前
婚
の
未
だ
解
け

ざ
る
間
は
他
の
男
子
に
嫁
し
又
は
他
の
女
子
を
娶
る
事
を
禁
ぜ
り
。

又
羅
馬
に
て
は
蓄
妾
の
制
あ
り
た
れ
ど
も
正
妻
の
あ
る
も
の
は
妾

を
置
く
こ
と
は
禁
せ
り
。

第
三
　
親
籍
間
の
関
係

羅
馬
法
に
於
て
は
尊
族
族
と
卑
族
親
と
（
直
系
統
間
の
）
の
結

婚
を
禁
ぜ
り
。
而
し
て
其
禁
は
独
り
自
然
の
血
統
の
み
な
ら
ず
養

子
の
制
度
を
生
じ
［
百
五
十
九
丁
表
］
た
る
も
の
も
亦
結
婚
を
禁

じ
た
り
。
而
し
て
例
ひ
其
養
子
を
離
別
し
た
る
後
と
雖
ど
も
改
め

て
之
れ
と
結
婚
す
る
事
能
は
ず
。
又
伯
叔
父
母
は
其
メ
イ
に
対
し

）
三
四
（
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陳
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士
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八
七

れ
等
を
あ
る
も
以
て
家
長
権
の
ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
帝
頃
に
は
衰
微

し
た
る
を
見
る
に
足
る
可
し
。 

［
百
六
十
丁
裏
］

第
五
［
六
］　
法
式

近
世
諸
国
の
法
式
に
於
て
は
或
は
結
婚
を
宗
教
上
の
制
度
と
見

俲
す
も
の
あ
り
。
又
或
は
之
れ
を
民
法
上
の
制
度
と
見
俲
す
も
の

あ
り
。
羅
馬
法
に
於
て
は
婚
姻
を
全
く
民
法
上
の
制
度
と
見
俲
せ

り
。
彼
の
コ
ン
フ
ァ
ラ
シ
ヨ
の
結
婚
式
の
如
き
は
祖
先
を
祭
る
の

儀
式
に
起
り
し
も
の
な
れ
ど
も
後
羅
馬
に
於
て
後
羅
馬
に
於
て
結

婚
正
式
の
行
は
れ
ざ
る
後
に
至
り
て
は
婚
姻
は
全
く
宗
教
と
分
離

し
て
僧
侶
は
其
儀
式
に
干
渉
す
る
事
は
在
ら
ざ
り
し
。
然
る
に
レ

オ
帝
の
時
（
ジ
ヤ
ス［
チ
ニ
ア
ン
］
帝
よ
り
も
遥
か
に
後
。）
紀
元

八
百
八
十
六
年
凡
そ
婚
姻
は
僧
侶
の
面
前
に
於
て
之
れ
を
行
ふ
可

し
と
の
法
令
を
発
せ
り
。
其
後
欧
州
諸
国
に
於
て
婚
姻
は
僧
侶
の

面
前
又
は
寺
院
に
於
て
之
れ
を
為
す
の
慣
習
漸
く
行
は
る
る
に
至

れ
り
。

然
る
に
中
世
に
至
り
て
婚
姻
は
全
く
宗
教
上
の
制
度
と
見
俲
さ

る
に
至
れ
り
。
就
中
婚
姻
を
宗
教
の
管
轄
内
に
属
せ
し
め
た
る
尤

も
著
し
き
変
革
は
［
百
六
十
一
丁
表
］
一
千
五
百
六
十
三
年
の

C
ouncil of T

rent

（
之
れ
婚
姻
歴
史
に
於
て
非
常
に
有
名
な
る

も
の
な
り
。）
即
ち
高
僧
会
議
に
於
て
凡
そ
婚
姻
は
僧
侶
の
面
前

三
条
［
第
廿
三
編
第
二
章
卅
六
条
、D

.23,2,36

］。

但
し
前
二
項
の
禁
は
皆
権
力
の
乱
用
を
予
防
す
る
の
意
に
出
で

た
り
し
な
ら
ん
。
又
コ
デ
ッ
キ
ス
第
一
編
第
九
章
第
七
節
に
よ
れ

ば
耶
蘇
教
徒
と
猶
太
人
種
と
結
婚
す
る
を
禁
ぜ
り
。

第
五
　
父
の
許
諾

凡
そ
豪
族
た
る
も
の
に
し
て
結
婚
せ
ん
と
す
る
も
の
は
其
父
若

く
は
家
長
の
許
諾
を
［
百
六
十
丁
表
］
経
ざ
る
可
か
ら
ず
。
然
れ

ど
も
其
父
な
き
も
の
は
例
ひ
幼
者
た
り
と
も
其
後
見
人
及
び
母
等

の
許
諾
は
要
せ
ざ
り
し
も
の
な
り
。

斯
く
如
く
家
族
の
結
婚
に
父
若
く
は
家
長
の
許
諾
を
要
せ
し
が

故
に
若
し
其
父
又
は
家
長
に
し
て
瘋
癲
若
く
は
白
痴
に
し
て
承
諾

を
為
す
の
能
力
を
有
せ
ざ
る
と
き
は
家
族
は
結
婚
す
る
を
得
ざ
り

し
。
然
る
に
マ
ー
カ
ス
　
ア
レ
リ
ヤ
ス
帝
の
時
に
至
り
瘋
癲
白
痴

者
の
家
族
は
其
家
長
の
許
諾
を
経
ず
し
て
結
婚
を
許
せ
し
。
然
れ

ど
も
若
し
其
病
疾
甚
だ
し
く
し
て
殆
ど
犯
暴
に
達
せ
る
と
き
は
其

家
族
は
猶
結
婚
す
る
を
許
さ
れ
ざ
り
し
な
れ
ど
も
、
ジ
ヤ
ス
チ
ニ

ヤ
ン
帝
の
と
き
に
至
り
此
禁
制
を
解
け
り
。
又D

igest

第
廿
三

編
第
二
章
［
婚
姻
の
方
式
に
つ
い
て
］
に
由
る
に
若
し
家
長
正
当

の
理
由
な
く
し
て
承
諾
を
為
さ
ざ
る
と
き
は
其
家
族
た
る
も
の
は

此
れ
を
法
庭
に
訴
ふ
る
を
得
る
に
至
れ
り
［C

f.D
.23,2,19

］。
之

）
三
三
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

八
八

戸
籍
官
吏
の
面
前
に
於
て
為
す
を
許
す
に
至
れ
り
。
故
に
英
国
現

行
法
に
由
れ
ば
婚
姻
は
一
方
よ
り
見
れ
ば
宗
教
上
の
制
度
の
如
く

又
他
の
一
方
よ
り
見
れ
ば
民
法
上
の
制
度
の
如
く
な
り
。
併
し
な

が
ら
寺
院
に
於
て
行
ふ
と
又
戸
籍
官
吏
の
面
前
に
於
て
行
ふ
と
に

関
は
ら
ず
婚
姻
は
主
と
し
て
民
法
上
の
制
度
と
見
俲
し
居
る
事
は

明
か
な
る
事
な
り
。 

［
百
六
十
二
丁
表
］

参
考
　
附
記
　
独
居
及
び
蓄
妾
に
関
す
る
制

前
述
の
如
く
羅
馬
に
は
ス
ト
イ
ッ
ク
哲
学
行
は
れ
た
る
故
共
和

政
の
末
に
至
り
て
は
往
々
独
居
を
好
む
の
風
行
は
れ
た
り
。
然
る

に
帝
国
の
初
め
に
於
て
ジ
ュ
リ
ヤ
ス
　
シ
ー
ザ
ー
［
オ
ク
タ
ウ
ィ

ア
ヌ
ス
］
は
結
婚
を
奨
励
す
る
の
必
要
を
感
じ
之
れ
に
関
す
る
法

令
を
制
定
せ
し
事
も
あ
り
。
又
ヲ
ー
ガ
ス
タ
ス
帝
の
と
き
に
至
り

益
々
結
婚
を
奨
励
す
る
の
必
要
を
生
ぜ
り
。
即
ち
遂
に
独
居
者
に

は
法
律
上
不
便
益
の
結
果
す
可
き
法
令
を
制
定
す
る
に
至
れ
り
。

則
ち
非
常
に
有
名
な
るL

ex Julia et P
apia P

oppaea

。

此
の
法
令
に
由
り
独
居
者
及
び
結
婚
者
に
し
て
子
な
き
も
の
は

相
続
権
及
び
其
他
財
産
に
関
す
る
権
を
剥
奪
せ
ら
れ
た
り
。
加
之

な
ら
ず
結
婚
者
に
し
て
三
人
以
上
の
子
を
持
ち
た
る
も
の
に
は
特

別
な
る
権
利
を
与
ふ
る
事
と
せ
り
。
而
し
て
此
法
令
に
由
り
て

に
於
て
之
れ
を
行
ひ
又
二
人
以
上
の
立
会
人
あ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば

無
効
な
り
と
の
決
議
を
為
せ
り
。
此
決
議
案
に
対
し
て
は
反
対
の

説
を
唱
ふ
る
高
僧
も
数
多
あ
り
た
り
。
五
十
六
の
反
対
投
票
あ
り

し
に
か
か
わ
ら
ず
、
遂
に
高
僧
会
議
の
採
用
す
る
所
と
為
れ
り
。

且
又
此
決
議
案
は
欧
州
諸
国
に
於
て
採
用
す
る
所
と
為
り
た
り
遂

に
此
時
よ
り
し
て
婚
姻
法
は
宗
教
法
即
ち
カ
ノ
ン
　
ロ
ー
一
部
に

属
す
る
に
至
れ
り
。

其
後
仏
国
に
於
て
は
革
命
の
時
代
迄
は
婚
姻
を
全
く
宗
教
上
の

制
度
と
見
俲
せ
し
が
革
命
以
来
之
れ
を
純
然
た
る
民
法
上
の
制
度

と
見
俲
し
相
当
官
吏
の
面
前
に
於
て
挙
行
す
る
こ
と
と
は
成
れ
り
。

独
逸
帝
国
の
現
今
の
婚
姻
法
も
婚
姻
を
以
て
全
く
民
法
上
の
制

度
と
見
俲
し
［
百
六
十
一
丁
裏
］
戸
籍
官
吏
の
面
前
に
於
て
之
れ

を
挙
行
せ
り
。

英
国
に
於
て
は
ジ
ョ
オ
ジ
第
四
世
第
四
年
第
七
十
六
号
法
律
を

以
て
一
切
の
婚
姻
は
必
ず
国
教
の
僧
官
の
面
前
に
於
て
国
教
に
て

定
め
た
る
儀
式
に
於
て
之
れ
を
行
は
ざ
る
可
か
ら
ず
と
せ
り
。
然

る
に
此
法
律
は
国
教
を
奉
ぜ
ざ
る
耶
蘇
教
徒
又
は
異
宗
の
人
の
結

婚
に
付
て
非
常
の
不
便
を
生
じ
た
る
も
の
な
る
が
故
遂
に
ウ
イ
リ

ヤ
ム
第
四
世
第
六
年
第
七
年
（
之
れ
国
会
開
期
の
二
年
に
渉
る
を

以
て
な
り
。）
第
八
十
五
号
の
に
法
律
を
以
て
婚
姻
は
寺
院
又
は

）
三
三
（
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八
九

若
し
右
に
掲
げ
た
る
制
限
を
越
へ
て
女
子
を
蓄
へ
た
る
と
き
は

之
れ
を
野
合
と
云
へ
り
。
羅
馬
法
に
於
て
妾
の
所
出
は
其
父
の
家

長
権
に
属
せ
ず
。
又
其
父
に
対
し
て
は
相
続
権
を
も
有
せ
ず
只
母

に
対
し
て
相
続
権
を
有
す
る
の
み
な
り
。
純
粋
の
私
生
子
と
異
な

る
所
は
其
父
は
其
子
を
保
育
す
る
の
義
務
を
負
ひ
し
の
み
な
り
。

妾
を
置
く
の
制
度
はJus

［tinian

］
帝
の
と
き
に
至
る
迄
も
猶

行
は
れ
た
り
。

紀
元
八
百
八
十
七
年
に
至
り
レ
ヨ
オ
遂
に
公
益
及
び
宗
教
に
反

す
る
も
の
な
り
と
て
之
れ
を
廃
せ
り
。 

［
百
六
十
三
丁
裏
］

第
六
　
結
婚
の
効

羅
馬
法
に
於
て
は
身
分
に
関
し
て
は
結
婚
の
効
力
は
近
世
と
変

ず
る
こ
と
な
し
。

妻
は
夫
の
住
所
を
以
て
己
れ
の
住
所
と
為
し
又
妻
は
夫
の
身
分

に
属
す
る
も
の
な
り
。
妻
の
所
出
の
子
は
夫
の
家
長
権
に
属
す
。

財
産
に
対
す
る
結
婚
の
効
果
は
大
に
近
世
の
法
律
と
異
れ
り
。

前
述
の
正
婚
の
儀
式
に
由
り
て
結
婚
せ
し
と
き
は
妻
の
身
分
は
全

く
夫
の
家
族
と
為
り
固
よ
り
法
律
上
独
立
の
資
格
を
有
す
る
能
は

ざ
る
も
の
な
る
故
に
、
妻
の
財
産
は
悉
く
夫
の
財
産
に
帰
し
た
る

も
の
な
り
。
然
る
に
正
婚
式
に
由
り
て
結
婚
す
る
の
風
漸
時
棄
る

に
従
ひ
妻
は
其
身
分
に
於
て
は
其
財
産
に
関
し
て
は
独
立
の
位
地

［
百
六
十
二
丁
裏
］
独
居
者
と
子
な
き
結
婚
者
と
に
与
へ
ら
れ
た

る
不
便
益
及
び
結
婚
者
に
与
へ
ら
れ
た
る
利
益
な
る
も
の
は
果
し

て
如
何
な
る
も
の
な
り
と
の
事
は
相
続
権
を
論
ず
る
の
際
評
論
す

る
こ
と
あ
る
可
し
。

何
故
に
羅
馬
に
て
は
帝
国
の
初
め
に
斯
く
の
如
く
結
婚
を
奨
励

せ
し
や
と
云
ふ
に
、
之
れ
全
く
羅
馬
帝
国
は
兵
力
を
以
て
起
り
し

を
以
而
羅
馬
の
如
く
武
威
を
以
て
諸
国
を
征
服
し
之
れ
を
己
れ
の

籍
囲
と
為
す
が
如
き
国
柄
に
於
て
は
人
口
の
多
変
は
多
に
国
力
の

強
弱
に
直
接
の
関
係
を
持
て
り
。
故
に
共
和
の
末
帝
政
の
初
め
に

於
て
は
独
居
を
為
る
可
く
制
限
せ
り
。
又
斯
く
人
口
の
増
加
を
計

る
為
、
故
に
遂
に
ヲ
ー
ガ
ス
タ
ス
帝
の
と
き
に
蓄
妾
の
制
も
法
律

を
以
て
認
む
る
に
至
れ
る
な
り
。
之
れ
則
ち
人
口
増
加
の
政
略
に

し
て
道
徳
蓄
妾
の
為
め
に
あ
ら
ず
。

然
し
羅
馬
に
於
て
法
律
上
妾
を
蓄
ふ
る
を
認
む
る
に
多
少
の
制

限
あ
り
て
我
国
従
来
の
妾
の
制
度
と
は
多
に
異
れ
り
。

 

［
百
六
十
三
丁
表
］

羅
馬
法
に
於
て
妾
に
関
す
る
制
限
は
左
の
如
し
。

第
一
　
妻
を
有
す
る
も
の
は
妾
を
蓄
ふ
可
か
ら
ず
。

第
二
　
一
人
以
上
の
妾
を
蓄
ふ
可
か
ら
ず
。

第
三
　
他
人
の
妻
を
己
れ
の
妾
と
為
す
可
か
ら
ず
。

）
三
三
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

九
〇

（gift on account of m
arriage

）

之
れ
夫
よ
り
妻
に
送
く
る
の
財
産
な
り
。

第
一
の
ド
ス
即
ち
嫁
資
に
関
し
て
は
夫
は
其
使
用
権
（usus

）

及
び
収
実
権
を
有
し
若
し
嫁
資
に
し
て
動
産
な
れ
ば
処
分
権
を
も

有
せ
り
。
若
し
又
嫁
資
不
動
産
な
れ
ば
た
と
ひ
妻
の
承
諾
あ
り
と

も
他
人
に
売
買
譲
与
（
即
ち
処
分
権
）
す
る
能
は
ず
。
而
し
て
若

し
夫
死
亡
す
る
か
又
は
離
婚
せ
ら
れ
て
妻
の
関
係
絶
へ
た
る
と
き

は
妻
或
は
妻
の
相
続
人
に
移
る
な
り
。

右
に
述
べ
た
る
処
は
普
通
の
場
合
を
示
せ
し
も
の
に
し
て
猶
ほ

双
方
の
協
議
に
由
り
て
之
れ
を
変
更
す
る
を
得
た
り
。

結
婚
の
贈
与
に
付
て
は
夫
婦
の
関
係
の
存
す
る
間
は
夫
之
れ
を

監
理
す
。 

［
百
六
十
五
丁
表
］

若
し
夫
に
し
て
其
妻
に
先
さ
き
だ

つ
て
死
亡
せ
る
と
き
は
其
未
亡
人
に

移
る
な
り
。
若
し
妻
に
し
て
夫
に
先
つ
て
死
亡
す
る
と
き
は
夫
の

手
に
移
る
も
の
と
せ
り
。
之
れ
は
極ご
く

中
康
を
取
り
た
る
積
り
な
り
。

右
に
異
述
し
た
る
所
由
れ
ば
結
婚
の
際
夫
婦
互
に
財
産
を
贈
与

す
る
も
其
監
理
の
権
は
一
に
夫
に
属
す
。
離
別
若
く
は
死
去
に
由

り
夫
婦
の
関
係
絶
へ
た
る
と
き
に
至
り
初
め
て
婚
姻
の
と
き
の
契

約
の
実
行
を
見
る
に
至
る
な
り
。
故
に
羅
馬
の
末
に
至
り
て
は
夫

婦
財
産
共
有
の
制
を
用
ゐ
た
れ
ど
も
妻
の
財
産
に
し
て
嫁
資
の
部

を
有
す
る
に
至
れ
り
。
時
と
し
て
は
妻
は
却
て
夫
よ
り
も
多
く
の

財
産
を
有
す
る
様
に
な
り
た
る
事
も
あ
り
。
然
る
に
斯
く
の
如
く

夫
婦
財
産
を
別
に
す
る
の
制
大
に
行
は
る
る
に
至
り
。
時
と
し
て

は
夫
と
妻
が
互
に
財
産
上
の
利
益
を
異
に
す
る
場
合
を
生
じ
［
百

六
十
四
丁
表
］
又
互
に
生
活
上
の
協
力
を
為な
さ

ず
、
為
め
に
家
内
の

親
睦
を
損
す
る
の
弊
を
生
ぜ
り
。
此
に
於
て
羅
馬
法
に
又
一
度
変

動
を
生
ぜ
り
。
即
ち
遂
に
夫
婦
財
産
を
共
有
す
る
の
制
の
為
る
に

至
れ
り
。
故
に
羅
馬
法
に
於
て
は
妻
の
財
産
上
の
規
則
三
度
変
更

せ
り
。

其
初
め
に
於
て
は
妻
の
財
産
は
全
く
夫
の
独
有
に
帰
せ
り
。
中

頃
に
至
り
て
は
妻
は
別
産
を
有
す
る
を
得
る
の
制
行
は
れ
末
に
至

り
夫
妻
財
産
を
共
通
す
る
の
制
に
帰
せ
り
。

斯
く
の
如
く
財
産
共
通
の
制
行
は
る
る
に
至
り
夫
婦
の
財
産
上

の
関
係
は
契
約
法
に
よ
り
て
定
ま
り
。
身
分
上
の
関
係
の
み
が
身

分
法
に
よ
り
て
定
ま
る
に
至
れ
り
。
其
後
羅
馬
法
に
於
て
は
結
婚

す
る
に
当
り
財
産
に
関
ふ
る
契
約
を
為
す
と
の
制
行
は
れ
た
り
。

而
し
て
其
契
約
は
通
常
左
の
二
種
と
せ
り
。

第
一
　dos

　
嫁
資 

［
百
六
十
四
丁
裏
］

之
れ
結
婚
の
際
妻
が
夫
に
送
る
な
り
。

第
二
　donatio propter nuptium

　
結
婚
の
贈
与

）
三
四
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

九
一

羅
馬
法
の
離
婚
法
を
述
ぶ
る
に
前さ

き

だ
ち
一
般
離
婚
法
の
沿
革
に

付
き
一
言
を
要
す
。

独
逸
法
理
学
者
ス
ツ
リ
ツ
ペ
ル
マ
ン
氏
の
離
婚
法
論
の
初
め
に

離
婚
に
は
三
根
拠
（hom

es

）
あ
り
。
第
一
離
婚
は
私
法
上
の
制

度
な
り
。
第
二
離
婚
は
政
治
上
の
制
度
な
り
。
第
三
離
婚
は
宗
教

上
の
制
度
な
り
（
13
）
。

各
国
の
法
律
が
婚
姻
は
の
本
質
を
認
め
て
或
は
之
れ
を
民
法
上

の
制
度
と
為
し
或
は
政
治
上
の
制
度
と
為
し
或
は
又
宗
教
上
の
制

度
と
為
す
に
至
り
の
差
異
よ
り
し
て
各
国
の
離
婚
法
に
種
々
の
差

異
を
生
ず
る
に
至
れ
り
。

古
今
各
国
の
離
婚
法
を
分
類
す
れ
ば
之
れ
を
三
種
と
為
す
。
即

ち
自
由
離
婚
法
、
離
婚
禁
止
の
法
及
び
制
限
離
婚
の
法
則
ち
之
れ

な
り
。

自
由
離
婚
の
法
律
は
夫
婦
結
婚
上
の
関
係
を
軽
ず
る
の
未
開
諸

国
行
は
る
る
も
の
あ
り
。
即
ち
グ
リ
ー
キ
、
ロ
ー
マ
其
他
東
洋
諸

国
の
離
婚
法
の
如
し
。 

［
百
六
十
六
丁
裏
］

而
し
て
文
化
高
等
の
諸
国
法
律
も
自
由
離
婚
の
方
角
に
進
歩
し

つ
つ
あ
る
と
云
ふ
こ
と
は
蓋
し
明
か
な
る
事
実
な
り
。

離
婚
禁
止
の
法
は
半
開
諸
国
に
於
て
一
時
行
は
る
る
事
の
あ
る

法
な
り
。
譬
へ
ば
伊
太
利
、
ベ
ル
ジ
ヤ
ム
［
ベ
ル
ギ
ー
］
及
び
仏

に
入
ら
ざ
る
も
の
は
即
ち
装
飾
品
の
如
き
も
の
は
之
れ
を

paraphernalia

と
称
し
妻
の
別
産
と
為
せ
り
。
之
れ
只
一
の
別

産
に
し
て
他
は
皆
共
通
に
せ
り
。

第
七
　
離
婚

羅
馬
法
に
由
る
に
婚
姻
は
死
亡
、
身
分
の
大
変
革
及
び
離
婚
に

由
り
て
［
百
六
十
五
丁
裏
］
解
除
す
る
も
の
と
す
。

capitis dim
inutio

m
agna

〃

〃

m
edia

〃

〃

家
族
上
位
地
の
異
な
る
事
。

m
inim

a

〃

〃

身
分
の
小
変
革
。

又
時
と
し
て
は
特
別
の
法
令
に
由
り
婚
姻
を
解
く
事
も
あ
り
。

譬
へ
ば
解
放
自
由
婦
人
の
夫
た
る
も
の
元
老
院
議
官
に
任
ぜ
ら
れ

た
る
と
き
は
其
任
命
に
由
り
夫
妻
の
関
係
の
解
け
る
も
の
と
の
法

令
あ
り
。
其
理
由
は
元
老
院
議
官
の
職
は
甚
だ
重
き
も
の
と
し
解

放
に
よ
り
て
自
由
を
得
た
る
婦
人
を
妻
と
為
す
は
其
職
を
辱
か
し

む
る
も
の
な
り
と
せ
り
。

此
法
は
ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
帝
の
と
き
に
至
り
廃
さ
れ
た
り
。
故

に
後
に
至
り
て
は
婚
姻
の
解
除
は
死
亡
身
分
の
大
変
換
又
は
離
婚

の
三
つ
に
帰
せ
り
。 

［
百
六
十
六
丁
表
］

）
三
四
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

九
二

婦
の
関
係
を
絶
つ
を
レ
ピ
ュ
シ
ヤ
ム
［repudium

］
即
ち
離
別

と
云
へ
り
。
自
由
離
婚
の
法
律
も
半
開
以
下
の
諸
国
は
概
ね
離
別

法
、
レ
ピ
ュ
シ
ヤ
ム
の
方
を
採
用
し
文
明
国
に
於
て
時
に
行
は
ん

と
す
る
。
自
由
離
婚
法
は
ヂ
ボ
ー
シ
ヤ
ム
即
ち
合
意
離
婚
の
主
義

に
よ
る
も
の
な
り
と
信
ず
。
而
し
て
離
別
の
権
は
通
常
夫
に
の
み

属
せ
し
［
百
六
十
七
丁
裏
］
も
の
に
し
て
妻
は
之
れ
を
有
せ
ず
。

羅
馬
法
に
於
て
も
離
別
の
権
は
夫
に
の
み
存
せ
る
も
の
な
り
。
羅

馬
に
て
は
共
和
政
治
の
末
帝
政
の
初
め
に
自
由
離
婚
の
制
盛
に
行

は
れ
た
り
為
め
に
夫
婦
の
関
係
を
軽
ず
る
事
追
々
甚
し
く
な
り
自

由
離
婚
の
弊
、
実
に
著
し
く
な
れ
り
。
此
に
於
て
制
限
離
婚
の
主

義
を
採
用
す
る
の
必
要
を
生
ぜ
り
。
羅
馬
帝
国
屡
勅
令
を
発
し
て

正
当
の
理
由
あ
る
に
非
ら
ざ
れ
ば
離
婚
す
る
を
禁
ぜ
り
。
而
し
て

若
し
理
由
な
く
し
て
離
婚
す
る
も
の
に
は
刑
罰
を
課
す
る
と
せ
り
。

然
れ
ど
も
此
等
の
法
律
は
只
理
由
の
存
ぜ
ざ
る
場
合
に
刑
を
課
す

る
に
止
ま
り
し
も
の
に
し
て
其
正
当
の
理
由
を
法
律
に
て
明
定
せ

ざ
り
し
。
左
れ
ば
之
れ
を
以
て
十
分
に
自
由
離
婚
の
弊
を
拒
ぐ
こ

と
は
出
来
ざ
り
し
。
羅
馬
帝
国
の
自
由
離
婚
法
と
近
世
諸
国
の
離

婚
制
限
法
と
異
な
る
所
は
只
其
離
婚
の
理
由
を
定
む
る
と
定
め
ざ

る
と
に
在
り
。
近
世
の
法
律
は
其
理
由
の
存
ぜ
ざ
る
と
き
は
離
婚

は
無
効
也
。
羅
馬
の
法
律
に
依
れ
ば
理
由
の
存
ぜ
ざ
る
と
き
は
刑

国
も
一
時
然
し
其
他
耶
蘇
旧
教
諸
国
の
離
婚
法
の
如
し
。

制
限
離
婚
法
は
文
化
中
等
以
上
の
国
に
行
は
る
る
も
の
な
り
。

例
へ
ば
英
吉
利
、
独
逸
、
其
他
耶
蘇
教
新
教
諸
国
の
離
婚
法
の
如

し
。羅

馬
法
は
前
述
の
如
く
掠
奪
売
買
贈
与
婚
の
時
代
を
経
て
遂
に

共
諾
婚
に
迄
進
み
た
る
も
の
な
る
故
に
自
由
離
婚
の
主
義
を
採
用

せ
り
。
故
に
羅
馬
法
に
よ
れ
ば
離
婚
と
は
配
偶
者
双
方
の
生
前
に

於
て
双
方
若
く
は
一
方
の
意
思
に
依
り
て
夫
婦
の
関
係
を
絶
を
云

ふ
。
故
に
羅
馬
法
に
於
て
は
離
婚
を
為
す
に
方あ
た

り
必
ず
し
も
双
方

の
合
意
を
要
せ
ざ
り
し
一
方
の
意
思
の
み
に
て
十
分
な
り
し
。

 
［
百
六
十
七
丁
表
］

前
に
掲
げ
た
る
自
由
離
婚
を
猶
ほ
細
分
し
て
二
つ
と
な
す
。
即

ち
合
意
離
婚
と
離
別
之
れ
な
り
。

凡
て
半
開
以
下
の
諸
国
に
於
て
は
離
別
の
慣
習
行
は
れ
て
合
意

の
離
婚
の
制
行
は
れ
ず
。

自
由
離
婚
の
国
柄
な
る
羅
馬
に
て
は
離
婚
は
分
つ
て

divortium
repudium

の
二
つ
と
す
。
即
ち
双
方
の
合
意
に
よ
り
て
離
婚
す
る
を
ヂ

ボ
ー
シ
ヤ
ム
［divortium

］
と
云
ひ
一
方
の
意
思
に
依
り
て
夫

）
三
四
（
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政
治
法
律
は
皆
家
族
制
度
に
基
け
る
も
の
な
り
。
古
代
の
君
主
は

一
族
の
長
た
る
の
資
格
を
以
て
政
権
を
握
り
し
も
の
な
り
。
古
代

の
法
律
は
家
長
の
権
利
及
び
義
務
を
定
む
る
を
以
て
其
職
分
と
為

せ
り
。
即
ち
家
長
な
る
も
の
は
国
家
の
単
位
な
り
。
外
に
対
し
て

は
一
家
を
代
表
し
内
に
対
し
て
は
家
産
及
び
家
族
を
管
理
せ
り
。

古
代
の
法
律
は
家
長
の
資
格
を
定
む
る
を
以
て
其
職
分
と
為
せ
る

も
の
故
に
近
世
に
所
謂
、
財
産
、
契
約
、
相
続
法
等
の
如
き
も
の

は
皆
家
長
の
資
格
の
中
に
含
ま
れ
た
る
も
の
な
り
。
家
長
に
在
ら

ざ
れ
ば
財
産
を
有
す
る
こ
と
も
出
来
ず
家
長
に
在
ら
ざ
れ
ば
契
約

を
為
す
を
得
ず
。
又
相
続
を
為
す
は
財
産
の
相
続
に
在
ら
ず
し
て

家
長
の
相
続
な
り
。

然
ら
ば
古
代
の
民
法
は
家
長
の
資
格
に
関
す
る
法
な
り
と
云
ふ

も
過
言
に
在
ら
ず
。 

［
百
六
十
九
丁
表
］

予
が
前
に
古
代
の
法
律
は
概
ね
皆
人
事
法
に
し
て
法
律
の
進
歩

す
る
に
従
ひ
財
産
法
、
契
約
法
、
相
続
法
等
の
法
律
が
人
事
法
よ

り
分
離
す
る
な
り
。
即
ち
社
会
の
進
歩
と
共
に
人
事
法
の
囲
範
狭

く
な
り
し
と
云
ひ
し
人
即
ち
右
の
事
を
云
ひ
し
な
り
。

羅
馬
法
に
家
長
権
と
称
す
る
も
の
は
第
一
に
其
家
族
即
ち
家
長

権
に
属
す
る
他
権
者
を
支
配
し
第
二
家
産
即
ち
其
家
の
財
産
の
全

部
を
支
配
す
る
の
権
を
有
せ
り
。
而
し
て
家
長
は
家
族
に
対
し
て

罰
は
受
け
る
と
雖
ど
も
其
離
婚
［
百
六
十
八
丁
表
］
は
固
よ
り
有

効
な
る
も
の
な
り
し
。

加の

み之
な
ら
ず
近
世
諸
国
の
法
律
は
法
庭
若
く
は
公
正
の
官
吏
に

し
て
離
婚
の
正
当
の
理
由
を
認
め
婚
姻
解
除
の
宣
告
を
為
す
を
要

す
れ
ど
も
、
羅
馬
法
に
て
は
官
吏
の
定
［
書
］
若
く
は
公
の
宣
告

等
を
要
せ
ざ
り
し
も
の
な
り
。
其
後
離
婚
を
為
さ
ん
と
欲
す
る
も

の
は
七
人
の
証
人
の
面
前
に
於
て
離
別
状
を
渡
さ
ざ
る
可
か
ら
ざ

る
と
の
勅
令
を
公
布
せ
し
事
あ
り
。
又
デ
ヲ
［
ク
］
レ
シ
ヤ
ン
帝

の
勅
令
に
由
る
に
離
婚
は
離
別
状
を
交
付
す
る
を
以
て
十
分
な
り

と
せ
り
。

斯
く
羅
馬
の
末
に
至
る
迄
も
到
底
自
由
離
婚
の
弊
を
拒ふ
せ

ぐ
能
は

ざ
り
し
。
故
に
羅
馬
は
つ
ま
り
自
由
離
婚
法
な
り
と
云
は
ざ
る
可

か
ら
ず
。

第
五
章

　家
長
権

　

patria potestas

［
百
六
十
八
丁
裏
］
前
述
の
如
く
幼
稗
の
社
会
は
一
国
は
一
家

よ
り
成
り
。
而
し
て
社
会
進
歩
す
る
に
従
ひ
一
国
は
一
己
人
よ
り

成
る
の
位
地
に
進
む
な
り
。
即
ち
古
代
に
於
て
は
国
元
素
は
一
家

な
り
。

近
世
は
一
国
の
単
位
ユ
ニ
ッ
ト
は
一
己
人
な
り
。
故
に
古
代
の

）
三
七
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dom
estica 

［
百
七
十
丁
表
］potestas

即
ち
主
人
の
権
力
と
云
ふ

意
な
り
。

斯
く
家
長
権
漸
々
分
化
す
る
に
従
ひ
上
古
の
法
律
に
於
て
家
長

権
を
総
称
せ
るm

anus

は
遂
に
夫
が
妻
に
対
す
る
権
力
の
み
を

指
す
る
に
至
れ
る
な
り
。

羅
馬
法
に
て
は
家
長
権
た
る
も
の
私
法
上
の
制
度
と
為
せ
り
。

故
に
公
法
上
の
権
利
に
於
て
は
家
長
と
家
族
と
敢
て
異
な
る
こ
と

な
か
り
し
。
私
法
上
に
家
族
た
る
も
の
も
公
法
上
に
於
て
は
或
は

官
吏
と
為
り
軍
人
と
為
り
裁
判
官
と
為
り
元
老
院
院
議
官
な
ぞ
に

成
る
事
も
出
来
た
り
し
。

 

　
羅
馬
に
て
家
長
権
私
法
な
り
し
と
云
ふ
事
に
付
き
少
し
く

説
明
を
要
す
。
即
ち
家
内
に
て
は
家
長
と
家
族
と
は
大
な
る

差
異
あ
れ
た
れ
ど
も
家
外
に
出
て
た
る
と
き
は
家
族
と
家
長

と
公
法
上
に
て
は
同
等
な
り
し
。

 

　
私
法
上
の
制
度
と
為
り
し
事
は
之
れ
余
程
進
歩
せ
る
る
の

羅
馬
に
て
は
隠
居
な
る
こ
と
な
か
り
し
。
其
然
る
所
以
は
家

長
権
の
公
法
上
の
制
度
な
り
や
私
法
［
百
七
十
丁
裏
］
上
の

制
度
な
り
や
と
の
事
の
分
る
事
な
り
。
若
し
家
長
権
に
し
て

公
法
上
の
資
格
な
く
せ
ば
年
老
ひ
た
る
と
き
は
理
屈
上
隠
居

な
る
事
を
為
さ
ざ
る
を
得
ざ
る
筈
な
り
。
即
ち
家
長
権
は
公

は
生
殺
の
権
を
有
せ
り
。
己
れ
の
意
に
従
ひ
家
族
を
殺
し
又
は
売

買
譲
与
し
他
人
の
妻
と
為
し
又
は
他
人
の
奴
隷
と
為
す
事
も
得
た

り
。
又
或
は
家
長
権
管
轄
を
免
除
し
之
れ
を
独
立
と
為
す
こ
と
も

得
た
り
。
若
し
家
族
に
し
て
他
人
よ
り
損
害
を
受
け
た
る
と
き
は

家
長
は
其
賠
償
を
請
求
し
又
其
責
に
任
ぜ
り
。
而
し
て
家
族
の
得

た
る
品
件
は
悉
く
家
長
に
帰
し
家
族
は
一
物
た
り
と
も
私
有
す
る

を
得
ざ
り
し
。
斯
の
如
く
家
長
最
上
無
限
の
権
が
之
れ
即
ち
純
粋

の
［
百
六
十
九
丁
裏
］
家
長
権
な
り
。

其
後
社
会
進
歩
す
る
に
従
ひ
家
族
た
る
も
の
漸
く
人
格
を
得
る

に
到
り
、
家
長
権
従
て
其
勢
力
を
薄
く
す
る
に
至
れ
り
。
其
家
族

の
他
の
進
歩
は
後
に
至
り
て
解
く
所
あ
る
可
し
。

古
代
の
羅
馬
法
に
て
は
家
長
権
を
総
称
し
てm

anus

（
夫
権
）

と
云
へ
り
。
蓋
し
之
れ
手
と
云
ふ
事
に
し
て
有
形
の
字
を
後
に
無

形
の
意
に
用
い
腕
力
を
権
力
と
云
ふ
に
至
り
し
な
り
。

potestas, m
anus, im

perium

等
の
文
字
は
近
世
権
利
と
云
ふ

意
に
在
ら
ず
古
代
は
権
利
な
る
字
な
し
。

然
る
に
其
後
社
会
の
進
む
に
従
ひ
家
長
が
家
族
に
対
す
る
の
権

利
と
家
産
に
対
す
る
権
利
と
を
区
別
す
る
に
至
れ
り
。
茲
に
於
て

家
族
に
対
す
る
権
を
特
にpatria potestas

と
称
せ
り
。
即
ち

父
の
権
利
と
云
ふ
事
な
り
。
而
し
て
家
産
に
対
す
る
の
権
を

）
三
〇
（
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五

ン
ス
タ
ン
チ
ー
ン
帝
初
め
て
後
婚
認
正
の
法
を
定
め
た
り
。

legitim
atio per sequens  m

atrim
onium

之
れ
第
一
の
方
法
な

り
。此

法
に
よ
る
に
若
し
其
子
の
父
た
る
も
の
後
に
至
り
て
妾
を
嫁め
と

り
て
妻
と
為
し
た
る
と
き
結
婚
以
前
妾
腹
の
子
も
適
室
［
嫡
出
］

の
子
と
同
様
の
資
格
を
得
る
に
至
れ
り
。
此
の
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ー

ン
帝
の
法
に
は
二
種
の
制
限
あ
り
た
り
。

第
一
　
已
に
他
に
適
室
［
嫡
出
］
の
子
あ
り
た
る
と
き
は
後
婚

認
正
す
る
事
得
ず
。 

［
百
七
十
一
丁
裏
］

第
二
　
其
妾
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
人
（ingenui

）
な

ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。

然
る
に
ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
帝
は
此
法
を
押
し
広
め
右
の
二
制
限

を
廃
し
凡
そ
妾
出
の
子
は
後
婚
に
依
り
適
室
［
嫡
出
］
の
子
と
為

す
を
得
る
と
定
む
。Inst. v.1 t.10 s.13

又
羅
馬
に
て
は
私
生
の
子
をcuria

に
属
せ
し
む
る
を
以
て
認

正
の
一
の
方
法
と
為
せ
り
。
キ
ュ
ー
リ
ヤ
と
は
羅
馬
属
国
諸
首
府

に
於
て
地
方
官
吏
に
選
ば
る
可
き
人
民
也
。
此
地
方
官
吏
と
為
る

は
栄
誉
官
の
如
き
も
の
に
し
て
其
位
地
を
保
つ
に
は
非
常
の
費
用

を
要
し
た
る
も
の
な
り
。
故
に
後
に
至
り
て
は
人
之
れ
を
嫌
ふ
に

至
れ
り
。
即
ち
人
民
は
キ
ュ
ー
リ
ヤ
に
属
す
る
を
却
し
り
ぞ

く
る
に
至

務
と
同
一
な
る
と
き
は
必
要
上
よ
り
隠
居
の
制
も
出
来
た
り

し
な
ら
ん
。
之
れ
羅
馬
は
小
国
に
て
他
国
を
犯
略
す
る
等な

ど

し

て
は
家
長
の
み
働
く
の
み
な
れ
ば
十
分
な
る
能
は
ず
。
家
族

に
て
も
誰
れ
に
て
も
働
か
ざ
る
可
か
ら
ず
。
之
れ
公
法
上
に

家
族
家
長
の
差
な
き
所
以
な
り
。

［
家
長
権
を
得
る
三
源
因
］

家
長
権
を
得
る
は
次
の
三
項
に
由
る
。

第
一
　
出
産

第
二
　
認
正
　legitim

ation

第
三
　
養
子
　adoption

第
一
　
出
産

正
婚
を
結
び
た
る
も
の
は
間
に
生
み
た
る
子
は
其
父
の
家
長
権

に
属
す
。
若
し
其
父
［
百
七
十
一
丁
表
］
に
し
て
他
権
者
な
る
と

き
は
其
父
の
属
す
る
家
長
権
に
属
す
る
も
の
な
り
。

第
二
　
認
正

前
述
の
如
く
羅
馬
に
て
は
元
老
院
議
官
な
ぞ
に
は
同
族
婚
制
行

は
れ
た
り
。
加
之
な
ら
ず
結
婚
種
々
の
制
限
あ
り
て
正
婚
を
結
ぶ

能
は
ざ
る
者
の
間
に
子
を
挙
ぐ
る
事
も
沢
山
あ
り
た
り
。
又
後
に

至
り
て
は
蓄
妾
の
制
を
公
認
す
る
に
至
る
と
き
に
其
庶
出
の
子
は

他
の
私
生
児
と
は
多
少
其
間
に
区
別
を
為
す
に
至
れ
り
。
故
に
コ

）
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四
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第
一
　
自
権
者
収
養
　adrogatio

［
百
七
十
二
丁
裏
］
他
人
に
し
て
家
長
た
る
も
の
を
収
養
す
れ

ば
其
養
子
と
為
り
た
る
も
の
の
家
族
及
び
家
産
は
其
家
長
と
共
に

養
親
の
家
長
権
に
属
す
る
な
り
。
之
れ
殆
も
合
家
の
如
し
。

第
二
　
他
権
者
収
養
　adoptio

他
人
の
家
長
権
に
属
す
る
子
女
を
収
養
す
る
と
き
は
其
養
子
は

旧
家
の
族
籍
を
脱
し
養
親
の
族
籍
に
移
る
な
り
。

然
し
ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
帝
の
と
き
に
至
り
此
方
［
法
］
を
改
め
、

養
子
は
生
家
の
族
籍
を
離
れ
ず
し
て
、
若
し
養
親
に
し
て
無
遺
嘱

に
て
死
せ
る
と
き
は
相
続
を
為
す
に
止
ま
れ
り
。

斯
く
二
種
其
名
を
異
に
し
た
れ
ど
も
後
に
至
り
て
は
右
の
二
種

の
収
養
法
を
総
称
し
て
広
くadoptio

と
云
ふ
に
至
れ
り
。

古
代
よ
り
養
子
の
制
あ
り
た
れ
ど
も
之
れ
等
は
祖
先
祭
祀
を
為

さ
ん
が
為
め
な
り
。
之
れ
昔
日
の
養
子
の
目
的
な
り
し
。
而
し
て

漸
く
進
み
て
家
長
権
を
相
続
さ
せ
ん
が
為
め
［
百
七
十
三
丁
表
］

に
養
子
せ
る
が
之
れ
第
二
の
時
代
な
り
。
第
三
の
時
代
に
進
む
と

き
は
財
産
相
続
の
為
す
に
養
子
を
為
す
な
り
。
而
し
て
第
四
の
時

代
に
て
は
養
親
の
心
を
慰な

ぐ
さ
む
る
か
又
は
子
児
を
救
助
す
る
為

め
か
を
目
的
と
為
る
に
至
る
。
之
れ
終
り
の
時
代
な
り
。

英
国
に
は
法
律
に
は
養
子
を
認
め
ず
仏
国
に
て
は
之
れ
を
認
め

れ
り
。
故
に
セ
オ
ド
シ
ヤ
ス
第
二
世
は
其
欠
乏
を
補
ふ
の
目
的
を

以
て
紀
元
四
百
四
十
三
年
に
勅
令
を
発
し
私
生
児
に
し
て
キ
ュ
ー

リ
ヤ
に
属
す
る
も
の
は
之
れ
を
適
室
［
嫡
出
］
の
子
と
定
む
可
し

と
せ
り
。
之
れ
認
正
法
をlegitim

atio per oblationem
 curiae

と
云
ふ
。

右
の
法
令
に
由
り
富
者
な
る
も
の
は
其
私
生
児
を
キ
ュ
ー
リ
ヤ

に
属
せ
し
め
以
て
其
資
格
［
百
七
十
二
丁
表
］
を
得
さ
し
む
る
に

至
れ
り
。

又
ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
帝
は
新
法
第
七
十
四
号
を
以
て
皇
帝
の
特
許

を
以
て
認
正
を
許
す
に
至
れ
り
。
之
れ
第
三
の
方
法
な
り
。
即
ち

legitim
atio per rescriptum

 principis
と
云
へ
り
。

左
れ
ば
羅
馬
法
に
て
は
三
種
の
認
正
あ
り
。
第
一
　
後
婚
認
正
。

第
二
　
私
生
児
を
キ
ュ
ー
リ
ヤ
に
属
せ
し
む
る
に
よ
る
認
正
。
第

三
　
皇
帝
の
勅
許
之
れ
な
り
。
而
し
て
認
正
あ
れ
ば
其
子
の
上
に

は
家
長
権
を
有
す
る
な
り
。

第
三
　
養
子

養
子
と
は
他
人
の
子
女
若
く
は
独
立
人
（
自
権
者
）
を
収
養
し

己
れ
と
親
子
の
関
係
を
生
ぜ
し
む
る
法
律
上
の
偽
制
［
擬
制
］

（
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）
を
云
ふ
。

羅
馬
に
て
は
二
種
の
養
子
法
あ
り
。

）
三
四
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

九
七

は
男
十
四
歳
、
女
十
二
歳
な
り
し
が
養
子
を
為
す
に
はplenea 

pubertas

即
ち
完
全
の
結
婚
年
齢
即
ち
十
八
歳
に
達
す
る
を
要

せ
り
。

又
養
子
は
自
然
に
偽
［
擬
］
す
る
も
の
な
る
故
に
己
れ
よ
り
年

長
の
人
を
収
養
す
る
こ
と
は
勿
論
出
来
ず
、
少
な
く
と
も
十
八
歳

以
上
己
れ
の
年
齢
よ
り
隔
た
り
た
る
を
要
せ
り
。

第
三
　
自
権
者
収
養
（
ア
ド
ロ
ガ
シ
ヨ
）
を
為
す
に
は
固
と
は

コ
ミ
シ
ヤ
　
キ
ュ
ー
リ
ヤ
タ
［
百
七
十
四
丁
表
］
の
認
可
を
要
せ

り
。
如
何
と
な
れ
ば
ア
ド
ロ
ガ
シ
ヨ
の
結
果
は
合
家
と
同
一
な
り

し
を
以
て
政
治
を
司
ど
る
所
の
キ
ュ
ー
リ
ヤ
タ
の
認
可
を
要
せ
り
。

又
後
に
至
り
て
は
皇
帝
の
勅
許
を
得
る
を
要
せ
り
。
自
権
者
収
養

に
皇
帝
の
勅
許
を
要
せ
し
所
以
は
其
収
養
者
即
ち
養
親
が
他
の
財

産
を
有
せ
る
所
の
自
権
者
を
収
養
し
後
に
至
り
其
財
産
を
私
し
而

し
て
之
れ
を
離
別
す
る
の
弊
を
生
ぜ
し
を
以
て
な
り
。
故
に
皇
帝

は
其
収
養
者
の
利
益
と
為
る
や
否
や
を
見
て
勅
許
を
発
せ
る
も
の

な
り
。

又
ア
ン
ト
ニ
ー
ナ
ス
帝
の
勅
令
に
依
る
に
未
だ
適
婚
年
齢
に
達

せ
ざ
る
自
権
者
を
収
養
せ
る
者
が
後
に
至
り
離
縁え
ん

せ
し
と
き
は
其

収
養
以
前
に
被
収
養
者
即
ち
養
子
に
属
せ
し
も
の
は
悉
く
之
れ
を

返
さ
ざ
る
可
か
ら
ず
と
せ
り
。

た
り
。
之
れ
は
但
し
第
四
の
目
的
な
り
。

左
れ
ば
養
子
に
代
は
る
も
の
は
遺
嘱
相
続
な
り
。
即
ち
人
を
こ

ち
ら
に
取
ら
ず
し
て
財
産
を
他
に
移
す
る
に
至
る
な
り
。

羅
馬
に
て
養
子
遺
嘱
并
び
行
は
れ
た
る
は
之
れ
奇
な
る
発
達
せ

る
現
象
な
り
。

養
子
を
為
す
の
要
件

羅
馬
法
に
て
養
子
を
為
す
に
は
左
の
要
件
を
備
え
ざ
る
可
か
ら

ず
。第

一
　
其
養
親
は
家
長
た
り
得
べ
き
資
格
有
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。

故
に
婦
女
の
如
き
は
家
長
た
る
の
資
格
な
き
を
以
て
古
代
の
羅
馬

法
に
て
は
婦
女
は
養
子
［
百
七
十
三
丁
裏
］
を
為
す
を
得
ざ
り
し
。

然
る
に
デ
オ
ク
レ
シ
ヤ
ン
帝
の
と
き
に
至
り
婦
女
に
し
て
子
を
失

ひ
た
る
も
の
は
其
恐
嘆
を
慰
む
る
為
め
に
養
子
を
為
す
を
許
す
の

勅
令
を
発
せ
り
。
此
の
勅
令
は
近
世
の
養
子
法
即
ち
母
を
慰
む
る

の
主
義
に
出
で
た
る
も
の
と
其
精
心
を
同
じ
く
す
。

第
二
　
養
親
た
る
も
の
は
結
婚
の
資
格
を
供
ふ
可
し
。
抑
も
羅

馬
法
に
て
は
養
子
は
自
然
に
偽
［
擬
］
す
る
と
云
ふ
法
典
の
原
則

に
由
る
故
に
苟
も
養
子
を
為
さ
ん
と
す
る
に
は
人
の
親
た
る
を
得

べ
き
年
齢
に
達
す
る
を
要
せ
り
。

前
述
の
如
く
羅
馬
法
の
適
婚
年
齢
ピ
ュ
バ
ー
タ
ス
［pubertas

］

）
三
三
（
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九
八

子
と
為
り
し
に
在
ら
ず
。

此
時
代
に
は
養
子
は
近
世
の
遺
嘱
相
続
と
略
ぼ
其
結
果
を
同
じ

く
せ
り
。

斯
く
古
代
に
は
養
子
の
み
に
て
遺
嘱
の
制
の
行
は
れ
ざ
り
し
は

之
れ
理
由
あ
り
て
存
ず
る
事
な
り
。
抑
も
古
代
に
は
契
約
其
他
何

事
に
限
ら
ず
皆
其
為
す
事
現
在
の
事
に
し
て
将
来
に
属
せ
る
も
の

は
甚
だ
少
な
か
り
し
。
之
れ
古
代
は
徳
義
進
ま
ず
し
て
信
義
及
び

約
束
な
ぞ
は
之
れ
を
守
る
事
危
か
り
し
。

且
つ
将
来
に
関
す
る
法
律
上
の
証
跡
を
保
存
す
る
こ
と
難
か
り

し
を
以
て
な
り
。

故
に
少
し
に
て
も
後
々
其
証
跡
を
要
す
る
も
の
は
儀
式
を
以
て

之
れ
を
為
し
た
り
。

ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
帝
の
と
き
に
至
り
養
子
の
種
類
を
分
つ
を
二

種
と
為
せ
り
。

完
全
な
る
収
養
、
不
完
全
な
る
収
養
之
れ
な
り
。

完
全
な
る
収
養
と
はadoptio plena

と
を
尊
族
親
に
し
て
卑

族
親
を
［
百
七
十
五
丁
裏
］
収
養
し
た
る
場
合
を
云
ふ
。
例
へ
ば

甲
な
る
も
の
あ
り
て
其
子
の
乙
に
対
す
る
家
長
権
を
免
除
す
。
即

ち
分
家
を
為
さ
し
む
る
な
り
。
然
る
と
き
は
乙
者
は
全
く
独
立
人

民
と
為
り
て
己
れ
の
子
孫
の
上
に
家
長
権
を
有
す
る
な
り
。
斯
の

又
収
養
者
が
適
婚
年
齢
に
達
す
る
前
に
死
亡
せ
る
と
き
は
其
財

産
を
被
収
養
者
の
相
続
人
に
返
還
す
る
の
保
証
を
為
す
を
要
せ
り
。

若
し
又
離
婚
の
と
き
に
際
し
正
当
の
理
由
を
証
明
す
る
能
は
ざ
る

と
き
は
其
離
縁え
ん

に
当
り
被
収
養
者
は
収
養
者
［
百
七
十
四
丁
裏
］

の
財
産
の
四
分
の
一
を
請
求
し
得
べ
き
も
の
と
せ
り
。

養
子
の
効
果

羅
馬
古
代
の
法
律
に
て
は
養
子
は
自
然
に
偽
［
擬
］
す
る
と
の

原
則
を
厳き
び

敷し
く

実
行
し
収
養
者
と
被
収
養
者
と
の
法
律
上
の
関
係
は

少
し
も
父
子
の
間
の
関
係
と
異
な
る
事
な
か
り
し
。
故
に
其
養
子

と
為
り
た
る
も
の
は
其
生
家
と
の
法
律
上
の
関
係
は
全
く
断
絶
せ

り
。
而
し
て
其
実
父
は
他
家
に
養
子
せ
し
め
た
る
子
に
対
し
て
は

家
長
権
を
失
ふ
。
而
し
て
其
養
子
と
為
り
た
る
も
の
は
其
生
家
及

び
自
己
の
血
統
の
相
続
権
は
悉
く
之
れ
を
失
へ
り
。

其
後
養
子
の
性
質
一
変
し
て
自
然
に
偽
［
擬
］
す
る
と
の
原
則

少
し
く
ゆ
る
く
な
れ
り
。
其
収
養
者
と
被
収
養
者
と
の
間
の
関
係

は
全
く
財
産
相
続
人
の
関
係
な
り
し
。
遺
嘱
を
為
す
の
替
り
に
収

養
者
の
生
前
に
於
て
財
産
相
続
人
を
確
定
す
る
に
過
ぎ
ざ
り
し
。

而
し
て
其
生
家
と
の
法
律
上
の
関
係
は
全
く
之
れ
を
保
存
し
た
り

し
。
養
子
は
生
家
の
家
長
権
の
支
配
を
受
け
た
る
も
の
な
り
。
即

ち
養
子
は
其
家
の
相
続
人
と
為
り
し
に
し
て
［
百
七
十
五
丁
表
］

）
三
三
（



穂
積
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馬
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九
九

第
一
　
単
純
な
る
法
律
上
の
作
用
の
み
に
て
解
除
す
る
場
合

甲
　
死
亡

家
長
の
死
亡
せ
る
と
き
は
其
家
族
に
し
て
他
の
家
長
権
に
属
せ

ざ
る
も
の
は
皆
自
権
と
為
る
な
り
。
然
れ
ど
も
家
長
の
死
亡
は
全

く
其
家
族
を
し
て
悉
く
自
権
者
と
為
す
に
非
ら
ず
。
譬
へ
ば
家
長

の
死
亡
せ
る
と
き
は
其
子
は
自
権
者
と
為
る
と
雖
ど
も
其
子
の
子

即
ち
孫
は
叔
父
の
家
長
権
を
ば
免
か
る
と
雖
ど
も
猶
ほ
其
家
長
権

に
属
す
る
が
如
し
。

羅
馬
に
て
は
家
長
の
死
亡
と
共
に
五
人
の
子
あ
れ
ば
五
人
は
五

家
と
分
る
る
な
り
。
他
の
国
［
百
七
十
六
丁
裏
］
即
ち
日
本
な
ぞ

に
は
家
長
の
死
亡
に
よ
り
其
家
は
継
続
す
る
と
の
制
度
の
依
れ
る

国
あ
り
。
斯
る
国
に
は
長
子
相
続
行
は
る
る
な
り
。

斯
く
羅
馬
に
て
前
述
の
如
き
何
故
に
分
家
せ
る
や
と
云
ふ
に
之

れ
第
二
羅
馬
国
は
初
め
は
小
国
な
り
し
。
故
人
家
の
数
の
増
す
る

を
要
し
た
り
し
な
り
。
第
二
の
理
由
は
羅
馬
は
兵
を
以
て
起
り
し

国
な
り
し
。
故
に
人
家
の
増
す
と
人
口
の
増
加
は
甚
だ
必
要
な
り

し
也
。

乙
　
身
分
の
変
換
　capitis dem

inututio
前
述
の
如
く
羅
馬
人
の
身
分
は
三
種
の
要
素
あ
り
。
自
由
、
国

民
、
家
族
の
三
権
之
れ
な
り
。
而
し
て
身
分
の
変
換
と
は
之
の
三

如
き
場
合
に
於
て
若
し
甲
者
に
し
て
乙
者
の
子
即
ち
己
れ
の
孫
を

収
養
し
た
る
と
き
は
自
然
の
血
統
と
法
律
上
のfiction

と
が
相

合
す
る
を
以
て
養
子
の
自
然
に
偽
す
る
と
の
原
則
を
実
行
し
被
収

養
者
は
収
養
者
に
対
し
相
続
権
を
有
す
る
の
み
な
ら
ず
乙
者
と
は

全
く
其
関
係
を
絶
つ
も
の
な
り
。
而
し
て
甲
者
の
家
族
と
為
る
な

り
。不

完
全
な
る
収
養adoptio m

inus plena

と
は
他
人
を
収
養

し
て
己
れ
の
子
と
為
せ
る
場
合
を
云
ふ
。
此
場
合
に
於
て
は
其
被

収
養
者
と
生
家
と
の
関
係
は
絶
え
ず
し
て
被
収
養
者
は
収
養
者
に

対
し
て
相
続
権
を
得
る
に
止
ま
れ
り
。

家
長
権
解
除

［
百
七
十
六
丁
表
］
家
長
権
は
勿
論
族
制
時
代
と
共
に
解
除
す

べ
き
も
の
な
れ
ど
も
茲
に
は
只
羅
馬
法
に
付
き
て
言
ふ
の
み
な
り
。

法
律
上
家
長
権
解
除
す
る
場
合
は
之
れ
を
大
別
し
て
左
の
二
種

と
為
す
。

第
一
　
単
純
な
る
法
律
上
の
働
き
の
み
に
て
之
れ
を
解
除
す
る

場
合
。

第
二
　
双
方
の
行
為
に
由
り
て
家
長
権
を
解
除
す
る
場
合
之
れ

な
り
。

）
三
三
（
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一
〇
〇

る
な
り
。

［
百
七
十
七
丁
裏
］
国
際
法
にjus postlim

inium

（
境
を
越
ゆ

る
）
な
る
語
あ
り
。
而
し
て
其
起
り
は
羅
馬
法
の
身
分
大
変
換
の

規
則
よ
り
取
り
し
な
り
。

擒
と
り
こ

に
せ
ら
れ
て
死
亡
せ
る
と
き
は
其
擒
に
せ
ら
れ
た
る
日
よ

り
死
亡
せ
る
も
の
と
見
俲
す
な
り
。

身
分
の
中
変
換
を
受
け
た
る
も
の
は
国
民
権
を
失
ひ
并
せ
て
家

族
権
を
失
ふ
な
り
。
即
ち
家
族
権
を
失
ひ
且
つ
家
長
権
を
免
か
る

る
な
り
。
即
ち
外
国
に
帰
化
降
参
せ
る
も
の
流
刑
に
処
せ
ら
れ
た

る
も
の
の
如
し
。

身
分
の
小
変
換
を
受
け
た
る
も
の
は
或
は
全
く
家
長
権
を
失
ひ

又
或
は
一
人
の
家
長
権
を
免
し
て
他
の
家
長
権
に
帰
す
る
こ
と
あ

り
。
譬
へ
ば
自
権
者
に
し
て
ア
ド
ロ
ガ
シ
ヨ
に
依
り
て
収
養
せ
ら

れ
た
る
等
の
と
き
家
長
権
を
失
ふ
な
り
。
又
一
人
の
家
族
に
し
て

他
人
に
ア
ド
プ
シ
ヨ
に
よ
り
て
収
養
せ
ら
れ
た
る
と
き
は
之
れ
に

依
り
て
生
家
の
家
長
権
を
脱
し
養
家
の
家
長
権
に
属
す
。

身
分
の
小
変
換
と
は
大
に
之
れ
が
為
め
に
栄
誉
を
害
す
る
事
も

あ
り
。
又
左
程
に
も
あ
ら
ざ
る
［
百
七
十
八
丁
表
］
事
も
あ
り
。

之
れ
は
少
し
も
恥
辱
に
在
ら
ざ
る
も
の
な
り
と
羅
馬
法
に
は
見
俲

せ
り
。
然
し
最
初
は
然
ら
ず
。

権
中
の
一
を
失
ひ
又
は
之
れ
に
変
動
を
生
ず
る
こ
と
を
云
ふ
。

若
し
羅
馬
人
に
し
て
自
由
権
を
失
ひ
た
る
と
き
は
国
民
権
及
び

家
族
権
の
二
権
を
も
并
び
失
ふ
な
り
。
之
れ
を
称
し
て
身
分
の
大

変
換
と
云
ふ
。

m
agna capitis dem

initutio 

［
百
七
十
七
丁
表
］

若
し
自
由
権
存
じ
て
国
民
権
即
ち
シ
ビ
タ
ス
を
失
ふ
た
る
と
き

は
家
長
権
を
も
合
せ
失
ふ
な
り
。
之
れ
を
称
し
て
身
分
の
中
変
換

と
云
ふ
。

m
edia capitis dem

inutio

若
し
又
自
由
国
民
両
権
を
存
じ
て
只
家
族
権
の
み
を
失
ふ
と
き

は
之
れ
を
身
分
の
小
変
換
と
云
ふ
。

m
inim

a capitio dim
inutio

身
分
の
大
変
換
を
受
け
た
る
も
の
は
之
れ
に
依
り
て
家
長
権
を

失
ふ
事
は
勿
論
の
事
な
り
。
即
ち
罪
科
の
奴
隷
と
為
り
た
る
も
の
。

即
ち
犯
罪
に
よ
り
て
奴
隷
と
為
り
し
も
の
。
又
は
解
放
自
由
人
に

し
て
背
恩
の
所
為
に
よ
り
て
刑
罰
を
受
け
た
る
も
の
の
如
し
。
之

れ
ら
は
自
由
を
剥
奪
せ
ら
れ
た
る
な
り
。
之
れ
に
依
り
て
家
長
権

を
失
ひ
又
家
長
権
を
免
か
る
る
な
り
。
之
れ
に
は
例
外
あ
り
戦
争

に
依
り
て
敵
人
の
為
め
に
奴
隷
と
為
ら
し
め
る
も
の
は
羅
馬
に
て

は
之
れ
を
認
め
ざ
る
な
り
。
即
ち
帰
国
せ
る
も
の
は
も
と
に
復
す

）
四
四
四
（



穂
積
陳
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博
士
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羅
馬
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　羅
馬
法
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第
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巻
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第
二
巻
（
吉
原
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一
〇
一

除
せ
ん
と
す
る
も
の
は
皇
帝
の
特
許
を
以
て
す
る
に
至
れ
り
。
而

し
ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
帝
の
と
き
に
至
り
猶
其
手
数
を
省
か
ん
が
為

め
家
長
に
し
て
相
当
官
吏
の
面
前
に
於
て
其
意
思
を
陳
述
す
る
を

以
て
方
式
と
せ
り
。

第
六
章

　後
見

　

tutela

家
長
死
亡
せ
る
か
又
は
其
他
の
理
由
に
依
り
て
家
長
た
る
の
資

格
を
失
ひ
た
る
と
き
は
［
百
七
十
九
丁
表
］
其
家
族
に
し
て
男
子

た
る
も
の
は
若
し
他
人
の
家
長
権
内
に
属
せ
さ
る
と
き
は
自
権
者

と
為
り
自
ら
家
長
権
を
有
す
。
然
る
に
家
長
に
し
て
年
齢
身
体
若

く
は
精
神
上
の
有
様
よ
り
し
て
家
長
権
を
自
ら
行
ふ
に
は
不
適
当

な
る
も
の
あ
り
。
斯
の
如
き
場
合
に
於
て
法
律
は
他
人
を
し
て
其

自
権
者
の
身
体
財
産
を
保
護
監
理
せ
し
む
る
も
の
な
り
。

其
初
め
に
於
て
は
後
見
は
家
長
の
継
続
に
し
て
後
に
至
り
て
は

法
律
は
公
益
の
為
の
後
見
の
制
度
を
設
く
る
に
至
れ
り
。

後
見
人
を
要
す
る
場
合
は

第
一
　
幼
齢
（
年
齢
）

第
二
　
身
体
若
く
は
精
神
上
の
欠
点

第
三
　
女
性

第
一
　
年
齢 

［
百
七
十
九
丁
裏
］

羅
馬
法
に
は
近
世
の
法
律
に
比
す
れ
ば
年
齢
に
よ
り
て
人
民
の

丙
　
家
長
の
過
失

過
失
に
依
り
て
も
家
長
権
を
失
ふ
な
り
。
譬
へ
ば
家
長
た
る
も

の
其
娘
に
売
娼
せ
し
め
又
は
家
族
を
露
宿
せ
し
む
る
等
の
所
為
に

よ
り
て
家
長
権
を
失
ふ
。
之
れ
等
は
古
代
の
羅
馬
法
に
て
は
少
し

も
か
ま
わ
ざ
り
し
。
之
れ
大
に
進
歩
し
た
る
ジ
ヤ
ス
［
チ
ニ
ヤ

ン
］
帝
頃
の
法
律
な
り
。

丁
　
顕
職
に
就
く
を
以
て
之
れ
を
失
ふ

例
へ
ば
羅
馬
ノ
古
法
に
よ
る
に
高
僧
と
為
り
た
る
も
の
は
家
長

権
を
失
ひ
又
は
之
れ
を
脱
す
る
も
の
な
り
。
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ー
ン

帝
の
と
き
は
宮
中
顧
問
官
に
為
り
し
者
は
家
長
権
を
免
か
れ
た
り
。

而
し
て
ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
帝
の
と
き
は
其
範
囲
を
拡
め
他
の
高
等

官
に
迠
之
れ
を
及
ぼ
せ
り
。

［
百
七
十
八
丁
裏
］
右
に
述
べ
し
所
は
法
律
に
依
り
て
生
た
る

変
換
な
り
。

第
二
　
双
方
の
合
意
に
依
り
て
家
長
権
の
解
除

双
方
の
好
意
に
よ
り
て
家
長
権
を
免
除
す
る
尤
も
最
し
き
例
は

em
ancipatio

（
手
よ
り
放
つ
儀
。）
な
り
。

十
二
銅
表
に
よ
る
に
若
し
父
た
る
も
の
三
度
び
其
子
を
売
る
と

き
は
其
子
は
自
由
人
と
為
る
と
せ
り
。
其
後
ア
ナ
シ
タ
シ
ヤ
ス
帝

の
と
き
に
当
り
此
複
雑
な
る
儀
式
を
避
ん
が
為
め
に
家
長
権
を
免

）
四
四
四
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

一
〇
二

又
適
婚
年
齢
に
達
す
る
迄
は
後
見
人
の
監
理
を
受
く
る
も
の
な

り
。適

婚
年
齢
に
達
せ
し
よ
り
完
全
年
齢
に
達
す
る
迄
は
管
財
人
即

ちtutor

［curator

］
の
監
理
に
属
す
。

第
二
　
身
体
若
く
は
精
神
上
の
欠
点

自
権
者
し
て
瘋
癲
白
痴
な
る
も
の
又
五
官
中
に
欠
点
あ
る
も
の

はpubertas

を
越
す
る
も
管
財
人
の
管
理
に
属
す
。

第
三
　
女
性 

［
百
八
十
丁
裏
］

女
子
た
る
も
の
は
完
齢
に
達
し
た
る
後
と
雖
ど
も
猶
ほ
後
見
を

免
か
る
る
能
は
ず
。
故
に
女
子
は
一
生
涯
後
見
人
の
管
理
を
免
ま
ぬ
か
れ

ざ
る
も
の
な
り
。
羅
馬
法
に
於
て
之
れ
を
婦
女
の
永
久
後
見
と
云

ふ
。
故
に
女
子
に
し
て
未
だ
嫁
せ
ざ
る
も
の
は
固
よ
り
生
家
家
長

の
管
理
に
属
す
。m

anus

に
よ
り
て
嫁
し
た
る
も
の
は
夫
若
く
は

夫
の
家
の
家
長
の
下
に
属
す
。m

anus

な
く
し
て
結
婚
し
た
る
も

の
は
又m

anus

　
生
家
の
家
長
権
内
に
属
す
。

又
夫
の
死
後
は
其
相
続
人
の
家
長
権
内
に
属
す
。
斯
く
婦
女
は

一
生
涯
法
律
上
独
立
の
位
地
を
得
ざ
り
し
。
然
る
に
帝
国
の
初
め

頃
に
至
り
婦
女
の
生
涯
の
後
見
を
免
か
る
る
の
端
緒
を
開
け
り
。

其
尤
も
著
し
き
も
の
は
彼
の
有
名
な
るL

ex P
apia P

oppaea

之
れ
な
り
。

法
律
上
の
資
格
を
生
ず
る
こ
と
多
か
り
し
。

人
生
に
て
二
歳
に
達
す
る
迄
は
之
れ
を
幼
稚infance

［infantia
］
と
せ
り
。
幼
稚
と
は
話
す
事
の
出
来
ぬ
と
の
義
な
り
。

二
歳
よ
り
七
歳
迄
をinfance

［infantia

］ proxim
a

次
の
幼

稚
と
云
へ
り
。

男
子
は
十
四
歳
、
女
子
は
十
二
歳
に
達
す
る
所
をpubertas

適
婚
年
齢
と
す
。

男
子
十
八
歳
、
女
子
十
六
歳
に
達
せ
る
と
き
は
之
れ
を

pubertatis aetas

即
ち
完
齢
と
せ
り
。（
完
全
年
齢
。）

廿
五
歳
以
上
に
達
す
れ
ば
全
く
他
人
の
監
理
を
受
け
ざ
る
も
の

と
な
る
な
り
。

男
女
七
歳
に
至
る
迄
は
理
会
力intellectas
判
断
力judicial 

［judicium

］
共
に
無
き
も
の
と
法
律
は
見
俲
せ
り
。
故
に
凡
そ

法
律
上
の
儀
式
に
与
る
事
は
出
来
ざ
る
な
り
。 

［
百
八
十
丁
表
］

八
歳
以
上
の
幼
者
は
理
会
力
は
有
れ
ど
も
未
だ
判
断
力
な
き
も

の
と
見
俲
せ
り
。
故
に
法
律
上
の
儀
式
に
与
る
事
は
出
来
る
と
雖

ど
も
之
れ
を
し
て
有
効
な
ら
し
め
ん
と
せ
ば
後
見
人
の
承
諾
を
以

て
之
れ
を
補
充
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。

男
女
適
婚
年
齢
に
達
す
れ
ば
結
婚
上
の
関
係
に
関
し
て
は
自
ら

承
諾
を
為
す
の
能
力
を
有
す
る
な
り
。

）
四
四
四
（
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馬
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編
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巻
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第
二
巻
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一
〇
三

得
る
に
至
り
て
は
男
女
両
系
親
に
し
て
尤
も
其
被
後
見
人
に
近
接

し
た
る
も
の
其
後
見
人
と
為
れ
り
。

若
し
遺
嘱
後
見
人
も
法
定
後
見
人
も
あ
ら
ざ
る
と
き
は

praetor tutelaris

市
府
奉
行
之
れ
を
選
定
せ
る
も
の
な
り
。
之

れ
を
選
定
後
見
人
と
云
ふ
。

近
世
諸
国
の
法
律
に
て
後
見
人
を
定
む
る
も
殆
ぼ
羅
馬
法
の
右

の
順
序
に
よ
れ
り
。

前
述
の
如
く
後
見
な
る
も
の
は
固
も
と
も

と
家
長
権
の
継
続
と
見
俲

す
可
き
も
の
な
り
。
然
る
に
後
に
至
り
羅
馬
法
は
後
見
の
職
務
を

公
務
と
見
俲
す
に
至
れ
り
。（
之
れ
後
に
至
り
て
発
達
せ
る
考
な

り
。）故

に
法
律
に
定
め
た
る
特
別
の
場
合
を
除
く
の
外
は
之
れ
を
辞

す
る
を
許
さ
ず
。
仏
国
［
百
八
十
二
丁
表
］
も
之
に
俲
へ
り
。
例

へ
ば
僧
侶
、
教
師
、
高
等
官
、
兵
役
に
従
事
せ
る
も
の
公
務
の
為

め
に
不
在
な
る
も
の
又
はlex P

apia P
oppaea

に
依
り
て
羅
馬

に
て
は
三
人
、
伊
太
利
に
て
は
四
人
、
他
の
属
国
に
於
て
は
五
人

以
上
の
子
を
挙
げ
た
る
も
の
及
び
七
十
歳
以
上
の
老
人
は
之
れ
を

辞
す
る
と
せ
り
。

幼
年
者
に
対
し
て
負
債
の
関
係
を
有
す
る
も
の
は
後
見
人
た
る

を
禁
ぜ
り
。

此
法
令
に
依
れ
ば
人
の
妻
に
し
て
三
人
以
上
の
子
を
挙
げ
た
る

も
の
は
他
人
の
後
見
を
免
か
る
る
の
事
を
得
る
と
せ
り
。

 

［
百
八
十
一
丁
表
］

其
後
ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
帝
の
コ
ー
デ
ッ
キ
ス
［C

odex

］
に
依

る
に
独
り
他
人
の
後
見
に
属
せ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
自
己
の
子
孫
の

後
見
と
為
る
こ
と
も
得
る
に
至
れ
り
。

後
見
人
の
種
類

羅
馬
に
は
三
種
の
後
見
人
あ
り
。

第
一
　
遺
嘱
後
見
…
…
…
（tutela testam

entaria

）

第
二
　
法
定
後
見
…
…
…
（tutela legitina

）

第
三
　
選
定
後
見
…
…
…
（tutela dativa
）

遺
嘱
後
見
人
と
は
家
長
の
遺
嘱
に
依
り
て
選
定
せ
ら
れ
た
る
後

見
人
を
云
ふ
。
十
二
銅
表
に
依
れ
ば
家
長
た
る
も
の
は
其
財
産
及

び
其
家
族
に
対
す
る
後
見
人
の
所
分
を
遺
嘱
に
よ
り
て
之
れ
を
定

む
る
と
あ
り
。
若
し
家
長
に
し
て
遺
嘱
を
為
さ
ず
し
て
死
亡
せ
る

と
き
は
法
律
は
後
見
人
と
為
る
べ
き
一
定
の
順
序
を
定
め
り
。
即

ち
最
近
のagnatic

の
親
族
（
即
ち
家
長
の
親
族
。）
を
以
て
之

れ
に
任
せ
り
。［
百
八
十
一
丁
裏
］

家
の
親
族
た
る
コ
グ
ネ
ー
ト
は
然
ら
ず
。

然
る
に
後
に
至
り
てagnate

とcognate

と
同
等
の
位
地
を

）
四
四
七
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

一
〇
四

右
に
述
べ
た
る
所
に
由
れ
ば
男
子
十
四
歳
に
達
す
れ
ば
己
に
後

見
を
免
か
る
。
斯
の
如
く
後
見
を
免
か
る
る
年
齢
の
早
き
は
独
り

羅
馬
法
の
現
象
の
み
な
ら
ず
古
代
社
会
の
法
律
一
般
の
現
象
と
云

ふ
も
可
な
り
。

［
百
八
十
三
丁
表
］
其
理
由
は
古
代
社
会
は
其
組
織
甚
だ
単
簡

に
し
て
十
四
歳
の
年
齢
に
至
れ
ば
普
通
の
経
験
を
以も
つ
て而

世
に
処
し

て
別
に
差
支
え
な
か
り
し
。

然
る
に
社
会
斯
く
進
み
人
事
の
関
係
複
雑
に
赴
く
に
従
ひ
普
通

の
経
験
を
以
て
世
に
処
す
る
は
充
分
六
ヶ
敷
な
れ
り
。
茲
に
於
て

後
見
の
年
齢
を
変
更
す
る
の
必
要
を
見
る
に
至
れ
り
。

故
に
羅
馬
に
於
て
は
紀
元
百
七
十
年
の
頃
に
発
し
た
る
法
令
に

由
り
適
婚
年
齢
に
達
せ
る
も
の
と
雖
ど
も
完
齢
廿
五
歳
に
達
す
る

迄
は
其
財
産
に
関
し
て
は
キ
ュ
レ
ー
ト
ル
［curator

］
即
ち
管

財
人
の
管
理
を
受
く
可
き
も
の
と
せ
り
。
法
律
上
管
財
人
を
要
す

る
場
合
は
即
ち
次
の
如
し
。

第
一
　
癲
疾
聾
唖
其
他
の
不
具
者
も
亦
同
じ
。

第
二
　
浪
費
者
。

第
三
　
適
婚
年
齢
以
上
、
完
齢
以
下
の
幼
者
。

 

［
百
八
十
三
丁
裏
］

第
四
　
適
婚
年
齢
以
下
の
幼
者
と
雖
ど
も
左
の
如
き
場
合
に
は

後
見
人
の
職
務
は
其
被
後
見
人
の
身
体
財
産
を
保
護
管
理
す
る

も
の
な
り
。
而
し
て
若
し
被
後
見
者
が
七
歳
以
下
な
れ
ば
後
見
人

は
其
身
体
財
産
に
付
き
専
断
せ
り
。
七
歳
以
上
な
れ
ば
幼
者
は
理

会
力
を
有
す
れ
ど
も
未
だ
判
断
力
無
き
故
法
律
上
の
取
引
に
て
は

幼
者
は
主
と
為
り
後
見
人
之
れ
に
参
加
せ
り
。
且
つ
其
取
引
を
認

可
す
る
の
権
を
有
す
。
凡
そ
幼
年
は
法
律
上
の
取
引
に
よ
り
て
己

れ
を
益
す
る
こ
と
を
得
る
も
己
れ
を
損
す
る
事
を
得
ず
と
は
羅
馬

法
の
原
則
な
り
。
故
に
八
歳
以
上
の
幼
者
に
し
て
後
見
人
の
参
加

な
く
し
て
為
し
た
る
取
引
は
幼
者
利
益
の
あ
る
場
合
は
之
れ
を
追

認
［
百
八
十
二
丁
裏
］
す
る
こ
と
を
得
た
り
し
。
又
幼
者
と
取
引

を
為
し
た
る
対
手
は
其
取
引
よ
り
生
ず
る
義
務
を
免
か
る
る
を
得

ず
。
幼
者
は
後
見
人
の
認
可
あ
る
場
合
を
除
く
の
外
は
一
切
法
律

上
の
義
務
を
負
は
ず
。

後
見
人
の
職
務
の
消
滅

後
見
人
の
職
務
は
次
の
理
由
に
よ
り
て
消
滅
す
。

第
一
　
後
見
人
若
く
は
被
後
見
人
の
死
亡
。

第
二
　
被
後
見
人
の
身
分
の
変
換
。capitis dem

inutio

第
三
　
後
見
人
其
資
格
を
失
ひ
た
る
と
き
。

第
四
　
被
後
見
人
適
婚
年
齢
ピ
ュ
バ
ー
タ
ス
［pubertas

］
に

達
せ
し
と
き
。

）
四
四
〇
（
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士
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一
〇
五

編
纂
せ
る
こ
と
は
前
述
せ
り
。
而
し
て
近
世
諸
国
の
民
法
は
概
ね

皆
ジ
ヤ
ス
帝
の
イ
ン
ス
ト
に
俲
ひ
し
も
の
な
れ
ば
右
の
分
類
法
を

為
せ
る
も
勢
の
然
し
し
む
る
所
た
り
。

然
し
古
代
諸
国
の
法
典
を
見
れ
ば
未
だ
法
律
を
分
つ
て
人
事
物

件
の
二
つ
と
せ
る
事
は
無
か
り
し
。
古
代
法
律
の
全
体
は
皆
人
事

法
と
も
云
ふ
可
き
も
の
に
し
て
物
件
法
は
其
内
に
含
ま
し
む
る
も

の
な
り
。
故
に
近
世
の
財
産
権
と
称
す
る
も
の
は
［
百
八
十
四
丁

裏
］
古
代
法
の
家
長
権
に
附
属
せ
る
も
の
に
し
て
近
世
の
如
く
近

世
の
如
く
独
立
し
た
る
権
利
に
は
あ
ら
ざ
り
し
。
古
代
の
羅
馬
法

に
て
は
家
長
権
を
総
称
し
て
メ
ー
ナ
ス
と
云
へ
り
。patria 

potestas

家
族
に
対
す
る
権
とdom

inica potestas

即
ち
家
産

を
有
す
る
の
権
と
を
其
内
に
含
め
り
。

抑
も
財
産
な
る
も
の
は
古
代
の
法
律
に
於
て
は
独
立
の
地
位
を

有
せ
る
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
其
初
め
に
於
て
は
族
長
其
祖
先
を
祭

る
の
資
料
と
し
て
之
れ
を
管
理
せ
る
も
の
な
り
。
家
族
時
代
に
至

り
て
は
家
長
た
る
も
の
一
家
を
保
つ
所
の
即
ち
家
族
を
養
ひ
家
長

権
を
行
ふ
為
め
の
資
料
と
之
れ
を
為
せ
り
。
故
に
族
制
時
代
に
於

て
は
家
長
は
妻
子
其
他
家
族
の
上
に
も
亦
家
産
上
に
も
所
有
権
を

有
せ
り
。
此
時
代
に
在
り
て
は
家
産
を
除
く
の
外
は
法
律
は
財
産

を
認
め
ざ
り
し
。

之
れ
を
有
す
。

甲
　
法
定
後
見
人
其
任
に
堪
へ
ざ
る
と
き
。

乙
　
遺
嘱
後
見
人
若
く
は
選
定
後
見
人
に
し
て
其
任
に
堪
へ
ざ

る
と
き
。

甲
の
場
合
に
於
て
は
後
見
人
の
外
に
管
財
人
を
置
き
管
財
人
は

後
見
人
に
代
り
て
財
産
を
管
理
す
。

乙
の
場
合
に
於
て
は
管
財
人
は
後
見
人
と
共
に
幼
者
の
財
産
を

管
理
す
。

管
財
人
と
為
る
の
資
格
及
び
職
務
等
は
前
に
述
べ
た
る
場
合
を

除
く
の
外
は
概
ね
後
見
人
に
准
ず
る
も
の
な
り
。

 
［
百
八
十
四
丁
表
］

羅
馬
法
正
編 

第
二
巻

物
件
［
権
］
法
　L

aw
 of T

hings

第
一
章

　古
代
に
於
け
る
物
件
［
権
］
法
の
位
地

近
世
欧
州
諸
国
の
民
法
法
典
は
民
法
を
分
つ
て
人
事
物
件
の
二

つ
に
大
別
せ
る
も
の
多
し
。
抑
も
此
の
分
類
法
は
ガ
イ
ヤ
ス
の
イ

ン
ス
チ
チ
ュ
ー
ト
に
基
け
る
も
の
に
し
て
且
つ
ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン

の
イ
ン
ス
チ
チ
ュ
ー
ト
も
此
の
ガ
イ
ヤ
ス
の
イ
ン
ス
ト
に
俲
ひ
て

）
四
四
四
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

一
〇
六

事
法
其
全
体
を
占
め
社
会
の
進
歩
と
共
に
漸
々
に
財
産
法
、
人
事

法
と
分
離
せ
る
故
法
律
上
所
有
権
な
る
も
の
は
近
世
に
発
達
せ
る

も
の
な
り
と
云
ふ
を
得
可
し
。

第
二
章

　物
及
び
物
の
分
類

レ
スres

即
ち
物
は
権
利
の
目
的
（object of right

）
と
為

し
得
べ
き
も
の
を
総
称
す
。
故
に
普
通
に
物
と
称
す
る
も
の
な
れ

ど
も
権
利
の
目
的
と
為
し
得
べ
き
も
の
あ
ら
ざ
れ
ば
法
律
上
物
と

為
さ
ず
。
又
普
通
物
と
称
せ
ず
と
も
権
利
の
目
的
と
為
り
得
べ
き

も
の
は
之
れ
を
物
と
云
ふ
。 

［
百
八
十
六
丁
表
］

物
を
分
類
す
る
は
或
は
其
物
の
性
質
に
基
く
も
の
あ
り
。
又
或

は
其
物
の
価
額
に
基
く
も
の
あ
り
。
近
世
諸
国
に
て
物
を
分
類
す

る
に
尤
も
通
常
な
る
も
の
は

第
一
　 

動
産
及
び
不
動
産
の
区
別
　res m

obilis, res 
im

m
obilis

此
の
区
別
は
物
の
性
質
よ
り
生
ぜ
し
区
別
な
り
。

凡
そ
物
の
本
質
を
損
せ
ず
し
て
動
か
し
得
べ
き
も
の
を
動
産
と

云
ふ
。
又
其
物
の
本
質
を
損
ず
る
に
在
ら
ざ
れ
ば
動
か
す
可
か
ら

ざ
る
も
の
な
れ
ば
之
れ
を
不
動
産
と
云
ふ
。

此
の
分
類
法
は
羅
馬
法
に
て
尤
も
晩お
そ

く
顕
は
れ
た
る
も
の
な
り
。

然
る
に
戦
争
等
に
当
り
家
族
た
る
も
の
敵
よ
り
分
取
せ
る
も
の

と
か
又
は
公
務
に
従
事
せ
る
家
族
其
俸
給
と
し
て
得
た
る
も
の
と

が
又
商
工
業
の
進
歩
に
よ
り
［
百
八
十
五
丁
表
］
家
族
た
る
も
の

自
己
の
労
力
に
よ
り
て
獲
得
せ
し
も
の
等
の
如
き
は
之
れ
を
祖
先

伝
来
の
家
財
と
は
別
に
為
し
其
管
理
の
権
又
は
其
所
分
の
権
も
共

に
家
財
と
異
な
り
た
る
規
則
に
よ
る
に
至
れ
り
。
於
此
て
初
め
て

家
長
権
と
所
有
権
と
の
分
離
す
る
の
端
緒
を
開
く
に
至
れ
り
。
即

ち
所
有
権
独
立
の
端
緒
を
開
く
に
至
れ
り
。

其
後
一
己
人
の
資
格
発
達
し
族
制
の
衰
ふ
る
に
従
ひ
商
工
業
の

進
歩
と
共
に
動
産
の
価
値
を
増
せ
り
。
原
初
社
会
の
財
産
は
土
地
、

奴
隷
、
家
畜
等
に
限
れ
る
も
の
な
り
し
が
商
工
業
の
進
歩
と
共
に

動
産
が
財
産
の
主
要
な
る
部
分
を
占
む
る
に
至
れ
り
。
此
に
於
て

古
代
の
財
産
即
ち
不
動
産
は
猶
ほ
家
産
た
る
の
性
質
を
保
有
せ
り
。

後
に
至
り
て
発
達
せ
る
財
産
即
ち
動
産
は
家
産
に
非
ら
ざ
る
財

産
と
云
ふ
性
質
を
有
す
る
に
至
れ
り
。
故
に
中
世
の
法
律
を
見
る

に
土
地
家
居
等
の
如
き
は
猶
ほ
［
百
八
十
五
丁
裏
］
一
家
の
財
産

と
し
て
容
易
に
之
れ
を
他
に
移
転
す
る
を
許
さ
ず
。
動
産
は
商
工

業
の
財
産
と
し
て
容や

す易
く
他
に
移
す
を
得
る
と
の
制
度
と
為
れ
り
。

然
ら
ば
所
有
権
が
家
長
権
に
分
離
し
た
り
と
云
ふ
事
は
動
産
に
初

ま
れ
り
と
云
ふ
を
得
べ
し
と
信
ず
。
斯
く
の
如
く
古
代
法
律
は
人

）
四
四
四
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

一
〇
七

（things in our private property

） 

［
百
八
十
七
丁
表
］

res extra nostrum
 patrim

onium

ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
　
イ
ン
ス
チ
チ
ュ
ー
ト
第
二
巻
の
初
め
に
於

て
物
を
分
つ
て
人
民
の
私
有
に
属
し
得
可
き
も
の
私
有
に
属
し
得

可
か
ら
ざ
る
も
の
と
の
二
種
と
せ
り
。

私
有
外
の
物
件
と
称
す
る
も
の
は
其
性
質
上
民
有
と
成
り
得
は

ざ
る
も
の
又
は
法
律
を
以
て
民
有
を
禁
じ
た
る
も
の
又
は
官
有
物

或
は
公
有
物
と
為
り
た
る
も
の
又
は
現
在
何
人
に
も
属
せ
ざ
る
も

の
を
総
称
せ
る
も
の
成
り
。
故
に
私
有
外
の
も
の
を
分
つ
て
左
の

四
種
と
せ
り
。

第
一
　res com

nunes

　
通
有
物
　
空
気
水
の
如
し
。

第
二
　res publicae

　
公
有
物
　
海
水
、
道
路
の
如
し
。

第
三 

　res universitatis

　
共
有
物
　
市
府
に
属
せ
る
公
園

の
如
し
。

第
四
　res nullius

　
無
主
物

第
一
　res com

nunes

　
通
有
物 

［
百
八
十
七
丁
裏
］

レ
ス
　
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン
は
人
類
普
通
に
私
用
し
得
べ
き
も
の
を

云
ふ
。
空
気
、
光
線
、
海
水
等
の
如
し
。
右
の
分
類
法
は
現
世
に

も
伝
は
れ
り
。

第
二
　res publicae

　
公
有
物

前
述
第
一
章
に
も
云
ひ
し
如
く
動
産
が
不
動
産
と
同
一
の
位
地
を

占
む
る
に
至
り
た
る
は
余
程
社
会
の
発
達
し
た
後
の
事
な
り
。

然
れ
ど
も
古
代
の
分
類
法
は
斯
の
如
く
物
の
性
質
に
依
り
て
為

せ
る
も
の
に
あ
ら
ず
。

羅
馬
に
て
尤
も
古
き
分
類
法
は
左
の
如
し
。

第
二
　res m

ancipi, res nec m
ancipi

の
区
別
也

［
百
八
十
六
丁
裏
］
之
れ
物
の
物
質
上
の
区
別
に
あ
ら
ず
し
て

実
に
大
切
な
る
事
な
り
。

レ
ス
　
マ
ン
シ
ピ
ー
及
び
レ
ス
　
ネ
ッ
ク
　
マ
ン
シ
ピ
ー
の
区

別
及
び
其
沿
革
法
理
の
関
係
は
十
二
銅
表
の
法
理
を
説
明
せ
る
と

き
已
に
略
説
せ
し
故
に
茲
に
再
び
述
べ
ざ
る
可
し
。

レ
ス
　
マ
ン
シ
ピ
ー
は
羅
馬
古
代
に
尊
び
し
土
地
、
家
畜
、
奴

隷
等
の
如
き
も
の
に
し
て
此
の
区
別
は
羅
馬
古
代
に
於
て
特
別
に

大
切
な
る
も 

の
と
然
ら
ざ
る
も
の
と
区
別
に
し
て
即
ち
其
価
値
に

よ
り
て
の
区
別
な
り
。

英
法
のreal, personal

の
区
別
も
全
く
物
質
上
の
区
別
に
在

ら
ず
し
て
矢
張
り
価
値
上
の
区
別
な
り
。
即
ち
実
産
人
産
の
区
別

に
し
て
之
れ
等
も
歴
史
上
の
区
別
に
し
て
尊
卑
の
別
な
り
。

第
三
　
私
有
内
の
物
及
び
私
有
外
の
物

res in nostro patrim
onio

）
四
四
三
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

一
〇
八

第
二
　
未
だ
何
人
に
も
属
せ
ざ
る
も
の
　
山
野
の
禽
獣
河
海
の

魚
鼈
等
な
り
。

第
三
　
他
人
の
遺
棄
し
た
る
物
品

仏
国
に
て
は
民
法
七
百
十
三
条
に
よ
り
て
何
人
に
も
属
せ
ざ
る

も
の
は
国
家
に
帰
す
と
せ
り
。
日
本
に
て
はInst.

の
如
く
之
れ

を
認
め
ず
。 

［
百
八
十
八
丁
裏
］

第
四
　
敵
の
所
有
物

近
世
の
法
律
に
於
て
は
公
法
上
の
権
利
は
其
国
民
た
る
の
資
格

に
属
し
私
法
上
の
権
利
は
外
人
と
雖
ど
も
之
れ
を
有
す
る
こ
と
を

得
る
な
り
。
然
る
に
古
代
の
法
律
に
て
は
公
法
私
法
二
つ
な
が
ら

の
権
利
は
其
国
民
な
ら
ざ
れ
ば
之
れ
を
有
す
る
を
得
ず
し
て
外
人

の
権
利
は
凡
そ
法
律
が
之
れ
を
認
め
ず
と
云
ふ
事
は
已
に
羅
馬
法

歴
史
を
述
ぶ
る
と
き
に
解
き
た
り
。
古
代
の
法
律
は
凡
そ
斯
の
如

き
も
の
な
り
し
。
況
ん
や
一
国
の
公
敵
た
る
人
民
の
所
有
権
を
認

め
ざ
り
し
事
は
素
よ
り
の
所
な
り
。

故
に
無
主
物
は
前
占occupatio

に
依
り
て
所
有
権
獲
得
す
る

と
の
原
則
に
依
り
敵
人
の
物
は
分
取
を
以
て
其
所
有
権
を
得
る
の

方
法
と
せ
り
。

法
律
を
以
て
私
有
物
を
禁
止
せ
し
細
目
は
ジ
ヤ
ス［
チ
ニ
ヤ
ン
］

イ
ン
ス［
チ
チ
ュ
ー
］
ト
第
二
巻
第
一
章
第
七
節
よ
り
第
十
節
迄

レ
ス
　
パ
ブ
リ
カ
は
人
民
一
般
に
属
せ
る
も
の
な
り
。（
此
時

代
に
は
国
と
云
ふ
考
へ
も
無
か
り
し
か
は
主
権
的
に
も
解
か
ざ
り

し
。）
譬
へ
ば
港
湾
海
岸
道
路
河
流
等
の
如
き
も
の
之
れ
な
り
。

此
等
の
物
件
は
羅
馬
法
に
て
は
国
民
一
般
に
属
せ
る
も
の
と
せ

り
。
故
に
其
河
流
港
湾
道
路
等
の
如
き
は
外
国
人
に
て
も
之
れ
を

用
い
る
を
許
し
て
は
あ
り
た
れ
ど
も
其
国
は
何
時
に
て
も
其
使
用

を
禁
ず
る
事
を
得
る
も
の
と
せ
り
。
斯
く
の
如
く
国
民
一
般
に
属

せ
る
も
の
故
に
之
れ
を
私
有
以
外
の
者
と
称
せ
り
。

羅
馬
法
に
て
国
際
法
に
大
に
左
右
せ
し
も
の
は
之
の
公
有
物
の

考
な
り
。
此
の
［
百
八
十
八
丁
表
］
議
論
よ
り
し
て
国
際
法
の
領

海
の
議
論
も
出
で
た
る
な
り
。

第
三
　res universitatis

　
共
有
物

共
有
物
は
公
有
物
に
比
す
れ
ば
其
使
用
の
範
囲
少
し
く
狭
か
り

し
。
即
ち
公
園
演
劇
場
の
如
き
都
府
等
の
共
同
体
に
属
せ
る
も
の

を
総
称
し
て
斯
く
云
へ
り
。

第
四
　res nullius

　
無
主
物

無
主
物
と
は
現
に
何
人
に
も
属
せ
ざ
る
物
件
を
云
ふ
。
猶
ほ
之

れ
を
細
別
す
れ
ば

第
一
　
法
律
を
以
て
私
有
を
禁
ぜ
し
も
の
　
譬
へ
ば
神
に
上
り

し
も
の
の
如
し
。

）
四
四
三
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

一
〇
九

羅
馬
法
に
於
て
未
だ
一
己
人
財
産
を
認
め
ざ
る
前
よ
り
初
ま
り
た

る
も
の
な
り
。
後
に
至
り
て
は
一
己
人
の
所
有
権
を
も

dom
inium

と
称
す
る
に
至
れ
り
。

抑
もdom

inium

は

占
有
　possessio

使
用
　usus

収
実
　usus fructus

消
滅
　abusus

右
の
四
権
よ
り
成
り
立
つ
も
の
な
り
。

故
に
羅
馬
法
に
於
て
所
有
権
の
性
質
を
明
か
に
せ
ん
と
な
れ
ば

先
づ
其
所
有
権
を
細
識
す
る
諸
種
の
要
素
を
明
か
に
せ
ざ
る
可
か

ら
ず
。

第
五
巻
に
続
く
べ
し
。 

［
百
九
十
丁
表
］

羅
馬
法
筆
記
五
巻
　
　
跡
静
遉
民

possessio

は
法
律
家
中
に
は
や
か
ま
し
き
問
題
な
り
。

第
四
章

　占
有

　

possessio
第
一
　
定
義

占
有
と
は
自
己
に
所
有
す
る
の
意
思
を
以
て
有
形
物
を
所
有
す

を
見
る
可
し
。

第
四
　
有
形
物
、
無
形
物 

［
百
八
十
九
丁
表
］

res corporales, res incorporales  Inst v.2 t.2 s.192

有
形
物
、
無
形
物
の
区
別
は
羅
馬
法
に
初
ま
り
て
近
世
に
至
る
迄

猶
ほ
存
在
せ
る
分
類
法
な
り
。
抑
も
有
形
物
と
は
人
の
官
能
に
よ

り
て
感
触
し
得
可
き
も
の
な
り
。
土
地
、
家
屋
、
牛
馬
、
貨
幣
の

如
き
も
の
な
り
。

無
形
物
と
は
実
形
を
有
せ
ず
し
て
権
利
と
目
的
と
為
る
も
の
を

云
ふ
。
譬
へ
ば
相
続
権
、
収
実
権
（usus fructus

）
使
用
権
、

使
役
、
法
鎖obligatio

等
の
如
き
は
羅
馬
法
に
て
無
形
物
中
に

算
入
せ
り
。

此
等
の
も
の
は
皆
其
自
身
権
利
な
れ
ど
も
他
の
権
利
の
目
的
と

成
る
と
き
は
之
れ
を
物
と
見
俲
す
も
の
な
り
。

ヲ
ー
ス
チ
ン
曰
く
人
に
非
ら
ざ
る
永
久
の
物
体
に
し
て
官
能
に

よ
り
て
知
り
得
可
き
も
の
な
り
と
の
定
義
を
下
せ
り
。
即
ち
永
久

の
物
体
と
は
人
の
五
官
に
対
し
て
幾
度
と
な
く
同
一
の
現
象
を
顕

は
し
得
る
も
の
な
り
。 

［
百
八
十
九
丁
裏
］

［
第
三
章

　所
有
権
］

［dom
inium

は
］
長
と
云
ふ
事
に
てdom

inium

な
る
名
称
は

）
四
四
三
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

一
一
〇

第
一
、
或
る
場
合
に
於
け
る
他
人
に
属
せ
る
物
件
を
保
監
若
く

は
監
督
す
る
に
過
ぎ
ず
。
例
令
ば
雇
人
其
主
人
の
所
有
品
を
占
領

す
る
有
様
の
如
し
。

第
二
、
又
或
る
場
合
は
人
が
他
人
の
物
件
を
占
領
し
居
れ
ど
も

其
占
領
者
は
或
る
定
度
に
至
る
迄
は
自
由
に
之
が
所
有
を
為
す
を

得
る
な
り
。
例
令
ば
質
屋
が
質
物
を
占
領
す
る
等
の
如
く
。
或
は

賃
借
人
が
借
物
を
占
領
す
る
が
如
き
等
の
場
合
な
り
。

第
三
、
或
る
場
合
に
は
人
が
自
己
の
所
有
に
属
せ
る
者
を
占
領

せ
る
こ
と
あ
り
。

第
一
の
場
合
に
はrepresentative possession

即
ち
代
表
占

有
と
云
ふ
。

［
百
九
十
一
丁
裏
］
即
ち
其
占
有
者
は
自
身
に
占
有
権
を
有
す

る
と
云
ふ
こ
と
は
出
来
ぬ
。

第
二
の
場
合
に
はdeliverative possession

伝
来
占
有
と
云

ふ
。即

ち
其
占
有
者
は
自
己
に
占
有
権
を
有
す
れ
ど
も
其
物
件
に
関

し
て
は
其
所
有
主
も
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
認
む
る
な
り
。

第
三
の
場
合
に
はabsolute possession

純
粋
占
有
と
云
ふ
。

即
ち
占
有
者
に
権
利
有
る
こ
と
勿
論
な
り
。

第
一
［
の
］
代
表
［
占
有
］
と
第
三
［
の
］
純
粋
占
有
の
場
合

る
こ
と
を
云
ふ
。
右
の
定
義
に
依
れ
ばpossessio

の
二
原
素
あ

り
。
即
ち

精
神
上
の
原
素
　anim

us of possessio

［n

］

体
質
上
の
原
素
　corpus of possession

　
之
な
り
。

［
百
九
十
丁
裏
］
即
ち
其
物
件
を
占
領
し
他
人
よ
り
之
れ
を
暴

［
妨
］
害
せ
ら
る
る
に
抵
抗
す
る
外
形
上
の
有
様
を
体
質
上
の
原

素
と
云
ふ
。

凡
そ
物
件
の
占
領detetion
は
必
ず
し
も
握
手
又
は
身
体
上

の
触
接
を
要
せ
ず
、
只
他
人
を
廃
斥
し
て
自
己
に
て
其
物
件
を
取

扱
ふ
を
備
ふ
れ
ば
体
質
上
の
原
素
は
備
は
る
な
り
。
例
令
ば
鍵
を

持
つ
者
は
倉
中
の
物
件
を
占
有
す
る
な
り
。
書
棚
の
上
の
書
籍
を

置
く
者
は
其
書
籍
を
占
有
す
る
な
り
。

精
神
上
の
要
素
即
ちanim

us

と
称
せ
ら
る
る
者
は
其
占
領
せ

る
物
件
を
自
己
の
所
有
と
為
さ
ん
と
云
ふ
意
思
を
云
ふ
。
而
し
て

羅
馬
法
に
て
は
其
意
思
の
善
悪
を
問
は
ざ
り
し
如
く
に
て
法
律
上

の
保
護
を
受
く
、
故
に
自
己
の
所
有
品
を
占
有
す
る
者
は
勿
論
或

は
途
上
に
棄
て
た
る
者
も
拾
ひ
之
を
所
持
す
。
又
は
他
人
の
所
有

品
を
盗
し
之
を
所
有
る
者
［
百
九
十
一
丁
表
］
に
て
も
羅
馬
法
に

て
は
之
れ
を
占
有
者
と
云
へ
り
。

凡
そ
物
件
を
占
領
す
る
意
思
に
三
段
あ
り
。

）
四
四
四
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

一
一
一

第
三
、
人
身
保
護
の
説

第
四
、
財
産
保
護
の
説

第
一
　
意
思
自
由
［
を
］
保
護
［
す
る
］
の
説

法
律
が
占
有
の
事
実
を
保
護
す
る
は
法
律
が
人
の
意
思
を
保
護

す
る
に
依
る
な
り
。

カ
ン
ト
の
説
に
由
れ
ば
人
一
度
び
物
件
を
占
有
す
る
と
き
は
其

占
有
者
は
其
物
件
を
己
れ
の
意
思
の
範
囲
内
に
入
れ
た
る
者
な
り
。

即
ち
自
己
に
其
物
件
を
保
有
す
る
の
意
思
を
現
は
し
た
る
者
な
り
。

人
斯
の
如
く
己
れ
の
意
思
を
外
形
に
顕
は
し
た
る
と
き
は
他
人

よ
り
理
由
な
く
干
渉
を
受
く
可
き
も
の
に
非
ら
ず
。
独
り
能
く
之

を
動
か
し
得
る
も
の
は
社
会
一
般
の
意
思
の
み
な
り
。
故
に
社
会

一
般
の
意
思
を
代
表
す
る
［
百
九
十
三
丁
表
］
裁
判
所
の
判
決
に

由
り
て
其
占
有
を
奪
は
れ
し
は
兔
も
角
も
他
の
人
民
よ
り
干
渉
を

受
く
可
き
理
由
な
し
。
之
れ
即
ち
法
律
が
故
な
く
し
て
他
人
の
意

思
を
害
す
る
を
禁
じ
故
な
り
し
て
他
人
の
占
有
を
害
す
る
こ
と
を

禁
ぜ
し
所
以
な
り
。

ヘ
ー
ゲ
ル
氏
も
亦
カ
ン
ト
と
其
理
を
同
じ
く
し
占
有
は
意
思
自

由
の
外
形
上
の
実
行
な
り
と
云
へ
り
。

此
説
に
は
穂
積
博
士
も
亦
賛
成
の
意
を
表
せ
り
。

第
二
　
人
類
平
等
［
の
権
を
］
保
護
［
す
る
］
の
説

に
於
て
は
其
占
有
権
が
何
人
に
属
す
る
や
に
付
き
て
は
少
し
も
疑

な
し
。
然
る
に
第
二
の
伝
来
占
有
に
付
き
て
は
其
占
有
権
は
何
人

に
属
せ
る
か
の
問
題
に
付
き
て
は
羅
馬
法
族
の
諸
国
と
英
国
法
族

の
主
義
と
其
採
る
所
を
異
に
せ
り
。

羅
馬
法
の
主
義
に
従
へ
ば
占
有
す
れ
ば
必
ず
其
占
有
者
が
自
己

に
所
有
す
る
の
意
思
あ
る
こ
と
を
要
せ
り
。
此
の
意
思
を
称
し
て

anim
us dom

ini

［
百
九
十
二
丁
表
］
主
人
の
意
思
と
云
ふ
。

伝
来
占
有
者
はanim

us dom
ini

を
持
た
ざ
る
は
勿
論
の
事
な

り
。
故
に
其
占
有
は
事
実
た
る
に
過
き
ず
し
て
未
だ
占
有
権
は
持

た
ず
。

日
耳
曼
及
び
英
国
の
主
義
に
由
れ
ば
占
有
に
必
要
な
る

anim
us

は
他
人
を
廃
斥
し
て
自
己
に
物
件
を
保
有
す
る
と
の
意

思
を
以
て
足
れ
り
と
す
。
敢
て
其
意
思
は
自
己
に
所
有
す
る
の
意

思
た
る
を
要
せ
ず
。
故
に
伝
来
占
有
者
は
占
有
権
を
有
す
る
者
と

せ
り
。

第
二
　
占
有
の
保
護

法
律
は
何
故
に
所
有
者
に
非
が
し
占
有
者
を
保
護
す
る
や
と
云

ふ
問
題
に
関
し
て
は
近
世
の
法
理
学
者
種
々
の
答
案
を
為
せ
り
。

第
一
、
意
思
自
由
を
保
護
す
る
の
説 

［
百
九
十
二
丁
裏
］

第
二
、
人
類
平
等
の
権
を
保
護
す
る
の
説

）
四
四
四
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

一
一
二

権
。）
然
れ
ど
も
占
有
者
の
人
格
は
之
れ
が
為
め
に
幾
分
の
変
更

を
受
け
幾
分
の
損
失
を
蒙
む
る
者
た
る
や
疑
ふ
可
ら
ず
。
故
に
一

旦
強
力
（
即
ち
制
力conpulsion

）
に
由
り
て
占
有
者
が
自
己
の

身
体
上
に
受
け
た
る
変
更
を
恢
復
せ
ん
と
な
れ
ば
法
律
は
之
れ
を

以
前
の
状
態
に
復
せ
し
め
さ
る
可
ら
ず
。
之
れ
法
律
の
占
有
を
保

護
す
る
所
以
な
り
。

（personal existence

は
身
体
の
み
に
有
ら
ず
。）

英
の
判
決
例
中
に
も
同
様
の
説
見
え
た
り
。
英
文
に
曰
く
、
占

有
の
直
接
の
侵
害
に
対
し
て
此
起
訴
を
許
す
所
以
は
所
有
権
と
関

係
あ
る
所
以
に
あ
ら
ず
。
地
権
利
は
法
律
が
人
身
に
附
与
す
る
権

を
伸
張
し
た
る
者
な
り
。 

［
百
九
十
四
丁
裏
］

第
四
　
財
産
保
護
の
説

有
名
な
る
イ
エ
リ
ン
グ
氏
の
主
張
す
る
所
に
由
れ
ば
法
律
が
占

有
の
事
実
を
保
護
す
る
は
所
有
権
を
保
護
す
る
の
一
部
分
な
り
。

法
律
に
し
て
若
し
占
有
の
事
実
を
保
護
せ
ざ
れ
ば
所
有
権
も
決
し

て
完
全
な
る
能
は
ず
。
故
に
占
有
者
以
外
の
人
民
が
現
在
の
占
有

者
に
優
り
た
る
権
利
を
証
明
す
る
迄
は
法
律
が
財
産
を
保
護
す
る

の
一
部
と
し
て
占
有
を
保
護
し
而
し
て
其
占
有
は
正
当
な
る
財
産

権
の
一
部
な
り
と
云
ふ
こ
と
を
推
測
す
る
者
な
り
。

右
に
掲
げ
た
る
四
説
の
可
否
に
付
き
て
は
学
者
の
間
の
議
論
未

此
説
に
従
へ
ば
法
律
が
占
有
を
保
護
す
る
は
人
類
平
等
の
権
を

保
護
す
る
結
果
に
て
他
人
の
占
有
を
害
す
る
者
は
故
な
く
し
て
他

人
を
強
迫
し
又
は
［
欺
罔
］
し
て
従
来
の
平
均
を
動
か
す
者
な
り
。

即
ち
現
在
の
所
有
者
の
利
益
を
減
じ
て
自
己
の
利
益
を
増
さ
ん
と

す
る
者
な
り
。 

［
百
九
十
三
丁
裏
］

法
律
が
占
有
を
保
護
す
る
は
即
ち
斯
の
如
き
所
為
を
禁
ず
る
所

以
な
り
。

此
理
を
唱
ふ
る
人
の
中
に
も
尤
も
有
名
な
る
独
逸
の
非
常
の
有

名
な
る
ウ
イ
ン
ド
シ
ヤ
イ
ト
氏
な
り
。

第
三
　
人
身
保
護
の
説

人
身
保
護
の
説
を
唱
ふ
る
の
主
唱
者
は
占
有
論
に
関
し
て
は
最

も
有
名
な
る
サ
ビ
ニ
ー
氏
な
り
。

氏
の
説
に
由
れ
ば
法
律
が
占
有
を
保
護
す
る
は
人
身
の
保
護
を

延
張
し
た
る
者
な
り
。
而
し
て
法
律
が
占
有
の
防
害
を
禁
ず
る
は

一
切
の
暴
行
不
法
な
れ
ば
な
り
。

同
氏
の
言
に
曰
く
、
法
律
が
占
有
を
保
護
す
る
の
理
由
は
占
有

者
の
身
体
と
其
占
有
の
事
実
と
の
関
係
よ
り
生
ず
る
者
な
り
。

 

［
百
九
十
四
丁
表
］

故
に
若
し
人
あ
り
て
其
占
有
の
事
実
を
犯
す
と
き
は
其
占
有
者

の
特
別
の
権
利
を
犯
さ
れ
た
り
と
は
云
ふ
可
ら
ず
。（
即
ち
占
有

）
四
四
四
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

一
一
三

res m
ancipi

を
売
買
す
る
の
場
合
に
於
て
其
買
主m

ancipatio

の
儀
式
に
由
り
て
買
ひ
受
け
た
る
者
正
当
の
名
義
を
有
し
且
つ
所

有
権
を
獲
得
す
る
な
り
。
然
し
な
が
ら
若
し
其
買
主
に
し
て
其
物

のres m
ancipi

た
る
こ
と
を
知
ら
ず
し
て
普
通
のtraditio

の

引
渡
に
依
り
て
之
れ
を
買
ひ
受
け
た
る
場
合
に
於
て
は
其
買
主
は

固
よ
り
所
有
権
獲
得
法
の
一
に
依
り
た
る
も
の
な
れ
ど
もres 

m
ancipi

の
譲
与
法
に
依
ら
ざ
り
し
も
の
故
に
直
ち
に
所
有
権
を

得
る
こ
と
を
得
ず
。
然
し
善
意
あ
り
且
つ
所
有
権
獲
得
法
の
一
に

由
り
た
る
も
の
故
に
其
物
の
占
有possessio

を
得
る
を
得
た
り
。

斯
の
如
き
場
合
に
は
羅
馬
の
古
代
法
に
由
る
に
不
動
産
な
れ
ば

二
年
、
動
産
な
れ
ば
一
年
の
間
其
占
有
を
継
続
す
れ
ば

possessio

［
百
九
十
六
丁
表
］
に
由
り
て
所
有
権
を
得
る
も
の

と
せ
り
。
然
し
若
し
前
述
の
二
要
素
即
ち
善
意
と
正
当
名
義
の
一

を
欠
き
た
る
と
き
は
前
記
の
年
限
経
過
す
る
と
も
時
効
に
由
り
て

所
有
権
を
得
る
こ
と
は
勿
論
出
来
ざ
る
こ
と
な
り
。
故
に
盗
賊
が

そ
し
品
を
占
有
す
れ
ど
も
時
効
に
由
り
て
所
有
権
を
得
る
能
は
ざ

る
は
勿
論
な
り
。
故
に
羅
馬
法
に
於
て
は
占
有
の
意
思
善
悪
を
問

は
ず
と
雖
ど
も
善
意
に
依
る
の
占
有
に
非
ざ
れ
ば
、（
第
一
）
の

効
果
を
生
ぜ
ず
。

interdictum

禁
令
状
はpraetor

の
発
す
る
も
の
な
り
。
他

だ
一
定
せ
ず
。
然
れ
ど
も
概
し
て
云
へ
ば
哲
学
者
は
第
一
第
二
の

説
を
唱
ふ
る
者
を
へ
た
り
。
法
律
学
者
は
第
三
第
四
の
説
を
採
る

者
を
多
き
様
な
り
。 

［
百
九
十
五
丁
表
］

第
三
　
占
有
の
効
果

サ
ビ
ニ
ー
氏
の
説
に
由
れ
ば
羅
馬
法
に
は
占
有
に
二
つ
の
効
果

あ
り
。

第
一
、
占
有
者
は
時
効
に
由
り
て
所
有
権
を
得
る
。
即
ち

possessio

がdom
inium

と
為
る
。

第
二
、
占
有
者
はinterdictum
即
ち
禁
令
状
に
由
り
て
占
有

に
保
護
を
受
く
。

前
述
の
如
く
羅
馬
法
に
て
は
敢
て
占
有
の
意
思
の
善
悪
を
問
は

ざ
り
し
。
然
し
善
意
に
由
り
て
占
有
す
る
者
と
悪
意
に
由
り
て
占

有
す
る
も
の
と
の
間
に
は
法
律
上
の
効
果
に
由
り
て
善
悪
差
異
を

生
ぜ
し
者
な
り
。

前
述
の
二
个
の
効
果
を
内
第
一
時
効praescriptio

な
る
者
は

善
意
及
び
正
当
の
名
義
を
要
せ
り
。
代
言
す
れ
ば
占
有
者
は
其
占

有
を
始
む
る
の
時
に
当
り
自
己
に
占
有
す
る
の
権
あ
り
と
思
考
せ

る
者
な
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
又
［
百
九
十
五
丁
裏
］
其
占
有
を
得
る

の
方
法
は
所
有
権
獲
得
法
の
一
に
依
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
例
令
へ
ば

）
四
四
七
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

一
一
四

公
認
す
る
の
令
状
な
り
。

第
二
の
分
類
法
は
占
有
を
犯
し
た
る
も
の
に
対
し
て
発
す
る
令

状
な
り
。
即
ち
為
害
者
に
対
し
て
出
す
な
り
。
即
ち
禁
止
令
状
は

他
人
の
占
有
を
害
す
る
も
の
に
対
し
て
発
す
る
な
り
。
恢
復
令
状

は
他
人
の
占
有
せ
る
品
物
を
奪
ひ
去
り
た
る
者
に
返
還
せ
よ
と
命

ず
る
令
状
な
り
。
提
出
令
状
は
他
人
の
占
有
し
た
る
も
の
を
奪
ひ

去
り
た
る
者
に
対
し
て
之
を
発
す
。
其
正
否
を
調
ぶ
る
為
め
に
之

れ
を
法
庭
に
提
出
せ
し
む
る
の
令
状
な
り
。

此
六
個
の
令
状
が
占
有
を
保
護
す
る
な
り
。

第
一
の
効
果
は
意
思
善
意
な
ら
ざ
れ
ば
生
が
ず
。
第
二
の
効
果

即
ち
令
状
の
保
護
は
占
有
の
意
思
の
善
悪
に
関
せ
ず
、
之
れ
を
受

く
る
を
得
る
な
り
。
占
有
の
効
果
は
前
の
二
つ
に
止
ま
る
と
云
ひ

し
は
サ
ビ
ニ
ー
氏
の
説
な
り
。 

［
百
九
十
七
丁
裏
］

其
他
に
猶
ほ
占
有
の
効
果
と
称
す
可
き
も
の
あ
り
。
其
重
な
る

者
は
左
の
如
し
。

甲
、
占
有
物
に
関
し
て
は
証
明
の
責
任
はonus probandi

は

常
に
反
対
者
に
帰
せ
り
。

乙
、
占
有
者
は
其
占
有
を
保
護
す
る
為
め
に
強
力
を
用
ゆ
る
事

を
得
る
な
り
。

丙
、
或
る
場
合
に
於
て
は
占
有
者
は
其
占
有
物
を
使
用
若
く
は

人
の
権
利
を
侵
害
せ
る
も
の
有
れ
ば
其
為
害
者
に
対
し
て
其
侵
害

の
所
為
を
禁
止
し
又
は
已
に
奪
ひ
去
り
た
る
物
件
を
恢
復
せ
し
む

る
も
の
な
り
。
然
る
其
要
は
占
有
を
継
続
せ
し
む
る
と
云
ふ
こ
と

が
尤
も
其
重
き
働
き
な
り
。
令
状
の
性
質
に
付
き
て
は
訴
訟
法
の

中
に
て
述
べ
ん
と
す
。
今
茲
に
占
有
に
関
す
る
保
護
の
大
要
を
の

み
解
く
可
し
。 

［
百
九
十
六
丁
裏
］

占
有
の
保
護
に
関
し
て
はinterdictum

を
区
別
し
て
三
と
す
。

第
一
、
占
有
獲
得
の
令
状 interdictum

 adpiscendae 
possessionis 

［causa

］

第
二
、
占
有
保
続
の
令
状 interdictum

 ritinendae 
possessionis 

［causa

］

第
三
、
占
有
恢
復
の
令
状 interdictum

 recuperandae 
possessionis 

［causa

］

又
令
状
を
区
分
し
て
左
の
三
と
す
。

第
一
、
禁
止
令
状 interdictum

 prohibitorium

第
二
、
恢
復
令
状 interdictum

 restitutorium

第
三
、
提
出
令
状 interdictum

 exhibitorium

右
の
二
つ
の
分
類
法
中
第
一
の
分
類
法
は
占
有
者
に
対
し
て
発

す
る
［
百
九
十
七
丁
表
］
令
状
な
り
。
即
ち
プ
レ
ー
ト
ル
其
占
有

者
が
占
有
を
獲
得
し
又
は
之
を
保
続
し
又
は
之
れ
を
恢
復
す
る
を

）
四
四
〇
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

一
一
五

学
者
は
一
種
特
別
の
権
利
な
り
と
明
言
せ
り
。
然
れ
ど
も
予
の
見

る
所
に
由
れ
ば
其
性
質
に
於
て
決
し
て
［
百
九
十
八
丁
裏
］
異
な

る
者
に
非
ず
と
信
ず
。
只
他
の
権
利
は
人
と
人
と
触
接
す
る
場
合

或
は
一
人
の
事
業
と
他
人
の
事
業
と
触
接
す
る
場
合
を
規
定
せ
り
。

而
し
て
其
関
係
た
る
や
時
々
に
発
す
る
者
な
り
。
然
る
に
土
地
と

土
地
と
触
接
す
る
が
如
き
は
其
関
係
は
永
続
し
常
に
存
す
る
も
の

な
り
。
故
に
他
の
権
利
と
は
一
見
す
れ
ば
異
な
る
様
に
見
ゆ
る
。

故
に
法
理
学
者
は
往
々
之
を
一
種
特
別
の
権
と
せ
し
所
以
な
り
。

然
れ
ど
も
予
は
隣
地
を
侵
犯
す
可
ら
ざ
る
の
地
役
の
如
き
は
途
上

に
於
て
他
人
を
倒
し
て
通
行
す
る
能
は
ざ
る
と
同
一
の
理
由
な
り

と
信
ず
。
右
に
述
べ
た
る
如
く
地
役
権
は
元
と
土
地
の
触
接
に
由

り
て
生
ず
る
も
の
に
て
原
初
社
会
に
て
は
其
必
要
を
見
る
こ
と
少

か
り
し
。
例
令
ば
猟
狩
時
代
に
於
け
る
が
如
き
は
無
主
物
同
様
の

山
野
河
海
よ
り
し
て
人
類
其
生
活
の
業
を
得
た
る
者
故
に
其
境
界

に
関
す
る
関
係
を
感
ず
る
こ
と
極
め
て
無
か
り
し
。
従
て
地
役
権

の
制
度
は
未
だ
顕
は
れ
ず
。
社
会
牧
畜
時
代
に
［
百
九
十
九
丁

表
］
進
む
に
至
り
各
酋
族
互
に
芳
草
の
生
ず
る
土
地
或
は
霊
泉
の

流
れ
る
土
地
を
選
び
て
家
畜
を
養
ひ
た
り
。
故
に
猟
狩
時
代
に
比

す
れ
ば
人
と
土
地
と
の
関
係
少
し
く
厚
く
な
れ
り
。
故
に
地
役
の

慣
習
も
地
時
代
よ
り
し
て
少
し
く
発
達
せ
り
。
故
に
余
の
見
る
所

収
実
す
る
を
得
。

第
五
章

　地
役
権

抑
も
法
律
は
人
類
共
存
の
一
条
件
と
云
ふ
こ
と
は
前
述
せ
り
。

故
に
法
律
と
云
ふ
者
は
即
ち
社
会
凝
集
力
の
一
つ
な
り
。
若
し
法

律
が
社
会
を
維
持
し
て
其
団
結
を
固
く
せ
し
と
な
れ
ば
其
社
会
の

分
子
を
し
て
互
に
相
犯
［
百
九
十
八
丁
表
］
さ
ざ
ら
し
め
ざ
る
様

に
せ
ざ
る
可
ら
ず
。

然
る
に
社
会
進
歩
し
て
社
会
各
員
の
内
の
交
通
取
引
愈
々
繁
く

な
る
に
従
ひ
法
律
は
己
れ
の
権
力
を
行
ふ
為
め
他
人
の
権
を
犯
す

勿
れ
と
の
原
則
を
益ま
す

益ま
す

厳
に
行
は
ざ
る
可
ら
ず
。
加
之
己
れ
の
権

利
を
行
ふ
と
他
人
が
其
自
身
の
権
を
行
ふ
と
共
に
成
立
す
る
様
に

二
人
し
て
行
は
し
む
る
こ
と
必
要
な
り
。

然
ら
ば
一
人
の
所
有
物
、
他
人
の
所
有
物
と
相
触
接
す
る
場
合

に
於
て
は
其
所
有
者
相
互
の
間
の
権
利
義
務
を
定
め
相
方
を
し
て

其
権
利
を
全
ふ
せ
し
の
双
方
を
し
て
其
権
利
の
利
益
を
成
る
べ
く

大
く
受
け
し
む
る
様
に
定
め
ざ
る
可
ら
ず
。
之
れ
即
ち
地
役
権
の

基
礎
な
り
。

故
に
地
役
権
と
云
ふ
は
法
律
は
人
類
共
存
の
一
条
件
な
り
と
の

原
則
の
一
例
と
し
て
は
甚
だ
貴
重
な
る
も
の
な
り
。
従
来
の
法
理

）
四
四
四
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

一
一
六

商
工
業
即
ち
殖
産
時
代
に
至
り
て
は
諸
市
府
漸
く
繁
昌
し
人
口

も
家
屋
も
増
加
す
る
に
至
り
し
故
此
時
代
に
て
は
独
り
土
地
の
触

接
［
二
百
丁
表
］
す
る
の
み
な
ら
ず
家
屋
と
家
屋
と
が
相
触
接
す

る
に
至
る
。
之
に
於
て
遂
に
市
府
地
役
権
の
必
要
を
生
ず
。
即
ち

oneris ferendi

（
建
物
を
支
へ
し
た
る
地
役
権
。）

jus tigni im
m

ittendi

（
材
木
を
突
き
入
る
る
権
。）
即
ち
梁

材
嵌
入
権
。

其
他
は
水
権
或
は
光
線
権
等
は
此
時
代
に
発
達
せ
る
も
の
な
り
。

地
役
の
発
達
は
概
ね
前
述
の
如
し
。
是
よ
り
地
役
の
性
質
を
述

ぶ
べ
し
。

地
役
の
性
質

ヲ
ー
ス
チ
ン
氏
は
地
役
の
定
義
を
下
し
て
曰
く
、
地
役
権
と
は

他
人
の
所
有
に
属
せ
る
物
件
を
特
定
せ
る
法
律
に
よ
り
使
用
す
る

の
権
な
り
と
云
へ
り
。

右
の
定
義
に
由
れ
ば

第
一
、
地
役
権
は
他
物
権
の
一
種
な
り
。（pledgee

の
権
も

亦
然
り
。） 

［
二
百
丁
裏
］

第
二
、
地
役
権
は
使
用
権
のusus

の
一
種
な
り
。

第
三
、
地
役
権
は
制
限
せ
ら
れ
た
る
方
法
に
由
り
て
使
用
す
る

に
て
は
羅
馬
法
に
あ
る
各
種
の
地
役
権
の
中
に
て
は
牧
畜
権

pascendi

即
ち
（jus pecoris ad aquam

 adpellendi

家
畜
に

水み
ず

咬か
う

の
権
と
云
ふ
意
）、actus

従
者
通
行
権
　
等
の
如
き
、
尤

も
古
き
地
役
権
な
ら
ん
と
信
ず
。

農
業
時
代
に
至
り
て
は
耕
作
地
の
境
界
互
に
相
接
す
る
に
至
る
。

故
に
益
ま
す
ま
す

地
役
の
必
要
を
感
ず
る
に
至
る
。
故
に
地
役
権
と
云
ふ

こ
と
は
此
時
代
に
於
て
大
に
発
達
せ
る
こ
と
は
疑
も
な
き
こ
と
な

り
。羅

馬
法
に
て
は
地
役
を
別
ち
て
市
府
地
役
権
、
田
野
地
役
権
の

二
つ
と
せ
り
。
即
ち 

［
百
九
十
九
丁
裏
］

servitutes praediorum
 rusticorum

 
田
野
の
意
。

servitutes praediorum
 urbanorum

 

市
府
の
意
。

其
中
田
野
地
役
権
は
市
府
地
役
権
に
先
ち
此
時
代
に
発
達
せ
し

者
な
ら
ん
。
即
ち
田
野
地
役
権
の
重
な
る
者
は
左
の
如
き
者
な
り
。

ite 

徒
歩
通
行
権

via 

通
行
権
。（
馬
に
て
も
車
に
て
も
。）

acquae ductus 

引
水
権

acquae haustus

汲
水
権

此
の
如
き
権
は
社
会
の
農
業
時
代
に
達
せ
る
時
已
に
起
り
た
る

に
相
違
な
る
。

）
四
四
四
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

一
一
七

悉
く
権
利
の
点
よ
り
之
を
論
ぜ
る
は
法
典
の
基
礎
を
迂
々
に
せ
る

と
の
辱
そ
し
り

を
免
か
れ
ざ
る
可
き
な
り
。

地
役
権
は
羅
馬
法
よ
り
起
り
し
も
の
な
り
。
之
れ
羅
馬
法
に
て

は
大
切
な
り
。

元
と
は
義
務
の
点
よ
り
解
き
し
が
今
は
権
利
の
観
念
よ
り
法
律

を
解
き
地
役
権
と
云
へ
り
。 

［
二
百
一
丁
裏
］

独
乙
の
ウ
イ
ン
ド
シ
ヤ
イ
［
ト
］
氏
の
定
義
に
由
れ
ば
地
役
は

他
人
の
物
件
の
上
に
有
す
る
権
利
な
り
。
猶
之
を
詳
説
す
れ
ば
地

役
を
課
し
負
は
せ
る
物
件
の
総
体
に
関
せ
ず
し
て
只
一
部
若
く
は

数
部
に
の
み
関
す
るjus in rem

な
り
。

右
の
定
義
に
由
れ
ばservitus

は
他
物
権
即
ちjus in re 

aliena

の
一
種
な
る
こ
と
明
な
り
。
羅
馬
法
に
於
て
は
抵
当
権
、

無
期
借
地
権
、
地
表
権
、
地
役
権
の
四
を
以
て
他
物
権
と
す
。

所
有
権
の
支
分
権
即
ち
使
用
権
、
収
実
権
及
び
所
有
権
を
有
す

る
も
の
と
地
役
権
を
有
す
る
か
の
差
別
は
支
分
権
を
有
す
る
も
の

は
其
使
用
の
方
法
を
限
ら
ず
地
役
権
を
有
す
る
も
の
は
其
使
用
の

方
法
を
定
限
せ
ら
れ
た
り
。
且
つ
地
役
権
は
常
に
必
ず
所
有
権
と

分
れ
て
居
る
者
な
り
。
所
有
権
の
支
分
権
は
其
所
有
者
に
属
す
る

こ
と
も
あ
り
。
故
に
地
役
権
は
必
ず
所
有
権
に
反
対
し
て
立
つ
も

の
な
り
。
所
有
権
の
支
分
権
は
所
有
権
に
反
対
し
て
立
つ
も
の
に

の
権
な
り
。

右
の
定
義
に
従
へ
ば
所
有
権
とservitutes

即
ち
地
役
権
の
相

違
は第

一
、
所
有
権
に
て
は
使
用
の
方
法
定
ま
ら
ず
。
地
役
権
に
て

は
其
使
用
法
定
ま
れ
り
。

第
二
、
所
有
権
に
於
て
は
其
目
的
物
の
全
体
己
れ
に
属
す
。
地

役
権
に
於
て
は
其
目
的
物
己
れ
に
属
さ
ず
。

地
役
権
と
云
ふ
は
物
権jus in rem

の
一
種
な
り
。
如
何
と
な

れ
ば
地
役
権
を
有
す
る
も
の
は
其
供
役
地
の
所
有
主
は
勿
論
世
人

一
的
に
対
し
て
此
権
を
持
つ
。

praedium
 dom

inans

　
主
役
地

praedium
 serviens

　
供
役
地 
［
二
百
一
丁
表
］

然
し
羅
馬
に
於
て
は
法
典
及
び
学
者
の
論
文
等
に
於
て
も
地
役

を
権
利
と
為
さ
ず
し
て
之
を
義
務
と
し
て
論
ぜ
る
者
多
し
。

仏
民
法
六
百
三
十
七
章
に
地
役
の
定
義
を
下
し
て
地
役
と
は
他

の
所
有
者
に
関
し
た
る
不
動
産
の
使
用
及
び
不
動
産
に
負
し
め
た

るcharge

負
担
と
せ
り
。
義
務
の
点
よ
り
之
を
解
け
る
な
り
。

羅
馬
に
て
之
を
義
務
な
り
と
せ
る
は
未
だ
其
法
律
全
く
義
務
本
意

を
基
礎
と
せ
る
時
代
な
り
。
然
し
現
今
の
法
典
に
於
て
之
れ
を
義

務
と
解
け
り
。
独
り
地
役
の
み
を
義
務
と
し
法
典
の
他
の
部
分
は

）
四
四
三
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

一
一
八

不
継
続
地
役
は
積
極
地
役
主
が
時
々
供
役
地
の
上
に
行
ふ
も
の

な
り
。
例た

と令
へ
ば
歩
行
権
、
汲
水
権
の
如
し
。（
権
利
は
常
に
続

く
と
雖
ど
も
其
実
行
に
間
断
あ
り
や
否
や
に
由
り
て
継
続
不
継
続

の
差
あ
り
。）

属
人
地
役
と
は
土
地
の
所
有
又
は
占
有
に
関
せ
ず
単
に
人
の
為

め
に
設
定
せ
る
地
役
権
な
り
。
属
地
地
役
と
は
一
の
不
動
産
の
便

益
の
為
め
に
他
の
不
動
産
の
上
に
有
す
る
地
役
権
な
り
。
例た
と
へ令

ば

通
行
権
の
如
し
。
若
し
自
己
の
所
有
地
に
達
す
る
為
め
に
通
行
権

を
有
す
る
と
き
は
其
地
役
は
属
地
地
役
な
り
。
自
己
の
所
有
に
関

せ
ず
［
二
百
三
丁
表
］
単
に
自
己
の
便
益
の
為
め
に
設
定
せ
ら
れ

た
る
通
行
権
は
属
人
地
役
な
る
が
如
し
。

羅
馬
法
に
於
て
は
便
利
の
為
め
に
屡
々
属
地
地
役
の
場
合
に
於

て
は
主
領
地
は
其
権
利
を
有
し
供
役
地
は
其
義
務
を
負
ふ
も
の
の

如
く
書
せ
り
。
故
に
法
学
者
中
往
々
土
地
の
権
利
又
は
土
地
の
義

務
等
の
言
語
を
用
い
た
り
。
主
領
地
、
供
役
地
は
恰
も
権
利
義
務

の
主
体
の
如
く
論
ず
る
人
も
あ
り
。
然
れ
ど
も
之
れ
皆
羅
馬
法
が

例
へ
を
用
い
た
る
を
誤
解
し
た
る
に
過
き
ず
。
法
理
上
よ
り
論
ず

る
と
き
は
権
利
義
務
の
主
体
た
り
得
べ
き
も
の
は
単
［
に
］
人
あ

る
の
み
な
り
。
独
逸
の
羅
馬
法
学
者
中
往
々
土
地
は
権
利
者
た
り

義
務
［
者
］
た
る
の
説
を
採
り
、
地
役
の
場
合
に
於
て
は
土
地
を

非
ら
ず
。
故
に
近
世
の
羅
馬
法
学
者
［
二
百
二
丁
表
］
中
往
々
地

役
権
は
所
有
権
の
支
分
権
に
し
て
他
人
に
属
せ
る
も
の
な
り
と
の

説
を
唱
ふ
る
者
あ
り
。
此
説
は
其
当
を
得
た
る
者
と
は
思
は
れ
ず
。

地
役
権
は
通
常
之
れ
を
左
の
如
く
分
類
す
。

第
一
　
積
極
地
役
、
消
極
地
役

第
二
　
継
続
地
役
、
不
継
続
地
役

第
三
　
属
人
地
役
、
属
地
地
役

（P
ersonal &

 real servitude
）

積
極
地
役
［
権
］
を
有
す
る
も
の
は
積
極
的
に
自
己
の
意
思
を

行
ひ
、
消
極
地
役
権
を
有
す
る
も
の
は
消
極
的
に
自
己
の
意
思
を

行
ふ
。
故
に
羅
馬
法
典
に
は
積
極
地
役
主
はfaciendi

即
ち
所
為

の
権
を
有
し
、
積
極
供
役
主
はpatiendi

即
ち
許
容
の
義
務
を
有

す
。消

極
地
役
主
はvetendi

即
ち
禁
止
の
権
を
有
す
。

［
二
百
二
丁
裏
］
消
極
供
役
主
はnon faciendi

即
ち
不
所
為

の
義
務
を
負
ふ
と
云
ふ
こ
と
法
典
に
在
り
。

継
続
地
役
と
は
間
断
な
く
供
役
地
の
上
に
行
は
る
る
地
役
な
り
。

例た
と
へ令

ば
凡
て
の
消
極
地
役
の
如
き
は
又
継
続
地
役
な
り
。
又
積
極

地
役
中
に
て
も
梁
材
嵌
入
権
の
如
き
は
其
地
役
の
行
は
る
る
間
は

間
断
な
く
行
は
る
る
も
の
な
り
。

）
四
四
三
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

一
一
九

な
し
。
然
し
法
律
［
二
百
四
丁
表
］
上
よ
り
之
れ
を
見
れ
ば
固
よ

り
使
用
権
に
属
す
る
こ
と
は
疑
ひ
な
き
こ
と
な
り
。
属
地
地
役
と

は
隣
地
の
上
に
有
限
の
使
用
を
為
す
の
権
な
り
。
而
し
て
其
使
用

に
由
り
て
便
益
を
受
く
る
の
土
地
を
主
領
地
と
云
ふ
。
其
使
用
の

目
的
と
な
る
の
土
地
をpraedium

 serviens

即
ち
供
役
地
と
云

ふ
。主

役
地
と
供
役
地
と
は
必
ず
し
も
常
に
相
隣
接
す
る
を
要
す

［
せ
ざ
］
る
も
の
な
れ
ど
も
其
位
置
近
隣
に
し
て
其
便
益
を
受
く

る
に
適
す
る
者
た
る
は
勿
論
な
り
。

属
地
地
役
権
は
其
主
領
者
に
附
着
す
る
も
の
な
り
。
故
に
其
土

地
の
所
有
権
移
転
す
る
毎
に
地
役
権
は
之
れ
に
随
従
し
て
新
所
有

主
に
帰
す
る
も
の
な
り
。
又
主
領
地
よ
り
分
離
し
て
質
入
賃
貸
譲

与
等
を
為
す
を
得
ず
。
又
一
の
土
地
よ
り
分
離
し
て
之
れ
を
他
の

土
地
に
附
加
す
る
こ
と
を
得
ず
。

羅
馬
法
に
て
は
属
地
地
役
は
之
れ
を
市
府
地
役
及
び
田
野
地
役

の
二
種
と
な
せ
り
。
市
府
地
役
は
前
述
の
如
く
建
造
物
に
附
属
す

る
の
地
役
に
し
て
田
野
地
役
は
［
二
百
四
丁
裏
］
土
地
に
附
属
す

る
の
権
利
な
り
。

地
役
権
を
設
立
す
る
の
方
法
は
合
意
、
遺
嘱
、
判
決
、
時
効
若

く
は
特
別
の
法
律
等
な
り
。

無
形
人
と
為
す
の
説
を
唱
ふ
る
人
あ
り
。
此
説
た
る
や
羅
馬
法
典

の
比
喩
を
過
信
し
て
之
れ
を
牽
強
附
会
し
た
る
に
過
ぎ
ず
。

属
人
地
役
と
云
ふ
は
所
有
権
の
支
分
権
に
し
て
使
用
権
は
若
く

は
収
実
権
の
内
に
属
せ
る
も
の
な
り
。
然
し
之
を
所
有
権
と
は
特

別
な
る
離
れ
た
る
物
と
見
做
す
の
［
二
百
三
丁
裏
］
理
由
は
前
述

の
如
き
区
別
の
存
す
る
を
以
て
な
り
。
茲
に
収
実
権
と
は
物
件
の

本
体
を
損
せ
ず
し
て
之
を
使
用
す
る
果
実
を
収
採
す
る
の
権
を
云

ふ
。
而
し
て
茲
に
果
実
と
云
ふ
は
所
謂
自
然
の
果
実
、
人
為
の
果

実
、
民
法
上
の
果
実
を
も
含
む
。
使
用
権usus

と
称
す
る
も
の

は
物
件
の
本
体
を
損
せ
ず
し
て
之
れ
を
使
用
す
る
の
権
を
云
ふ
。

但
し
羅
馬
法
に
於
て
は
単
に
使
用
の
み
な
ら
ず
使
用
者
自
己
及
び

其
家
族
の
日
用
に
供
す
る
為
め
に
収
実
す
る
の
権
を
も
含
め
り
。

例た
と
へ令

ば
家
畜
の
権
を
有
す
る
も
の
な
れ
ば
毎
日
自
分
が
飲
む
丈
け

の
権
は
其
内
に
あ
る
な
り
。

又
羅
馬
法
に
て
はhabitatio

即
ち
住
居
権
も
属
人
地
役
中
に

あ
り
。
住
居
権
と
は
家
屋
に
住
居
す
る
の
権
な
り
。
羅
馬
法
典
に

て
は
之
を
通
常
の
使
用
権
と
区
別
せ
り
。
其
之
れ
を
区
別
す
る
の

点
は
左
の
如
し
。

第
一
、
住
居
権
を
有
す
る
も
の
は
之
を
他
人
に
賃
貸が
し

す
る
を
得
。

第
二
、
不
使
用
又
は
身
分
の
変
換
に
由
り
て
其
権
を
失
ふ
こ
と

）
四
四
三
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

一
二
〇

表
面
権
又
は
地
面
権

羅
馬
に
於
て
表
面
権
と
称
す
る
も
の
は
他
人
の
所
有
に
か
か
る

表
面
を
使
用
す
る
の
権
な
り
。
例
令
ば
其
表
面
に
家
屋
を
建
造
す

る
こ
と
は
出
来
れ
ど
も
之
に
井
を
穿
ち
又
は
溝
堰せ
き

を
掘
る
能
は
ず
。

表
面
権
の
使
用
権
と
異
な
る
所
は
表
面
権
は
領
有
権
の
如
く
之

れ
を
他
人
に
［
二
百
五
丁
裏
］
譲
与
し
又
は
遺
嘱
を
以
て
之
れ
を

他
人
に
移
し
又
遺
嘱
の
と
き
は
相
続
人
に
移
る
も
の
な
り
。

質
権

pignus

即
ち
質
権
と
は
債
主
が
負
債
の
償
却
を
保
証
す
る
為

め
に
負
債
者
の
所
有
物
の
上
に
有
す
る
物
権
な
り
。
故
に
若
し
負

債
者
に
し
て
返
済
の
義
務
を
果
す
能
は
ざ
る
と
き
は
之
れ
を
売
却

し
又
は
之
れ
を
自
己
の
所
有
物
と
為
し
以
て
負
債
の
償
却
に
当
る

な
り
。

第
一
期
、
抵
当
は
古
代
の
法
に
は
無
か
り
し
。
他
物
権
は
知
ら

ざ
り
し
。
即
ち
譲
与
を
為
し
た
り
。
次
ぎ
に
は
所
有
権
を
対
手
に

移
す
に
止
め
占
有
権
の
み
を
債
主
に
移
せ
り
。
第
三
期
に
至
り
て

は
占
有
を
も
移
さ
ず
し
て
只
書
入
れ
と
云
ふ
負
債
書
入
書
を
抵
当

と
し
て
与
へ
た
り
。
之
の
沿
革
は
実
に
大
切
な
る
こ
と
も
詳
説
す

る
の
時
な
り
し
。

権
利
のdynam

ic

とstatic

と
の
二
あ
り
。
学
者
は
云
へ
り

地
役
権
消
滅
す
る
方
法
は
合
意
、confusio

混
同
（
主
領
地
役

役
地
主
一
人
に
帰
す
る
と
き
。）
時
効
、
物
件
の
滅
書
［
失
］
又

は
変
更
と
死
亡
身
分
の
変
換
等
な
り
。
地
役
権
の
得
送
［
喪
］
移

転
の
方
法
の
如
き
は
時
間
に
限
り
あ
る
。
故
に
茲
に
之
れ
を
詳
解

す
る
を
得
ず
。

領
有
権em

phyteusis

羅
馬
法
に
於
て
は
通
常
の
所
有
権
及
び
地
役
権
の
外
猶
特
別
な

る
三
種
の
権
利
を
認
む
。
之
れ
有
名
な
る
権
利
な
り
。
即
ち
領
有

権em
ptyteusis

之
れ
実
に
有
名
な
る
権
利
な
り
。

表
面
権superficies 

［
二
百
五
丁
表
］

質
権pignus

領
有
権
と
称
す
る
も
の
は
土
地
の
所
有
者
にcanon
年
貢ぐ

を
払

ひ
其
土
地
に
関
す
る
一
切
の
収
益
（usus fructus

）
を
為
し
及

び
其
土
地
を
随
意
に
所
分
す
る
の
権
に
し
て
只
所
有
権
に
異
な
る

の
点
は
真
正
の
所
有
者
に
年
貢ぐ

を
納
む
る
の
義
務
あ
る
の
み
な
り
。

其
収
実
権
（usus fructus

）
と
異
な
る
所
は
所
分
権
の
あ
る
を

以
て
な
り
。
其
の
地
役
権
と
異
な
る
所
は
真
正
の
所
有
者
へ
の
関

係
恰
も
契
約
上
の
関
係
の
如
く
所
有
者
に
年
貢
を
納
む
る
こ
と
之

れ
な
り
。

）
四
四
四
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

一
二
一

第
三
　
戸
主
収
養
　adrogatio

第
四
　
裁
［
才
］
判
の
宣
告

第
五
　
身
代
限

第
六
　
元
老
院
令
の
没
収 

［
二
百
七
丁
表
］

此
一
事
が
羅
馬
法
の
獲
得
法
な
り
。

［
甲
　
特
産
獲
得
事
実
］

occupatio

はres nullius

を
得
る
の
法
に
し
て
古
く
は
非
常

に
大
切
な
る
獲
得
法
な
り
し
。

附
増
の
方
法
と
は
鶏
卵
を
生
む
と
か
又
は
他
人
の
油
と
我
油
と

を
混
同
す
る
等
な
り
。

此
等
の
羅
馬
に
於
け
る
議
論
が
近
世
の
此
等
の
議
論
の
基
礎
と

な
れ
り
。

traditio

も
亦
大
切
な
る
こ
と
に
て
、
古
は
引
渡
は
決
し
て
所

有
権
移
転
の
方
法
と
は
為
ら
ざ
り
し
。
古
代
は
只
儀
式
の
み
な
り

し
。
往
々
学
者
は
之
れ
を
以
て
尤
も
古
き
移
転
法
と
為
せ
り
。
之

れ
歴
史
の
講
究
の
足
ら
ざ
る
結
果
な
り
。

時
効
は
羅
馬
法
の
発
明
に
し
て
古
に
は
短
か
か
り
し
が
、
社
会

進
む
に
従
ひ
其
年
限
長
く
な
り
し
。

贈
与
は
法
律
上
に
て
は
決
し
て
認
め
ざ
る
者
な
り
。
然
れ
ど
も

社
会
進
む
に
従
ひ
契
約
と
同
一
に
な
る
傾
き
あ
り
。
併
し
現
在
の

dynam
ic

［
二
百
六
丁
表
］
の
方
は
羅
馬
に
て
は

所
有
権
獲
得
事
実

羅
馬
法
に
て
所
有
権
獲
得
の
事
実
を
挙
げ
し
に

甲
　
特
産
獲
得
事
実
　singulorum

 bonorum

第
一
　
専
占occupatio

第
二
　
附
増accessio

加
工specificatio

流
動
物
混
同confusio

固
形
［
物
］
混
同ferrum

inatio

漸
積alluvio

附
着adjunctio

此
等
は
皆accessio

の
内
に
在
り
。 
［
二
百
六
丁
裏
］

第
三
　
引
渡traditio

第
四
　
時
効prescriptio

第
五
　
贈
与donatio

右
に
掲
げ
た
る
所
有
権
獲
得
法
中
に
第
一
よ
り
第
三
迄
を
自
然

法
の
獲
得
法
と
云
へ
り
。
第
四
第
五
を
国
法
の
獲
得
法
と
云
ふ
。

乙
　
全
産
獲
得
法
　universorum

 juris bororum
 

第
一
　［
無
］
遺
嘱
相
続

第
二
　
遺
嘱
相
続

）
四
四
四
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

一
二
二

明
と
云
ふ
。
或
る
人
は
之
れ
は
誤
り
な
り
と
云
ふ
人
も
あ
り
。

羅
馬
古
代
に
依
れ
ば
遺
嘱
相
続
に
三
種
あ
り
。

第
一
　
会
議
遺
嘱
　com

itis calatis

此
遺
嘱
の
目
的
は
古
代
法
律
に
て
は
一
家
の
相
続
人
を
定
む
る

も
の
故
に
古
代
に
於
て
は
貴
族
会
議
の
認
可
を
要
せ
り
。

第
二
　
陣
前
遺
嘱in procinctu

此
の
遺
嘱
は
軍
人
が
兵
を
出
す
の
と
き
に
至
り
陣
屋
の
前
に
於

て
為
し
た
る
遺
嘱
［
二
百
八
丁
裏
］
な
り
。
羅
馬
は
古
代
よ
り

屡
々
外
征
を
為
せ
し
国
故
其
出
陣
の
と
き
に
軍
人
は
皆
遺
嘱
を
為

す
の
風
習
あ
り
。
然
る
に
軍
人
は
礼
式
及
び
文
字
に
通
ぜ
さ
る
も

の
受
か
り
し
。
故
に
特
別
な
る
簡
便
を
遺
嘱
法
を
設
け
た
る
も
の

な
り
。

第
三
　per aes et librum

此
遺
嘱
はm

ancipatio

の
譲
与
式
に
由
り
て
其
家
督
の
全
部

を
相
続
人
に
売
渡
す
の
儀
式
を
為
す
。

古
代
の
遺
嘱
右
三
種
な
り
し
が
皆
其
か
り
段
な
る
儀
式
を
要
せ

り
。然

る
に
其
後
に
至
り
文
字
の
使
用
段
々
盛
と
な
り
。
遂
に
書
面

の
遺
嘱
を
以
て
儀
式
の
遺
嘱
に
代
は
る
に
至
せ
り
。

儀
式
の
遺
嘱
よ
り
し
て
書
面
の
遺
嘱
に
移
り
た
る
よ
り
遺
嘱
の

引
渡traditio

無
く
し
て
は
い
け
ぬ
。［
二
百
七
丁
裏
］
現
在
の

傾
き
は
双
方
の
意
思
を
貫
か
れ
た
る
と
す
る
も
の
故
相
当
の
証
拠

あ
れ
ば
之
れ
に
効
果
を
与
ふ
。

［
乙
］
全
産
獲
得
法

相
続
（
相
続
法
三
変
（
14
）
之
れ
に
は
議
論
あ
り
。）

［
第
一
　
無
遺
嘱
相
続
］

通
常
相
続
を
分
て
遺
嘱
、
無
遺
嘱
の
二
と
す
。
併
し
古
代
の
社

会
に
て
は
勿
論
無
遺
嘱
相
続
の
み
行
は
れ
若
し
相
続
人
無
き
と
き

は
養
子
の
制
度
を
以
て
相
続
人
を
定
む
。
然
る
に
独
り
羅
馬
法
に

て
は
無
遺
嘱
相
続
と
共
に
養
子
の
制
度
と
并
び
行
は
れ
た
り
。
之

れ
他
国
［
に
］
比
類
な
し
。
近
世
諸
国
に
て
は
羅
馬
法
を
継
続
し

て
相
続
を
遺
嘱
、
無
遺
嘱
の
二
種
と
せ
り
。
時
代
の
順
序
よ
り
云

へ
ば
無
遺
嘱
相
続
は
先
き
に
な
り
遺
嘱
相
続
之
れ
に
次
ぐ
。
然
し

此
両
法
并
び
行
は
る
る
国
に
て
は
遺
嘱
に
よ
り
て
先
づ
相
続
の
順

序
を
定
め
遺
嘱
あ
り
て
も
行
ひ
難
き
と
き
又
は
遺
嘱
な
き
と
き
に

無
遺
嘱
相
続
［
二
百
八
丁
表
］
を
行
ふ
も
の
な
り
。
故
に
古
代
の

順
序
を
転
倒
し
て
予
も
初
め
に
遺
嘱
相
続
を
解
く
べ
し
。

［
第
二
　
遺
嘱
相
続
］

遺
嘱
は
相
続
羅
馬
法
に
てtestam

entum

と
云
ふ
。
ジ
ヤ
ス
チ

ニ
ヤ
ン
のInst.

法
典
に
依
る
にtestatio m

entis

即
ち
心
の
証

）
四
四
四
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

一
二
三

る
可
ら
ず
。
孫
其
他
の
者
に
は
一
般
の
廃
嗣し

を
以
て
足
れ
り
と
す
。

然
る
に
ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
帝
の
と
き
に
至
り
其
予
定
相
続
人
の
親

疎
に
関
は
ら
ず
悉
く
指
命
［
名
］
廃
嗣
を
要
せ
ず
と
せ
り
。

右
廃
嗣
の
変
遷
を
考
ふ
る
に
羅
馬
法
の
進
歩
す
る
に
従
ひ
自
然

の
血
統
を
重
じ
無
遺
嘱
相
続
人
た
る
可
き
親
籍
の
相
続
権
を
堅
く

せ
り
。
相
続
人
を
設
定
す
る
に
は
敢
て
一
人
を
限
る
こ
と
は
無
か

り
し
。
然
し
其
一
人
若
く
は
数
人
の
相
続
人
に
財
産
の
全
部
を
譲

り
与
え
ざ
る
可
ら
ず
。
而
し
て
若
し
数
人
の
相
続
人
あ
り
た
る
と

き
は
其
分
配
の
割
合
を
明
言
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
若
し
之
を
定
め
ざ

る
と
き
は
平
同
分
配
を
定
め
と
せ
り
。
若
し
数
人
の
相
続
人
中
に

相
続
を
拒
み
若
く
は
死
亡
せ
る
と
き
は
（
遺
嘱
者
に
先
だ
ち
死
す

る
也
）、
其
残
り
の
相
続
人
は
其
死
亡
者
若
く
は
拒
者
の
分
部
を

増
加
権
（jus accrescendi

）
に
由
り
て
平
同
に
受
け
た
る
［
二

百
十
丁
表
］
者
な
り
。

羅
馬
の
相
続
法
に
て
は
相
続
人
のexheredatio

廃
嗣
、
相
続

人
のinstitutio

設
定
及
び
相
続
人
の
代
立
（substitutio

）
の

三
つ
を
要
せ
る
も
の
な
り
。

相
続
人
の
代
立
と
は
遺
嘱
を
以
て
設
定
し
た
る
相
続
人
が
拒
絶

若
く
は
死
亡
の
場
合
に
之
に
代
り
て
の
相
続
人
と
為
る
べ
き
己
れ

を
予
定
す
る
の
方
法
な
り
。

法
律
上
の
性
質
に
大
変
革
を
生
ぜ
り
。
即
ち
儀
式
の
遺
嘱
は
公
な

る
者
な
り
し
が
書
面
に
な
り
し
よ
り
遺
嘱
は
秘
密
の
も
の
と
な
れ

り
。
又
儀
式
の
遺
嘱
は
直
に
［
二
百
九
丁
表
］
其
効
果
を
生
ぜ
り
。

書
面
の
遺
嘱
と
な
り
た
る
後
は
遺
嘱
は
死
後
に
効
果
を
生
ず
る
も

の
と
な
れ
り
。
生
前
に
於
て
は
何
時
よ
り
と
も
之
を
変
更
す
る
を

得
る
に
至
れ
り
。

遺
嘱
の
目
的
は
太
古
に
於
て
は
祖
先
の
祭
祀
を
継
続
す
る
に
在

り
た
り
。

遺
嘱
の
目
的
の
相
続
人
のinstitutio

設
定
に
有
り
た
り
。
故

に
遺
嘱
を
為
す
に
当
り
先
づ
相
続
人
を
指
定
し
其
相
続
人
に
財
産

の
処
分
を
命
じ
た
る
も
の
な
り
。
故
に
羅
馬
の
相
続
人
は
恰
も
近

世
の
遺
産
処
分
人
の
如
き
権
力
を
有
せ
し
も
の
な
り
。

相
続
人heres

遺
嘱
を
以
て
相
続
人
を
設
定
せ
し
と
す
る
は
先
づ
第
一
に
無
遺

嘱
相
続
人
のexheredatio

廃
嗣
を
為
さ
ざ
る
可
ら
ず
。
即
ち
己

れ
の
子
又
は
他
の
近
親
に
し
て
無
遺
嘱
相
続
人
た
る
可
き
も
の
の

相
続
権
を
廃
す
る
こ
と
を
明
言
せ
ざ
る
［
二
百
九
丁
裏
］
可
ら
ず
。

相
続
人
廃
嗣
に
二
種
あ
り
。
一
は
指
命
［
名
］
の
廃
嗣
は
一
般
の

之
れ
な
り
。

プ
レ
ー
ト
ル
の
時
代
は
遺
嘱
者
の
子
は
指
名
の
廃
嗣
を
為
さ
ざ

）
四
四
七
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

一
二
四

ざ
り
し
所
以
は
古
代
の
法
律
は
純
粋
な
る
家
族
制
度
に
あ
り
た
る

も
の
故
に
例
ひ
己
れ
の
子
た
り
と
雖
ど
も
其
家
族
な
ら
ざ
る
も
の

は
相
続
す
る
能
は
ず
。
時
と
し
て
遺
嘱
に
由
り
て
我
［
二
百
十
一

丁
表
］
家
族
以
外
の
近
親
に
財
産
を
分
配
す
る
の
便
利
あ
り
た
り
。

然
る
に
族
制
崩
れ
る
に
従
ひ
遺
［
嘱
］
の
能
力
を
乱
用
し
て
近
親

を
差
置
き
て
乱
り
に
他
人
に
財
産
を
譲
与
す
る
に
至
れ
り
。
故
に

古
代
に
於
て
は
人
権
に
叶
ひ
た
る
遺
嘱
相
続
も
却
て
人
情
と
背
違

す
る
に
至
れ
り
。
茲
に
於
て
遺
嘱
に
制
限
を
置
く
の
必
要
を
見
る

に
至
れ
り
。 

［
二
百
十
一
丁
裏
］

［
第
三
　
戸
主
収
養
］

［
第
四
　
裁
［
才
］
判
の
宣
告
］

［
第
五
　
身
代
限
］

編
者
注

（
1
） C

hristian F
riedrich von G

lück, A
usführliche 

E
rläuterung der P

andekten nach H
ellfeld ein C

om
m

entar 
für m

eine Z
uhörer, 1. T

eil, Johann Jacob P
alm

, 1790, 
S

.202ff.

代
立
に
三
種
あ
り
。

substitutio vulgaris

　 

普
通
代
立

substitutio pupillaris

　 

幼
者
代
立

substitutio quasi pupillaris

　 

准
幼
者
代
立

普
通
代
立
と
は
通
常
の
相
続
人
が
死
亡
若
く
は
拒
絶
し
た
る
場

合
に
之
れ
に
代
は
る
べ
き
相
続
人
を
定
む
る
を
云
ふ
。

 

［
二
百
十
丁
裏
］

幼
者
代
立
と
は
己
れ
の
子
な
る
幼
者
を
相
続
人
と
為
し
其
子
相

続
し
た
る
後
未
だ
成
丁
に
達
せ
ず
し
て
死
亡
せ
る
と
き
之
に
代
ふ

べ
き
相
続
人
を
予
定
す
る
の
方
法
を
云
ふ
。

准
幼
者
代
立
と
は
ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ヤ
ン
帝
の
法
律
に
依
り
て
定
ま

り
た
る
も
の
な
り
。
即
ち
若
し
相
続
人
に
し
て
瘋
［
癲て
ん

］
な
る
と

き
は
其
瘋
［
癲
］
者
の
相
続
し
た
る
。
後
死
亡
せ
る
と
き
は
之
れ

に
代
は
る
べ
き
相
続
人
を
予
定
す
る
の
方
法
を
云
ふ
。

幼
者
代
立
の
規
則
を
瘋
［
癲て
ん

］
者
代
立
の
場
合
に
適
用
せ
る
を

以
て
准
幼
者
代
立
と
云
ふ
。

遺
嘱
を
以
て
財
産
を
他
人
に
譲
る
こ
と
に
付
き
て
は
十
二
銅
表

の
時
代
に
於
て
は
敢
て
制
限
な
か
り
し
。
故
に
例
ひ
我
子
に
は
財

産
を
譲
り
渡
さ
ず
し
て
之
れ
を
他
人
に
譲
り
渡
す
と
も
敢
て
法
律

の
禁
ず
る
所
に
あ
ら
ざ
り
し
。
斯
く
の
如
く
遺
嘱
に
制
限
を
置
か

）
四
四
〇
（



穂
積
陳
重
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
第
二
編

　羅
馬
法
正
編
第
一
巻
及
び
第
二
巻
（
吉
原
）

一
二
五

N
aturrecht: O

der P
hilosophie des R

echtes und des 
S

taates, 1892.

（
10
） T

hom
as H

enry, Introductory S
cience P

rim
ers, 

M
acm

illan and C
o., 1880.

（
11
） E

dith S
im

cox, N
atural law

: an essay in ethics, T
he 

E
nglish and foreign philosophical library, v. 4, J.R

. 
O

sgood, 1877.

（
12
） T

hom
as B

abington M
acaulay, 1800-1859. 

内
田
力
蔵

「
19
世
紀
の
は
じ
め
に
お
け
る
イ
ン
ド
の
法
律
に
つ
い
て
の
マ
コ
ー

レ
ー
の
記
述 

─
「
１
８
３
３
年
イ
ン
ド
統
治
法
」
に
か
ん
す
る
一

片
の
資
料
─
」（
初
出
・
一
九
六
四
年
）『
法
思
想 

内
田
力
蔵
著
作

集
第
３
巻
』
信
山
社
・
二
〇
〇
六
年
所
収
、
一
五
七
─
一
七
九
頁
、

一
七
四
頁
注
一
四
。］

（
13
） 

穂
積
陳
重
「
離
婚
法
比
較
論
」『
穂
積
陳
重
遺
文
集
』
第
一

冊
・
一
九
三
二
年
、
三
八
九
頁
以
下
を
参
照
。

（
14
） 

穂
積
陳
重
「
相
続
法
三
変
」『
穂
積
陳
重
遺
文
集
』
第
二
冊
・

一
九
三
二
年
、
九
頁
以
下
を
参
照
。

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
法
学
提
要

（Institutes

）
に
対
す
る
比
較
法
史
学
的
総
合
研
究
」
研
究
課
題

番
号
１
７
Ｈ
０
２
４
４
２
（
研
究
代
表
・
葛
西
康
徳
・
東
京
大
学

教
授
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
謹
ん
で
関
係
各
位
に
感
謝

の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
2
） F

rederick P
ollock, T

he M
ethods of Jurisprudence, 

L
aw

 M
agazine and R

eview
, F

ourth S
eries 8 

（N
ovenber 

1882
）, pp.25-53= O

xford L
ectures and O

ther D
iscourses, 

L
ondon 1890, pp.1-36, esp. p.5.

（
3
） Jhering, G

eist des röm
ischen R

echts, B
d. 1, 2.A

uf., 
1866, S

.218 A
nm

.114.

（
4
） A

ugust F
riedrich P

ott, E
tym

ologische F
orschungen 

auf dem
 G

ebiete der Indo-G
erm

anischen S
prachen m

it 
besonderem

 B
ezug auf die L

autum
w

andlung, B
d. 1. 1833, 

S
.213.

（
5
） H

erbert S
pencer, T

he P
rinciples of S

ociology, vol. 3 , 
1898 

［1885

］, p.241.

（
6
） T

hom
as E

rskine H
olland, T

he elem
ents of 

jurisprudence, C
larendon P

ress, 1880; 4th. ed., 1888.

ほ
ー

ら
ん
ど
著 

大
橋
素
六
郎
訳
『
法
理
学
汎
論
』
上
中
巻
・
博
聞
社
・

一
八
八
八
年
。
な
お
、
公
法
・
私
法
の
区
別
に
つ
い
て
は
む
し
ろ

第
九
章
と
思
わ
れ
る
。

（
7
） W

iliam
 P

aley, T
he P

rinciples of M
oral and P

olitical 
P

hilosophy, 1815.

（
8
） H

einrich A
hrens, N

aturrecht, oder, P
hilosophie des 

R
echts und des S

taates: auf dem
 G

runde des ethischen 
Z

usam
m

enhanges von R
echt und C

ultur, von C
. G

erold, 
1870-1871.

（
9
） K

arl C
hristian F

riedrich K
rause, V

orlesungen Ü
ber 

）
四
四
四
（




